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海外校シリーズ
北京日本人学校
トゥールーズ補習授業校

受け入れ校紹介
昭和学院中学校・高等学校

今月の顔
田渕 大さん
俳優 
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採用率2％！
質の高いベテランの
ネイティブ教員陣。

全日制高校の３～４倍！
週最大20コマの
実践的英語授業！

海外大学との連携授業、
キャリア体験、
国際交流の機会も！

英語以外の多彩な
コース別授業も開講
※キャンパスにより設置コースは異なります

お問合わせ
資料請求 クラーク高校

クラークなら英語を強みに才能が開花する
クラークの国際系コース・専攻なら圧倒的な英語授業数とディスカッション中心の実践的な授業、

そしてレベル別クラス編成という最高の環境で、更に英語力を伸ばせます。

大学
進学先

〈2021年3月卒業生 大学進学実績〉 
北海道大学、東京工業大学、筑波大学、大阪教育大学、岩手大学、島根大学、北海道教育大学、滋賀大学、札幌市立大学、公立千歳科学技術大学、都留文科大学、神戸市外
国語大学、高知工科大学、札幌医科大学、長野県立大学、国際大学IPUニュージーランド、カレル大学、国立マサリク大学、国立ペーチ大学、国立セゲド大学、国立センメ
ルワイス大学、国立デブレツェン大学、早稲田大学、慶應義塾大学、上智大学、東京理科大学、国際基督教大学、学習院大学、明治大学、青山学院大学、立教大学、中央大
学、法政大学、南山大学、関西大学、関西学院大学、同志社大学、立命館大学、日本大学、東洋大学、駒澤大学、専修大学、京都産業大学、近畿大学、龍谷大学 その他多数

https://www.clark.ed.jp/?argument=fGSFtzRS&dmai=a6188f2aa89c8c&gclid=CjwKCAiA6seQBhAfEiwAvPqu1xOKwjg3SOUCHi0rxcqWCaP0sfWxrxD9GcPcL8O18iuRFboQ1zT8IBoCN-sQAvD_BwE


https://www.klas-ac.jp/lp/?gclid=CjwKCAiA6seQBhAfEiwAvPqu11CTPNWr52ox1UJGcqfL3DIyHJoFiMbLLF1tbQ0DqC5Yxp1I0HC9jBoCEmUQAvD_BwE


お申し込み・お問い合わせ・資料請求はお気軽にどうぞ。
お電話で  国際部  +81-3-5954-1161
パソコン・携帯で　早稲田アカデミー　帰国生 検索

早稲田アカデミー オンライン校

「海外からも、首都圏の難関校受験にチャレンジしたい…」
そんな方に向けた待望のサービスを新年度は4月より開講します。
これまでに培った「双方向Web授業」の経験とノウハウを結集して、
対面と変わらぬ志望校別対策授業をご自宅で。

海外からも、首都圏の難関校にチャレンジできる

■小6対象 NN志望校別コース
開成クラス 麻布クラス 武蔵クラス 桜蔭クラス

■中3対象 必勝志望校別コース

女子学院クラス 雙葉クラス 早実クラス 早稲田クラス

早大学院クラス 慶應義塾普通部クラス 駒場東邦クラス 渋谷幕張クラス

詳細・お申込はこちら

最高レベルの
志望校別対策 双方向Web授業

20 2 2年　帰国生合格実績　Webで公開中！

海外生・帰国生教育 法人向けサービス開始
早稲田アカデミーは、海外在住で帰国後に日本の中学校・高校へ
進学予定のお子様を積極的にサポートしています。
海外への赴任前・赴任中・帰国後のお子様の教育に関して、
人事ご担当者様に代わってバックアップ致します。
※入会費・年会費は一切かかりません。
詳しくはホームページをご確認ください。

詳細はこちら

講座受講生 滞在国（例）
シンガポール・タイ・上海・
ドイツ・ロシア・アメリカ

早慶必勝クラス 難関必勝クラス

筑駒必勝クラス 開成必勝クラス 国立必勝クラス

開成高、国立附属高、早慶附属高などの難関高校志望
者を対象としています。現時点での学習到達状況にお
ける合格可能性を、判定させていただきます。
※オンライン校受講資格試験を兼ねます。

必勝志望校判定模試
新中学３年生　対象

帰国生入試に向けて、現在の英語力を判定します。
※海外ご自宅でご受験いただけます。
※海外からもご受講いただける「志望校対策英語講
座」のクラス分けテストを兼ねます。

帰国生 英語力判定テスト
新小学６年生　対象

帰国生入試をお考えの保護者の方を対象に、最
新の入試動向や対策について、早稲田アカデミ
ー国際部よりお伝えします。

Web帰国生対象入試報告会
小学生・中学生　対象

完全志望校別模試で現在のお子様の実力・合格可能性
を判定します。ライバルより一歩早く、一歩前へ。
※オンライン校受講資格試験を兼ねます。

NN志望校別コース 
志望校別オープン模試

新小学６年生　対象
詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

詳
細
は
こ
ち
ら

詳細はこちら10か国23都市において
早稲田アカデミーの教育ネットワークを広げています。

早稲田アカデミー　海外校（７校舎）　

ロンドン校【イギリス】
ニューヨーク校【アメリカ】
シンガポール校【シンガポール】
インター校【シンガポール】
７区校【ベトナム】
ビンタン校【ベトナム】
台北校【台湾】

その他世界各地に海外提携塾があります。

海外校

詳
細
は
こ
ち
ら

https://www.waseda-ac.co.jp/info/2021/detail/online_school.html
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海外子女教育
トゥールーズ校幼稚園クラス
（トゥールーズ補習授業校）

2 今月の顔　　田渕 大さん（俳優）

4　特集１　AG５だより 在外教育施設から未来をひらく
16　特集２　 帰国生の母親たちのボランティア  

──自分たちの体験を多くの人と分かち合う

25　連載　「ＫＡＮＪＩ」はおもしろい！　 Interesting and unique kanji

26　 ◆受け入れ校紹介～学校会員ファイル◯228 ◆　昭和学院中学校・高等学校

28　連載　家族／クロスカルチャー
「我が家」をホームタウンに（後編）

31　連載　ことばキャンプ　 マイネーム　イズ　モゴモゴ……

32　海外校シリーズ 北京日本人学校
トゥールーズ補習授業校

36　オススメの一冊

37　聞いてみよう！子どもの教育　　海外子女教育振興財団 教育相談員  佐々 信行
 ― 子どもはアメリカの現地校に通っていますが、先生とうまくやれていないようです。どうしたらよい
のでしょうか。

40　連載　１都１道２府４３県めぐり　島根県

41　海外子女教育振興財団　 教育相談

42　新連載 　JOES Davos Next

44　ニュース お知らせ

46　連載　挑戦！にほごんの日本語検定

48　2021年度『海外子女教育』総目次 2021年4月号（第578号）～ 2022年3月号（第589号）

公
園
で
太
極
拳
を
す
る
人
々
（
中
国
・
北
京
）

海外子女・帰国子女教育の振興をはかるために、海外で経済活動を展開している企業・団体によって
1971年に外務省および文部省（現 文部科学省）の許可を受け財団法人として設立されました。それ

以来、政府の行う諸施策および維持会員の要望に相呼応して幅広い事業を行っています。2011年4月1日に公益財団法人に移行しました。財団の
事業は、おもに維持会員からの会費によって成り立っています。財団のサービスはどなたでもご利用いただけますが、維持会員の皆様には有料サ
ービスを無料または割引にて提供しています。（ 維持会員一覧表　https://www.joes.or.jp/kaiin/ ）

＊維持会員企業・団体所属のかたはウェブサイト上 ( https://joes-kaiin.jp/joesportal/ ) でも閲覧いただけます。
　閲覧にあたって必要となるグループＩＤは、所属先の企業・団体へお問い合わせください。

海外子女教育振興財団
公益財団法人
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田
渕
大
さ
ん
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
拠
点
と
し
て
活
躍

す
る
俳
優
だ
。
映
画
や
舞
台
に
出
演
す
る
ほ
か
声
優

と
し
て
も
活
躍
し
、
小
さ
な
子
ど
も
に
は
英
語
版
の

『
チ
ャ
ギ
ン
ト
ン
』
の
ハ
ン
ゾ
ー
や
『
機
関
車
ト
ー

マ
ス
』
の
ヒ
ロ
の
声
で
も
お
な
じ
み
。
多
国
籍
企
業

の
Ｃ
Ｍ
や
二
〇
一
九
年
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
の
試
合
前
に

流
れ
る
映
像
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
多
方
面
で
注

目
さ
れ
て
い
る
。

高
校
で
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
、

大
学
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出
会
う

　
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
田
渕
さ
ん
が
渡
英
を
決
意

し
た
の
は
高
校
進
学
の
と
き
だ
っ
た
。
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
「
外
の
世
界
」
へ
の
憧
れ
は
あ
っ
た
が
、
中

学
に
は
帰
国
子
女
が
多
く
、
話
を
聞
い
て
思
い
が
膨

ら
ん
だ
そ
う
だ
。

　
し
か
し
憧
れ
の
留
学
生
活
は
厳
し
か
っ
た
。
英
語

力
が
な
く
、
何
が
宿
題
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
よ

り
ど
こ
ろ
は
イ
ギ
リ
ス
で
始
め
た
ラ
グ
ビ
ー
だ
っ
た
。

　
「
中
学
の
と
き
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
培
っ
た

ス
テ
ッ
プ
が
役
立
ち
ま
し
た
」

　
十
六
歳
と
い
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
は
義
務
教
育
終
了

全
国
統
一
試
験（
Ｇ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
）、
二
年
後
に
は
大
学

進
学
の
た
め
の
Ａ
レ
ベ
ル
試
験
が
あ
る
。
渡
英
し
て

す
ぐ
に
科
目
を
選
択
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
語
学
力

の
ハ
ン
デ
ィ
か
ら
理
系
の
科
目
を
選
ん
だ
が
、
大
学

進
学
が
近
づ
く
と
「
こ
の
ま
ま
理
系
に
進
む
の
か
」

と
悩
む
。
さ
ら
に
「
日
本
の
こ
と
を
質
問
さ
れ
て
も
、

答
え
ら
れ
な
く
て
歯
が
ゆ
い
」
思
い
を
し
て
い
た
の

で
、
帰
国
子
女
枠
で
日
本
の
大
学
を
受
験
し
た
。

「
願
書
と
共
に
高
校
で
の
ス
ポ
ー
ツ
や
チ
ャ
リ
テ

愛知県出身。千葉県の暁星国際中学校を卒業したあと、
1989年にイギリスの 高校へ留学。慶應義塾大学文学部哲
学科を卒業後、イギリスの演劇学校Rose Bruford College
へ再留学。フランスの名優フィリップ・ゴーリエのワークシ
ョップなどに参加したのち、ロンドンを拠点として俳優・声
優活動を続ける。舞台『タンタンの冒険旅行』『戦場の７人』
（ジョシー・ローク演出）『外套』、Netfl ixのドラマ『Giri/
Haji』などのほか、声優としての出演作品も多数。妻はド
イツ人で、13歳と８歳の２人の子どもがいる。

田
た ぶ ち

渕 大
だ い

さん
俳優

〝
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
〞

を
受
け
入
れ

世
界
の
舞
台
へ
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ィ
ー
活
動
な
ど
、
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
フ
ァ
イ
ル

を
送
付
し
た
ら
、
面
接
の
と
き
に
話
の
き
っ
か
け
に

な
り
、
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
大
学
時
代
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
サ
ー
ク
ル
活
動

に
情
熱
を
注
ぎ
込
ん
だ
。
原
体
験
は
十
五
歳
の
こ
ろ

に
劇
団
四
季
の
『
キ
ャ
ッ
ツ
』
を
見
た
こ
と
。
す
ご

い
衝
撃
で
、
町
が
変
わ
っ
て
見
え
た
。
だ
が
自
分
が

演
劇
に
か
か
わ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

「
演
劇
部
っ
て
女
の
子
が
多
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
し
、
恥
ず
か
し
く
て
」

　
で
も
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
部
員
七
十
人
以
上
の
大
所

帯
で
、
半
分
は
男
性
だ
っ
た
。
脚
本
か
ら
演
出
ま
で

す
べ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
公
演
。
田
渕
さ
ん
は
初
め
て

舞
台
に
立
っ
た
。「
も
う
青
春
！
と
い
う
感
じ
」
で
、

夏
休
み
も
毎
日
活
動
し
た
。

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
個
性
に

　
周
囲
が
就
職
活
動
を
始
め
る
こ
ろ
、「
僕
は
演
劇

を
続
け
た
い
」
と
思
っ
た
。
幸
い
親
も
応
援
し
て
く

れ
た
が
「
演
劇
を
や
る
な
ら
基
礎
を
学
べ
」
と
助
言

さ
れ
る
。
そ
こ
で
田
渕
さ
ん
は
、
演
劇
の
教
育
の
歴

史
が
深
い
イ
ギ
リ
ス
に
再
度
留
学
す
る
こ
と
に
。

　
高
校
の
四
年
間
で
英
語
力
も
つ
け
た
か
ら
こ
と
ば

の
方
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
は

い
か
な
か
っ
た
。

「
そ
れ
は
た
い
へ
ん
で
、〝
や
っ
て
も
う
た
〞と
思
い

ま
し
た
（
笑
）」

　
し
か
も
そ
の
学
校
は
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な
演
劇

ス
タ
イ
ル
、つ
ま
り〝
声
で
聞
か
せ
る
〞方
針
。日
常

会
話
と
、
舞
台
か
ら
観
客
に
伝
え
る
の
は
ま
っ
た
く

違
う
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
原
語
で
取
り
組
む
が
、

先
生
に
は
「
君
の
英
語
は
日
本
語
訛な

ま
り
が
あ
る
し
、

こ
の
国
で
は
無
理
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
自
分
の
発
音
や
文
化
の
違
い
を
負
い
目
に
感
じ
、

『
イ
ギ
リ
ス
人
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
』
と
苦

し
み
ま
し
た
」

　
し
か
し
三
年
生
の
と
き
、
誰
よ
り
も
早
く
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
か
ら
「
君
は
面
白
い
」
と
声
が
か
か
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
演
劇
界
の
現
場
に
は
、
外
国
人
も
受
け

入
れ
る
多
様
性
が
あ
っ
た
。

　
「
三
十
代
は
舞
台
づ
け
」
で
、
舞
台
版
『
タ
ン
タ

ン
の
冒
険
旅
行
』
や
『
戦
場
の
七
人
』、
多
言
語
が

飛
び
交
う
『
外
套
』
な
ど
数
々
の
舞
台
を
こ
な
し
、

イ
ギ
リ
ス
国
内
だ
け
で
な
く
ド
イ
ツ
の
演
劇
祭
、
南

米
や
中
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
も
公
演
を
行
っ
た
。

「
自
分
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
思
っ
て
い
た
こ
と

が
、
ユ
ニ
ー
ク
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。
違
う
こ
と

が
大
事
だ
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
職
業
は
、
人
が
ど
う

見
る
か
評
価
を
気
に
し
が
ち
で
す
が
、
欠
点
も
含
め

た
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
止
め
た
ら
、
自
由
に

な
り
ま
し
た
」

　
仲
間
の
導
き
で
声
優
の
仕
事
も
始
め
た
。
日
本
人

で
演
技
力
が
あ
り
英
語
の
本
質
も
理
解
で
き
る
声
優

は
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
稀ま

れ
な
の
で
、
引
っ
ぱ
り
だ
こ
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
で
ゲ
ー
ム
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
事
も
増

え
た
。

「
大
き
な
目
標
を
立
て
て
も
思
い
通
り
に
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
流
れ
に
身
を
任
せ
た
ら
、
こ
こ

ま
で
来
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
才
能
の
あ
る
人
に
も

出
会
い
ま
し
た
が
、
最
も
大
事
な
の
は〝
努
力
を
続

け
る
才
能
〞か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

（
取
材
・
文
＝
松
島
あ
お
い
）

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

Theatre Ritesの公演“Paradise”より Southwark Playhouseの公演“Usagi Yojinbo”より
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在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業（https://ag-5.jp）

　
二
〇
一
七
年
度
に
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
が
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け

て
始
め
た「
在
外
教
育
施
設
の
高
度
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
拠
点
事
業（
略
称
：

Ａ
Ｇ
５
）」が
、
五
年
の
事
業
期
間
を
終
え
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
本
年
一
月
六
日

に
東
京
・
愛
宕
の
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
に
お
い
て
、
座
長
の
佐
藤
郡
衛
先

生
を
は
じ
め
運
営
指
導
委
員
の
先
生
が
た
、
同
財
団
の
中
村
雅
治
相
談
役
ら
が

集
ま
り
、ま
と
め
の
会
を
開
い
た
。

　
本
誌
の
巻
頭
で
連
載
し
て
き
た「
Ａ
Ｇ
５
だ
よ
り
」も
最
終
回
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
、こ
の
ま
と
め
の
会
で
報
告
さ
れ
た
内
容
を
特
集
枠
で
お
送
り
す
る
。

　
当
初
は
五
つ
だ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
八
つ
に
増
え
、
ま
た
二
〇
年
か
ら
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
は（
と
き
に
は
海
を
渡
っ

て
）対
面
で
行
わ
れ
て
い
た
活
動
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
か
え
る
必
要
が
生
じ

た
。
だ
が
そ
れ
は
同
時
に
、
リ
モ
ー
ト
で
の
教
育
や
支
援
の
可
能
性
を
ひ
ら
き

も
し
た
。
な
か
に
は
日
本
国
内
の
学
校
に
先
駆
け
る
よ
う
な
成
果
も
生
ま
れ
て

き
た
。
未
来
世
代
が
世
界
で
活
躍
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
事
業
を
国

内
外
で
継
続
し
て
い
く
方
策
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、詳
し
い
研
究
経
過
や
成
果
等
に
つ
い
て
は
Ａ
Ｇ
５
の
サ
イ
ト（https://

ag-5.jp

）を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

シンガポール日本人学校チャンギ校　「調べたことを伝えよう」

在
外
教
育
施
設
か
ら

未
来
を
ひ
ら
く

特 集 1

………………………………………………………………………………………………シリーズ  日本人学校・
　  補習授業校を
　　　応援します！

在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業

……………………………………………………………………………………………… 最終回

https://ag-5.jp
https://ag-5.jp
https://ag-5.jp
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佐
藤

ま
ず
ど
う
い
う
経
緯
で
こ
の
Ａ
Ｇ

５
が
始
ま
っ
た
の
か
、
中
村
相
談
役
か
ら

お
話
し
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

中
村（
雅
）
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

で
は
二
〇
一
一
年
に
創
立
四
十
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、「
帰
国
児
童
生
徒

に
関
す
る
総
合
的
な
調
査
研
究
報
告
」
を

佐
藤
郡
衛
先
生
に
座
長
を
依
頼
し
て

ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
新
た
な
教
育
に
向
け
た
三
つ
の

視
点
と
し
て
、
適
応
の
た
め
の
教
育
、

国
際
教
育
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
力
の
育

成
と
い
う
も
の
を
提
示
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
力

の
育
成
と
い
う
視
点
で
は
、
批
判
的
思

考
力
、
問
題
解
決
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
、
協
働
能
力
、
想
像
力
を
高

め
る
教
育
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
。

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
が
一
三
年

の
、
蘇
州
の
日
本
人
学
校
で
の
グ
ロ

ー
バ
ル
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な

創
造
を
し
た
い
と
い
う
要
望
に
こ
た

え
る
た
め
の
支
援
で
す
。
ア
ク
シ
ョ

ン
リ
サ
ー
チ
型
の
取
り
組
み
を
行
う

た
め
、
ま
ず
全
校
の
実
態
調
査
か
ら

始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
一
四
年
に
は

香
港
日
本
人
学
校
か
ら
学
校
改
革
へ
の
助

言
を
求
め
ら
れ
、
日
本
版
の
Ｉ
Ｂ
（
Ｐ
Ｙ

Ｐ＊
1

）
的
な
取
り
組
み
を
ご
提
案
い
た
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
四
年
生
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
ク
ラ
ス
と
い
う
特
別
な
ク
ラ
ス
を
新

設
し
、
教
育
内
容
も
学
習
指
導
要
領
に
準

拠
し
な
が
ら
探
究
学
習
を
日
本
語
と
英
語

の
両
言
語
で
学
ぶ
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
と
い
う
科
目
を
新
設
。
加
え
て
、
英

語
力
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
理
科
と
数

学
を
英
語
で
学
ぶ
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
を

導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
国
内
で
は
急
激
に
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
展
す
る
社
会
に
お
け
る
教
育
改

革
が
論
議
さ
れ
、
国
の
日
本
再
興
戦
略
で

も
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
質
の
高
い
教

育
の
実
現
お
よ
び
海
外
か
ら
帰
国
し
た
子

ど
も
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
と
い
う
こ

と
が
明
確
に
謳う

た

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
一
六
年
四
月
に
発
足
さ

せ
た
の
が
Ｇ
│
Ｏ
Ｎ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（Global O
verseas N

ew
 Education 

Project

）
と
い
う
も
の
で
、
在
外
教

育
施
設
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
等
の
研
究
を
、
蘇
州
や
香
港
で
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
や
補
習
校
に
対
す
る

支
援
も
含
め
て
一
括
し
て
行
っ
て
い
こ

う
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

期
を
同
じ
く
し
て
、
文
科
省
で
も
四

月
に
「
在
外
教
育
施
設
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
強
化
戦
略
」
を
検
討
す
る
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
一
六
年
五
月
に

「
在
外
教
育
施
設
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

強
化
戦
略＊

2

」
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
具

体
的
提
案
と
し
て
は
、「
日
本
人
学
校
等

の
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
と
し
て
の
活
用
・
発

信
強
化
」「
高
度
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

拠
点
と
し
て
の
日
本
人
学
校
の
教
育
水
準

の
強
化
」「
派
遣
教
員
の
確
保
・
充
実
、

質
の
確
保
」「
教
育
面
に
お
け
る
学
校
運

営
と
の
連
携
強
化
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
文
科
省
か

ら
の
委
託
を
受
け
て
「
在
外
教
育
施
設
の

高
度
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
拠
点
事
業
」

Ａ
Ｇ
５
を
一
七
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

佐
藤

Ａ
Ｇ
５
は
、Advanced Global   

Five Projects

の
略
で
す
。
最
初
は
次
の

五
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
始
め
ま
し
た
。

①

日
本
人
学
校
に
お
け
る
高
度
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
基
礎
的
資
質
形
成
の
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

②

日
本
人
学
校
に
お
け
る
日
本
語
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

③

日
本
人
学
校
に
お
け
る
教
員
（
学
校

採
用
教
員
）
の
指
導
力
向
上
の
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

④

補
習
授
業
校
に
お
け
る
日
本
語
能
力

向
上
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

⑤

日
本
文
化
発
信
の
拠
点
形
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発

在外教育施設から未来をひらく在外教育施設から未来をひらく

中
なかむら

村 雅
まさはる

治
海外子女教育振興財団の専務理事／理事
長を経て、現在は同財団の相談役

香港日本人学校グローバルクラス6年生「地質学習」

＊1　 ＰＹＰ　国際的カリキュラムであるIB（International Baccalaureate）の一部で、3歳～ 12歳を
対象とするPrimary Years Programmeのこと。

＊2　 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/002/__icsFiles/afi eldfi le/2016/09/08/1376422_2.pdf

佐
さ と う

藤 郡
ぐんえい

衛
東京学芸大学副学長、目白大学学長を歴
任し、現在は明治大学特任教授。ＡＧ５
運営指導委員会委員長

在外教育施設から未来をひらく

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」の
育
成
は

時
代
の
要
請

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/002/__icsFiles/afieldfile/2016/09/08/1376422_2.pdf
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こ
の
⑤
は
日
本
語
と
日
本
文
化
の
発
信

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
学
校
の
図
書
館
を

活
用
し
た
文
化
交
流
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
二

つ
を
行
い
ま
し
た
。
一
九
年
に
な
る
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
で
の
教
育
の
質
向

上
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
特
別
支

援
教
育
に
関
す
る
遠
隔
指
導
の
実
施
に
向

け
た
実
践
的
研
究
が
加
わ
っ
て
、
八
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と

同
時
に
在
外
教
育
施
設
の
課
題
解
決
も
含

め
て
、
新
し
い
在
外
教
育
施
設
の
方
向
性

な
り
新
し
い
教
育
の
姿
を
見
出
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
成
果
は
出
せ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
、ご
担
当
い
た
だ
い
た
先
生
か

ら
発
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
一
六
年
か
ら
香
港
日
本
人
学
校
香

港
校
か
ら
の
要
請
で
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
に
Ａ
Ｇ
５
が
立
ち
上
が
っ
た
と

き
に
考
え
た
の
が
、
こ
の
香
港
で
の
成
果

か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
型
能
力
を
身
に
つ
け
る

よ
う
な
特
色
あ
る
教
育
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
）
を
他
の
学
校
に
も
展
開
し

て
い
く
こ
と
で
し
た
。
つ
ま
り
日
本
人
学

校
に
は
日
本
の
国
内
の
学
校
よ
り
も
す
ご

く
多
様
な
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
し
、
異
文
化
に
あ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
・
課
題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
人
学
校
こ
そ

教
科
の
枠
を
超
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

で
探
究
的
な
学
び
を
実
現
す
る
場
で
あ
る

は
ず
な
の
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
パ
リ
へ

と
広
げ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

　

探
究
学
習
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

が
調
べ
て
発
表
し
て
終
わ
り
と
捉
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
た
ん
な
る

調
べ
学
習
と
は
違
い
、
子
ど
も
が
自
ら
課

題
を
発
見
・
追
究
し
、
議
論
し
、
答
の
な

い
新
た
な
課
題
を
生
み
出
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
す
。
そ
の
よ

う
な
本
来
の
意
味
で
の
探
究
学
習
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
各
日
本
人
学
校
で
研
究
開

発
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校
の
場
合
は

も
と
も
と
現
地
理
解
教
育
を
中
心
に
持
続

可
能
な
社
会
の
た
め
の
教
育
を
中
心
と
し

た
総
合
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｇ
５
に
加
わ
っ
て
か
ら
は
、
Ｉ
Ｂ
の
考

え
方
を
と
り
入
れ
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て

身
近
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
抱
え
る
問
題
を

切
り
口
に
、
子
ど
も
た
ち
の
価
値
観
や
行

動
の
変
容
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
深
い
学
習

活
動
へ
と
発
展
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
パ
リ
日
本
人
学
校
で
は
、
二
十
一

世
紀
型
ス
キ
ル
の
育
成
を
目
指
し
た
汎
用

性
が
あ
る
小
中
一
貫
探
究
学
習
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一

九
年
度
に
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
二
〇
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
日
本
国
内
の
五
つ
の
研
究
機
関
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
も
と
に
子
ど
も
た
ち

が
「
学
び
の
地
図
」
を
作
成
し
、
最
終
的

に
は
「
パ
リ
日
提
言
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

い
て
そ
こ
で
発
表
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
実
践
を
他
の
日
本
人
学
校
に

紹
介
す
る
た
め
、
日
本
人
学
校
な
ら
で
は

の
探
究
学
習
の
よ
さ
や
難
し
さ
、
探
究
学

習
で
は
教
科
活
動
を
ど
う
行
え
ば
い
い
の

か
、
探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発

し
て
い
く
具
体
的
手
順
な
ど
を
含
め
た

『
探
究
学
習
の
す
す
め
』
と
い
う
実
践
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ま
と
め
ま
し
た
。
す
で
に

理
論
編
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
は
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
パ
リ
の

実
践
を
具
体
的
に
紹
介
す
る
実
践
編
を
ま

も
な
く
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

試
み
た
な
か
で
、
学
校
を
越
え
て
同
じ
よ

う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
深
く
子
ど
も
同
士

が
学
び
合
う
場
を
設
け
る
の
は
難
し
い
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
学
校
独
自
で
特
色
あ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
や
科
目
を
つ
く
っ
た
場
合
、
日
本

人
学
校
の
先
生
は
入
れ
か
わ
り
が
激
し
い

の
で
、
そ
れ
を
つ
な
げ
て
い
く
の
が
す
ご

く
大
き
な
課
題
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
た
と
え
ば
香
港
で
は
新
し
く
赴
任
し
た

先
生
に
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」

「
何
を
大
切
に
し
て
い
る
の
か
」「
ど
う
展

植
う え の

野 美
み ほ

穂
海外子女教育振興財団教育
相談室長

パリ日本人学校研究紀要『世界
で活躍するグローバル人材の
育成　～「対話的な深い学び」
による授業改善を通して～』

『日本人学校における「探究学
習のすすめ」～実践ガイドブッ
ク～ 第1部 理論編』
https://ag-5.jp/report/theme1/
study/detail/138

日
本
人
学
校
は
グ
ロ
ー
バ
ル
で

探
究
的
な
学
び
に
最
適

│
│
日
本
人
学
校
に
お
け
る
高
度
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
の
基
礎
的
資
質
形
成

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
│
│

植
野
美
穂

https://ag-5.jp/report/theme1/study/detail/138


月刊　海外子女教育 2022.37

開
し
て
い
る
の
か
」「
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
学
べ
る
た
め
の
学
年
ご
と
の
評
価

の
方
法
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
き
ち
ん
と

ま
と
め
た
も
の
を
学
校
内
で
作
成
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
他
の
学
校
な
ど
に
も
使
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
つ
く
り
変
え
て
い

く
必
要
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
七
年
か
ら
一
九
年
ま
で
台
湾
の

台
北
、
台
中
、
高
雄
の
三
つ
の
日
本
人
学

校
で
行
っ
た
事
業
で
す
。

ま
ず
台
北
で
は
、
三
割
を
超
え
る
子
ど

も
た
ち
が
国
際
結
婚
家
庭
の
子
ど
も
で
、

か
な
り
前
か
ら
日
本
語
指
導
が
必
要
な
一
、

二
年
生
を
対
象
に
週
一
回
、
放
課
後
に
三

十
五
分
、
日
本
語
の
補
習
の
時
間
を
設
け

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
と
し
つ

つ
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
子
ど
も
が
在

籍
学
級
で
の
教
科
学
習
に
よ
り
い
っ
そ
う

参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
意
識
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
国
語
と
算
数
と
総
合
的
な
学
習

の
な
か
で
、
語
彙
と
か
文
章
の
理
解
と
か

子
ど
も
が
つ
ま
ず
き
や
す
い
箇
所
を
取
り

上
げ
て
、
一
回
あ
た
り
二
十
分
程
度
で
で

き
る
よ
う
な
活
動
案
を
学
年
ご
と
に
二
十

回
分
ず
つ
つ
く
り
ま
し
た
。
通
常
の
授
業

に
先
立
っ
て
学
習
し
て
お
く
こ
と
で
子
ど

も
た
ち
が
よ
り
積
極
的
に
授
業
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
先
生
が
た
に
も
そ
う

し
た
先
行
的
な
学
習
の
効
果
へ
の
気
づ
き

が
生
ま
れ
る
な
ど
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

台
中
で
も
、
半
数
近
く
が
国
際
結
婚
家

庭
の
子
ど
も
た
ち
で
、
日
本
語
指
導
が
必

要
な
子
ど
も
が
多
く
在
籍
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
中
国
語
の
授
業
の
裏
の
時
間

で
日
本
語
の
指
導
を
一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
、
週
一
回
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
在
籍
学
級
で
の
日

本
語
支
援
の
視
点
を
と
り
入
れ
、
よ
り
子

ど
も
た
ち
の
学
力
を
上
げ
て
い
く
試
み
を

行
い
、『
在
籍
学
級
で
の
日
本
語
支
援
の

視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
の
手
引

き
』
を
開
発
し
ま
し
た
。
ひ
と
り
の
子
ど

も
を
想
定
し
て
い
た
だ
い
て
、
日
本
語
に

関
し
て
ど
の
よ
う
な
手
立
て
が
あ
れ
ば
よ

り
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
を

意
識
し
た
う
え
で
、
授
業
を
ど
の
よ
う
に

つ
く
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
手
順
も
含

め
て
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま
す
。

高
雄
日
本
人
学
校
で
は
、
現
地
校
の
中

に
間
借
り
し
た
校
舎
が
あ
る
と
い
う
環
境

を
生
か
し
て
、
派
遣
教
員
の
先
生
が
現
地

校
の
五
、
六
年
生
を
対
象
に
日
本
語
や
日

本
文
化
を
教
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
に
活
用
す
る
教
材
を
開
発
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
持
ち
や
す
い

日
本
の
ア
ニ
メ
や
食
べ
物
な
ど
の
画
像
を

と
り
入
れ
た
学
習
、
あ
る
い
は
ゲ
ー
ム
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

楽
し
く
学
べ
る
よ
う
な
活
動
案
集
を
ま
と

め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し

て
、
日
本
人
学
校
の
先
生
が
た
は
異
文
化

や
他
者
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
必

見
み せ

世 千
ち か こ

賀子
東京学芸大学国際教育セン
ター准教授

台北日本人学校　iPadを活用した授業の様子

『日本語補習クラスのための学習活動
案集　～台北日本人学校の実践から～』
https://ag-5.jp/report/theme2-1/study/
detail/92

『在籍学級での日本語支援の視点を取り入れた授業
づくりの手引き　～台中日本人学校の実践から～』
https://ag-5.jp/report/theme2-1/study/detail/97

台中日本人学校　
ICT機器やデジタル教科
書を算数や国語などで
有効に活用

高雄日本人学校　日本のアニメキャラクターなど
を用意しておき、児童の興味に合わせて使用できる
ようにする。

在外教育施設から未来をひらく在外教育施設から未来をひらく在外教育施設から未来をひらく

日
本
人
学
校
で
効
果
的
に

日
本
語
を
学
ぶ

││
日
本
人
学
校
に
お
け
る
日
本
語

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発（
１
）
││

見
世
千
賀
子

https://ag-5.jp/report/theme2-1/study/detail/92
https://ag-5.jp/report/theme2-1/study/detail/97
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要
性
を
肌
で
実
感
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

現
地
の
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と
を
通
し
て
、

自
分
た
ち
の
ク
ラ
ス
に
い
る
台
湾
ル
ー
ツ

の
子
ど
も
へ
の
理
解
も
進
ん
だ
そ
う
で
す
。

日
本
人
学
校
に
お
け
る
授
業
に
お
い
て
も
、

日
本
語
の
面
や
文
化
の
違
い
な
ど
に
目
が

行
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
成
果
が
あ
り

ま
し
た
。

全
体
を
通
し
て
、
日
本
語
指
導
体
制
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
台
北
で
は
三
年
生
以
上
の
学

年
で
は
補
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
少

人
数
だ
と
か
個
別
の
指
導
を
必
要
と
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
ま
た
同
時

に
、
台
中
で
行
っ
た
よ
う
な
在
籍
学
級
で

の
日
本
語
支
援
の
視
点
を
と
り
入
れ
た
授

業
づ
く
り
も
、
す
べ
て
の
学
校
で
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
母
語
あ
る
い
は
母
文
化
を
大

事
に
し
な
が
ら
多
文
化
共
生
を
柱
に
し
た

授
業
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後

の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
日
本
人
学
校
へ
の
派

遣
教
師
が
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚
を
持

つ
教
師
と
し
て
育
っ
て
い
く
た
め
に
、
高

雄
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
取
り
組
み
は

非
常
に
有
効
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

教
師
と
し
て
は
言
語
も
違
い
、
負
担
の
大

き
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
反

面
、
得
ら
れ
る
も
の
も
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

台
湾
で
の
実
践
を
基
盤
に
し
つ
つ
、
そ

れ
を
発
展
さ
せ
る
よ
う
な
形
で
、
一
九
年

度
か
ら
二
一
年
度
ま
で
マ
ニ
ラ
日
本
人
学

校
を
拠
点
に
大
連
日
本
人
学
校
、
青
島
日

本
人
学
校
が
提
携
・
協
力
し
て
日
本
人
学

校
に
お
け
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
バ
イ
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
と
、
そ
の
た
め
の
教
員
研
修
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
複
言
語
主
義
を
と
り
入

れ
た
総
合
学
習
型
日
本
語
指
導
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
複
言
語
主
義
と
い
う
の
は
、

学
習
者
に
焦
点
を
当
て
て
、
子
ど
も
た
ち

が
も
と
も
と
身
に
つ
け
て
い
る
第
一
言
語

を
活
用
し
な
が
ら
複
数
の
言
語
を
育
て
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
ね
。
多
文
化
共

生
の
学
校
づ
く
り
を
含
め
た
日
本
語
指
導

と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
ず
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
、
大
連
日
本

人
学
校
、
青
島
日
本
人
学
校
の
取
り
組
み

で
す
け
ど
も
、
こ
の
三
校
は
学
校
の
規
模

も
体
制
も
違
い
ま
す
。
た
と
え
ば
マ
ニ
ラ

日
本
人
学
校
で
は
、
週
一
回
放
課
後
に
日

本
語
学
級
を
開
設
し
て
学
級
担
任
が
指
導

す
る
と
と
も
に
、
在
籍
学
級
の
授
業
で
も

日
本
語
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
青
島
日
本

人
学
校
は
日
本
語
指
導
担
当
教
師
が
学
校

組
織
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
、

課
外
で
日
本
語
支
援
を
し
て
い
た
り
、
個

別
に
取
り
出
し
て
指
導
し
た
り
、
学
級
に

入
り
込
ん
で
指
導
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
学
校
全
体
で
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
大
連
日
本
人
学
校
は
課
外
で
の
日
本

語
指
導
は
な
く
、
日
本
語
学
級
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
在
籍
学
級
で
日
本
語
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
み
る
と
、

共
通
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
体

制
づ
く
り
で
、
校
内
研
修
と
関
連
さ
せ
る

こ
と
で
お
の
ず
と
多
文
化
共
生
の
学
校
づ

く
り
に
向
か
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
す
。
二

つ
目
は
実
態
把
握
と
評
価
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
個
別
の
指
導
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す

し
、
指
導
の
記
録
も
取
っ
て
い
て
、
そ
こ

か
ら
ふ
り
返
り
を
し
、
次
の
指
導
に
生
か

す
と
い
う
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
サ
イ
ク
ル
が
き

近
こ ん だ

田 由
ゆ き こ

紀子
目白大学専任講師

青島日本人学校　オンライン交流会の様子
（2020年度青島冊子より）

大連日本人学校　インタビューでわかったことを発
表・共有。動画・画像など視覚的アプローチで支援を行
う。（2020年度大連取り組み報告資料より）

マニラ日本人学校　日本語指導を取り入れた授業
実践。小５の総合的な学習で川の環境を改善するに
はどうすればいいか考える。

日
本
語
指
導
か
ら

多
文
化
共
生
へ

││
日
本
人
学
校
に
お
け
る
日
本
語

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発（
2
）
││

近
田
由
紀
子
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ち
ん
と
で
き
て
い
ま
す
。
三
つ
目
は
日
本

語
支
援
に
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
の
視
点
を

加
え
た
授
業
実
践
で
す
。
教
科
横
断
型
の

視
点
か
ら
プ
ラ
ン
を
立
て
る
と
か
、
総
合

的
な
学
習
と
し
て
単
元
を
組
ん
で
い
く
と

か
の
例
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
体

験
的
な
活
動
や
表
現
活
動
を
重
視
し
た
学

校
づ
く
り
を
す
る
、
モ
デ
ル
文
を
使
っ
た

り
キ
ー
ワ
ー
ド
を
示
し
た
り
す
る
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
日
本
語
支
援
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

も
活
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

の
な
か
で
、
特
に
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
な

視
点
を
生
か
し
た
授
業
実
践
、
た
と
え
ば

現
地
素
材
を
使
っ
た
り
、
在
留
国
と
日
本

の
文
化
を
比
較
し
た
り
す
る
実
践
は
効
果

的
で
し
た
。
青
島
日
本
人
学
校
で
は
自
分

の
ル
ー
ツ
と
か
か
わ
り
の
あ
る
絵
本
を
紹

介
し
よ
う
と
い
う
実
践
が
あ
り
ま
し
た
。

在
留
国
だ
け
に
ル
ー
ツ
を
持
っ
て
い
る
子

ば
か
り
で
な
く
、
ほ
か
の
国
に
ル
ー
ツ
を

持
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
そ

こ
で
多
様
性
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定

感
が
高
ま
っ
た
り
、
自
信
に
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
り
と
い
う
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

四
つ
目
は
連
携
・
協
力
で
す
。
教
職
員

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

保
護
者
と
の
連
携
・
協
力
と
い
う
の
が
欠

か
せ
な
く
て
、
三
校
と
も
丁
寧
に
保
護
者

と
か
か
わ
っ
て
協
力
を
得
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
、
他
の
日
本
人
学
校
や

国
内
の
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
教
育
を
行

っ
て
い
る
学
校
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
交

換
会
・
合
同
研
究
会
と
い
う
形
で
発
信
し

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二
つ
目

の
柱
で
あ
る
教
員
研
修
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
ほ
か
の
日
本
人
学
校
や
補
習
校

の
先
生
、
国
内
の
外
国
人
児
童
生
徒
を
教

え
て
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
も
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
機
会
を
通
し
て
悩
み
や
課
題
を

共
有
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
強
み
に
な
っ

た
ん
で
す
ね
。
先
生
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
芽
生
え
て
き
て
、
そ
れ
が
力
に
な
り

始
め
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
の
が
成

果
で
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
三
校
の
成
果

を
他
の
日
本
人
学
校
で
も
ぜ
ひ
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
こ
と
で
す
。
地
域
の
特
色
に

合
わ
せ
た
よ
り
魅
力
的
な
実
践
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
支
援
が
必
要
で
、

こ
の
三
年
で
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
教
師
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
か
、
先
生
た
ち
の
意
欲
と

か
、
そ
う
い
う
も
の
を
大
事
に
し
て
発
展

し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
人
学
校
や
補
習
校
の
先
生
が
た
に

は
文
部
科
学
省
か
ら
の
派
遣
教
師
だ
け
で

は
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
独
自
に

採
用
し
た
学
校
採
用
教
員
の
先
生
が
た
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
派
遣
教
師
の
充
足

率
は
平
均
七
割
か
ら
八
割
で
す
が
、
大
規

模
校
で
は
五
割
程
度
で
す
。
学
校
採
用
教

員
の
先
生
が
た
に
は
新
卒
の
か
た
も
転
職

し
て
く
る
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
先
生
が
た
の
指
導
力
の
向
上
を

目
指
し
ま
し
た
。
ま
ず
二
〇
一
七
年
に
、

実
際
に
ど
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
を
知
る
た
め
に
学
校
採
用

教
員
が
半
分
近
く
を
占
め
て
い
る
上
海
日

本
人
学
校
で
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
じ

つ
は
赴
任
前
研
修
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
八
年
度
に

は
上
海
日
本
人
学
校
の
学
校
採
用
教
員
を

対
象
と
し
た
二
日
間
の
赴
任
前
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
も
、
研
修
内
容
を

改
善
し
な
が
ら
、
海
外
子
女
教
育
振
興
財

団
の
支
援
で
採
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
日
本

人
学
校
の
教
員
を
対
象
に
続
け
て
い
ま
す
。

い
ま
行
わ
れ
て
い
る
の
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
形
式
で
す
が
、「
も
っ
と
時
間
を
か

け
て
い
ろ
ん
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

し
た
い
」
と
い
う
声
も
出
て
い
ま
す
。
ま

た
基
本
的
な
指
導
力
と
い
う
も
の
を
考
え

直
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
教
員
と
し
て

の
基
礎
、
学
習
指
導
に
対
す
る
基
本
的
な

こ
と
、
そ
れ
か
ら
事
故
対
応
や
保
護
者
対

応
な
ど
の
仕
方
を
ま
と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
各
校
で
研
修
を
行

『日本語学級・在籍学級での教科横断
的な日本語指導　～マニラ日本人学校
の対面・オンライン授業の実践から～』
https://ag-5.jp/report/theme2-2/
study/detail/133

『多文化共生の学校づくり～青
島日本人学校の実践～』
https://ag-5.jp/report/
theme2-2/study/detail/128

学校採用教員の赴任前研修の様子（教科等指導の基
本的な授業の進め方について）

在外教育施設から未来をひらく在外教育施設から未来をひらく在外教育施設から未来をひらく

若
い
先
生
が
た
を
育
て
る

│
│
日
本
人
学
校
に
お
け
る
教
員（
学

校
採
用
教
員
）
の
指
導
力
向
上
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
│
│

植
野
美
穂

https://ag-5.jp/report/theme2-2/study/detail/133
https://ag-5.jp/report/theme2-2/study/detail/128
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う
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
ご
活
用
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

高
度
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
と
い
え

ば
、
補
習
校
の
子
ど
も
た
ち
は
自
動
的
に

複
数
の
言
語
を
使
用
す
る
文
化
の
な
か
で

生
活
し
て
る
わ
け
で
す
か
ら
絶
好
の
環
境

に
あ
る
ん
で
す
ね
。
た
だ
、
多
様
な
子
ど

も
た
ち
が
来
て
い
る
な
か
で
充
実
し
た
学

習
を
重
ね
る
こ
と
の
難
し
さ
も
あ
る
。
特

に
日
本
語
の
力
が
違
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
い
っ
し
ょ
に
い
る
と
、
先
生
が
説
明

し
て
わ
か
ら
せ
る
よ
う
な
授
業
で
は
誰
か

に
と
っ
て
は
ち
ょ
う
ど
よ
く
て
も
、
誰
か

に
は
難
し
す
ぎ
る
、
あ
る
い
は
誰
か
に
は

や
さ
し
す
ぎ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を

中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
っ
て
る
力
で
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
で
伸
ば
せ
る
、
そ
う

い
う
授
業
を
組
み
立
て
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ま
ず
ア
メ

リ
カ
の
ダ
ラ
ス
補
習
授
業
校
の
先
生
た
ち

と
、
具
体
的
に
教
科
の
単
元
を
設
定
し
て
、

こ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
教
え
た
ら
い
い

か
と
、
一
つ
一
つ
授
業
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
た
。
学
習
活
動
計
画
と
呼

ん
で
い
ま
す
け
ど
、
こ
れ
を
皆
さ
ん
に
提

供
し
て
見
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

そ
こ
に
だ
ん
だ
ん
と
、
見
て
も
ら
う
だ

け
で
は
な
く
、
ダ
ラ
ス
の
先
生
が
た
は
も

ち
ろ
ん
で
す
け
ど
、
集
ま
っ
て
く
だ
さ
る

先
生
が
た
が
学
習
活
動
計
画
を
つ
く
る
と

こ
ろ
か
ら
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

授
業
研
究
会
と
い
う
よ
う
な
形
で
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
結
局

三
十
一
単
元
分
が
で
き
ま
し
た
。

や
が
て
人
数
が
増
え
て
き
た
の
で
、
こ

の
研
究
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
か
た
で

「
補
習
校
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
名
前
の
グ
ル

ー
プ
を
つ
く
り
ま
し
た
。
現
在
は
九
十
四

校
か
ら
二
五
八
名
の
登
録
が
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
も
ち
ろ
ん
ア

フ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
南
米
か

ら
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
毎
回
、
授
業
と
そ
の
前
後
に
研
究
会
と

い
う
流
れ
で
進
め
て
、
最
後
に
学
習
活
動

計
画
を
公
開
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
を
と

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
い
た
だ
い
て

参
考
に
し
て
い
た
だ
く
の
も
成
果
で
す
け

ど
、
こ
う
や
っ
て
先
生
た
ち
が
集
ま
っ
て

一
つ
の
テ
ー
マ
で
研
究
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
き
な
成
果

だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
に
も
う
一
つ
、
こ
う
い
う
授
業
研
究

に
し
て
も
何
に
し
て
も
、
い
ち
ば
ん
必
要

と
し
て
い
る
の
は
先
生
に
な
っ
た
ば
か
り

の
か
た
が
た
な
ん
で
す
ね
。
補
習
授
業
校

は
規
模
が
小
さ
い
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、

独
自
で
初
任
者
研
修
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
い
。
そ
こ
で
二
〇
年
度
か
ら
私
た

ち
で
計
画
を
し
て
、
年
に
五
回
な
い
し
六

回
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修
会
を
や
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
二
一
年
度
の
参
加
者
は
一
九

〇
名
、
所
属
校
は
七
十
八
校
で
し
た
。

三
つ
目
は
、
補
習
授
業
校
情
報
交
換
会

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
二
〇
年
度
に
、

ど
こ
の
学
校
で
も
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
苦
慮

し
て
い
た
時
期
に
「
お
た
く
、
ウ
イ
ル
ス

対
応
は
ど
う
し
て
ま
す
か
？
」
み
た
い
な

こ
と
を
聞
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、

声
を
か
け
て
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
の
が

は
じ
め
で
す
。
や
が
て
ウ
イ
ル
ス
だ
け
じ

ゃ
な
く
て
こ
う
い
う
こ
と
は
ど
う
な
ん
だ

と
い
う
よ
う
な
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て

『楽しく日本語を伸ばす　補習
授業校学習活動計画集　～ダ
ラス補習授業校の実践から～』
https://ag-5.jp/report/
theme4/study/detail/105

『補習授業校児童生徒の学習
状況調査等報告書』
https://ag-5.jp/cms/ag5/
common/pdf/theme4/
Gakushujokyochosa.pdf

ダラス補習授業校　ダラスで自分が見つけたものが、
日本にいる親戚や友達に伝わるように文を書く。

佐
さ っ さ

々 信
のぶゆき

行
海外子女教育振興財団教育
相談員

世
界
中
の
補
習
授
業
校
の

先
生
が
た
が
力
を
合
わ
せ
る

│
│
補
習
授
業
校
に
お
け
る
日
本

語
能
力
向
上
の
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
│
│佐

々
信
行

『日本人学校等教員のための初
任者研修ハンドブック』
https://ag-5.jp/report/theme3/
study/detail/66

https://ag-5.jp/report/theme3/study/detail/66
https://ag-5.jp/report/theme4/study/detail/105
https://ag-5.jp/cms/ag5/common/pdf/theme4/Gakushujokyochosa.pdf
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次
々
に
や
っ
て
き
ま
し
た
ら
、
今
年
の
一

月
で
三
十
六
回
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録
し
て
い
る

人
だ
け
で
三
五
七
人
。
補
習
授
業
校
の
先

生
た
ち
は
時
間
も
余
裕
も
な
い
と
こ
ろ
で

生
活
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
仕
事
を
し
て

い
る
人
た
ち
と
交
流
す
る
機
会
が
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
喜
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
知
り
合
っ
た
人
た
ち
が

自
主
的
に
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
も
の
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
も
、
一
つ
の
成

果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
人
学
校
を
、
現
地
の
日
系
社
会
へ

の
日
本
語
教
育
、
日
本
型
教
育
、
日
本
文

化
の
発
信
拠
点
に
す
る
と
い
う
、
パ
ラ
グ

ア
イ
の
ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人
学
校
を
中

心
に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
二
つ

紹
介
し
ま
す
。
一
つ
は
教
員
研
修
で
す
。

二
つ
目
が
移
住
に
関
す
る
学
習
に
つ
い
て

で
す
。

ま
ず
教
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
パ
ラ
グ

ア
イ
に
は
日
本
型
教
育
を
と
り
入
れ
て
い

る
現
地
の
学
校
が
二
校
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

日
本
の
教
育
を
し
つ
け
や
教
科
学
習
の
面

な
ど
で
非
常
に
高
く
評
価
し
て
、
日
本
語

の
教
育
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
そ
れ
と
は
別
に
、
六
つ
の
日
系
人
移
住

地
と
三
つ
の
主
要
都
市
に
合
わ
せ
て
九
つ

の
日
本
語
学
校
が
あ
り
、
日
系
の
子
ど
も

た
ち
に
日
本
語
や
日
本
文
化
を
学
ば
せ
る

た
め
に
教
科
の
学
習
は
じ
め
日
本
的
な
行

事
を
と
り
入
れ
た
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
で
、
現
地
の
学
校
や

日
本
語
学
校
の
先
生
を
対
象
に
、
ア
ス
ン

シ
オ
ン
日
本
人
学
校
の
先
生
が
教
員
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
学
校
の
授
業

を
参
観
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
逆
に
日
本

語
学
校
に
派
遣
教
師
の
先
生
が
出
向
い
て

日
系
人
の
子
ど
も
た
ち
に
授
業
を
行
っ
た

り
、
と
い
う
こ
と
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
以
降
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
り
ま
し

た
が
、
日
本
人
学
校
の
先
生
が
た
が
ど
う

い
う
ふ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
接
し
て
い
る

か
、
教
材
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
提
示
す
る

か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
非
常
に
多

く
の
学
び
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

二
つ
目
が
、
日
系
人
の
移
住
に
関
す
る

学
習
に
取
り
組
む
た
め
の
教
材
を
多
数
開

発
し
て
、
そ
れ
ら
の
学
習
を
実
施
し
た
こ

と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
移
住
に

つ
い
て
学
べ
る
よ
う
な
教
材
、
そ
れ
を
通

し
て
日
本
語
の
力
も
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
パ
ラ
グ
ア
イ
の

移
住
す
ご
ろ
く
で
す
と
か
、
パ
ラ
グ
ア
イ

移
住
か
る
た
な
ど
を
、
現
地
の
日
系
人
の

協
会
の
か
た
が
た
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い

て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
わ
か

り
や
す
い
日
本
語
だ
け
で
は
な
く
て
ス
ペ

イ
ン
語
も
つ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
日
本
人
学
校
の
方
で
は
、
社
会
科

の
副
読
本
で
あ
る
『
わ
た
し
た
ち
の
パ
ラ

グ
ア
イ
』
の
第
三
版
を
作
成
し
ま
し
た
。

新
た
な
副
読
本
は
二
部
構
成
に
し
ま
し
て
、

特
に
第
二
部
で
は
中
学
生
ま
で
含
め
て
全

学
年
の
子
ど
も
た
ち
が
パ
ラ
グ
ア
イ
の
日

系
人
の
移
住
の
歴
史
に
つ
い
て
学
べ
る
よ

う
な
内
容
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
本

語
学
校
の
子
ど
も
た
ち
も
使
え
る
よ
う
に

ル
ビ
を
ふ
っ
た
り
、
わ
か
り
や
す
い
日
本

語
を
つ
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

実
際
、
こ
れ
ら
の
教
材
を
使
っ
て
、
日

本
人
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
パ
ラ
グ
ア
イ

や
現
地
の
日
系
人
社
会
に
つ
い
て
の
理
解

が
深
ま
る
と
同
時
に
、
日
本
国
内
の
外
国

人
移
民
に
つ
い
て
、
ま
た
世
界
の
移
民
の

人
た
ち
に
つ
い
て
も
考
え
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
て
、
非
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

を
持
っ
て
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
日

系
人
の
子
ど
も
た
ち
も
、
日
本
人
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
と
か
、
自

分
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え

直
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
て
い
く
の

か
を
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い

う
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
し
て
、
日
本
人
学
校
を
拠
点
と

し
つ
つ
現
地
の
学
校
や
日
系
人
の
日
本
語

学
校
等
と
の
新
た
な
関
係
性
が
構
築
で
き

た
こ
と
は
非
常
に

よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
を

よ
り
よ
い
関
係
性

づ
く
り
に
つ
な
げ

『わたしたちのパラグアイ
第３版　活用事例集』

『わたしたちのパラグアイ
　第３版』
https://ag-5.jp/report/
theme5/study/detail/147

パラグアイ移住かるた

在外教育施設から未来をひらく在外教育施設から未来をひらく在外教育施設から未来をひらく

日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と

手
を
結
ぶ

│
│
日
本
文
化
発
信
の
拠
点
形
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
│
│

見
世
千
賀
子

https://ag-5.jp/report/theme5/study/detail/147
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て
い
く
た
め
に
ど
う
す
る
か
が
課
題
に
な

っ
て
き
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
は
現
地
に
優
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
継
続

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本
語
学
校
側

も
受
身
的
に
な
ら
ず
、
ま
た
日
本
人
学
校

側
も
現
地
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
自
分

た
ち
の
課
題
と
し
て
捉
え
て
、
お
互
い
が

主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
関

係
性
づ
く
り
と
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
日

系
人
も
多
く
、
日
本
語
を
教
え
て
い
る
国

公
立
の
学
校
が
二
〇
〇
近
く
あ
る
ん
で
す

ね
。
そ
う
い
う
人
た
ち
と
学
校
図
書
を
介

し
て
文
化
交
流
す
る
よ
う
な
支
援
活
動
を

目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

西
大
和
学
園
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
校
は
校

舎
と
は
別
棟
で
図
書
館
を
持
っ
て
い
る
の

で
安
全
対
策
が
取
り
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
な
の
で
、

は
じ
め
は
安
全
対
策
の
観
点
か
ら
、
交
流

校
の
生
徒
あ
る
い
は
教
師
、
保
護
者
を
対

象
に
、
西
大
和
の
生
徒
さ
ん
が
、
た
と
え

ば
茶
道
の
歴
史
や
作
法
に
つ
い
て
学
習
し

て
、
そ
れ
を
英
語
で
発
表
す
る
。
そ
う
し

た
活
動
に
そ
れ
が
書
い
て
あ
る
図
書
を
セ

ッ
ト
に
し
て
紹
介
す
る
こ
と
を
行
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
が
非
常
に
効
果
が
高
い
と
い

う
こ
と
で
、
け
ん
玉
だ
と
か
お
花
だ
と
か
、

い
ろ
ん
な
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
地
校
か
ら
注
文
を
取

っ
て
図
書
を
貸
し
出
し
、
貸
し
出
し
た
図

書
の
活
用
成
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

も
ら
う
と
い
う
流
れ
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
前
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

た
り
も
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
対
外
活
動
は

止
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
西
大
和
学
園
の

地
域
的
に
も
離
れ
て
い
る
補
習
授
業
校
数

校
と
デ
ジ
タ
ル
図
書
を
活
用
し
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
図
書
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、
音
声
で
読
み

聞
か
せ
る
機
能
や
検
索
機
能
も
あ
り
、
学

習
者
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
使
い

方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
引
き
続

き
研
究
を
続
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
西
海
岸
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
を
含
め
大
き
な
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
も
あ
り
、
公
立
図
書
館
に
も
数
多
く
の

日
本
の
図
書
、
新
聞
や
月
刊
誌
、
漫
画
も

含
め
て
そ
ろ
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
図
書
館
と
う
ま
く

連
携
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
交
流
を
通
じ
、
日
本
の
フ
ァ
ン
を

つ
く
る
活
動
の
一
つ
と
し
て
学
校
図
書
館

の
活
用
も
あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
九
年
度
か
ら
、
メ
キ
シ
コ
の
ア

グ
ア
ス
カ
リ
エ
ン
テ
ス
日
本
人
学
校
と
コ

ス
タ
リ
カ
の
サ
ン
・
ホ
セ
日
本
人
学
校
の

ペ
ア
、
そ
し
て
い
ず
れ
も
ブ
ラ
ジ
ル
に
あ

る
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
と
サ
ン
パ
ウ

ロ
日
本
人
学
校
の
ペ
ア
、
つ
ま
り
二
グ
ル

ー
プ
四
校
で
、
学
校
間
で
子
ど
も
た
ち
を

結
び
、
合
同
遠
隔
授
業
や
合
同
遠
隔
教
員

研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

成
果
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
遠
隔
授
業
の
形
態
を
「
一
斉

型
・
発
表
型
・
発
問
型
・
対
話
型
」
に
分

類
し
て
整
理
す
る
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特

けん玉貸し出しセット

後
ご と う

藤 彰
あ き お

夫
海外子女教育振興財団教育
相談員アグアスカリエンテス日本人学校との合同遠隔授業

（サン・ホセ日本人学校）

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で

「
日
本
の
フ
ァ
ン
」
を
つ
く
る

│
│
学
校
図
書
館
を
活
用
し
た

文
化
交
流
│
│

中
村
雅
治

子
ど
も
た
ち
が
心
待
ち
に
す
る

遠
隔
合
同
授
業

│
│
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
で

の
教
育
の
質
向
上
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
│
│

後
藤
彰
夫
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徴
を
明
ら
か
に
し
て
、
授
業
の
流
れ
や
工

夫
、
教
師
の
役
割
、
必
要
な
機
材
や
ツ
ー

ル
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、
合
同
遠
隔
授
業
で
直
面
し
た

課
題
に
対
し
て
、
問
題
点
と
解
決
の
た
め

の
行
動
、そ
の
結
果
を
二
十
八
種
類
の「
知

恵
の
蔵
（
遠
隔
授
業
に
お
け
る
パ
タ
ー
ン

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
）」
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
、
合
同

遠
隔
授
業
の
実
践
の
な
か
で
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
子
ど
も
の
顔
出
し
（
肖
像
権
）
の
問

題
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
な
ど
新

し
い
挑
戦
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。

合
同
遠
隔
授
業
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ

ど
、
他
校
の
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

授
業
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
積

極
的
に
相
手
の
こ
と
を
尊
重
し
、
理
解
し

て
い
こ
う
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
教
師
の
側
で
は
、
子
ど
も
の
集

中
力
を
継
続
さ
せ
る
工
夫
、
画
面
に
映
ら

な
い
子
ど
も
を
把
握
す
る
方
法
、
不
安
定

な
ネ
ッ
ト
環
境
へ
の
対
応
、
授
業
準
備
の

時
間
の
確
保
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
適
さ
な
い

と
考
え
ら
れ
る
授
業
の
準
備
や
対
応
、
そ

し
て
授
業
以
外
で
学
校
が
担
う
べ
き
人
間

関
係
づ
く
り
や
集
団
行
動
の
指
導
な
ど
を

い
か
に
補
完
し
て
い
く
か
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
各
校
の

先
生
が
た
が
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で

目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
を
指
導
・
支
援
す

る
の
で
は
な
く
、
学
校
を
越
え
て
先
生
が

た
を
結
び
、
子
ど
も
た
ち
を
結
ぶ
教
育
を

実
践
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
教
育

を
提
供
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

研
究
の
二
年
目
に
は
突
然
の
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
止
め
な
い
」

た
め
に
、
四
校
と
も
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ

ン
の
授
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

「
遠
隔
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
自
信

と
研
究
成
果
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
成
果
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
現
地

校
等
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
、

時
間
軸
を
越
え
た
結
び
つ
き
と
継
続
的
な

実
践
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
二
グ
ル

ー
プ
四
校
で
の
実
践
か
ら
、
他
校
を
巻
き

込
ん
だ
面
的
な
広
が
り
が
生
ま
れ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
継
続
と
拡
張
か
ら
、
合
同

遠
隔
授
業
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

日
本
国
内
で
も
通
常
学
級
に
在
籍
し
て

い
る
児
童
生
徒
の
な
か
に
特
別
な
配
慮
を

要
す
る
お
子
さ
ん
が
約
六
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
二
〇
一
八
年

度
に
文
部
科
学
省
と
国
立
特
別
支
援
教
育

総
合
研
究
所
が
日
本
人
学
校
に
対
す
る
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
日
本
人
学
校
で
も
約

四
パ
ー
セ
ン
ト
の
お
子
さ
ん
が
在
籍
し
て

い
る
と
い
う
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
た
ち
も
日
本
人
学
校
の
実

態
と
し
て
、
特
別
支
援
学
校
や
支
援
学
級

な
ど
で
の
指
導
経
験
が
あ
る
教
員
が
ど
れ

く
ら
い
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、「
ま
っ
た
く
い
な
い
」
も
し
く
は

「
一
人
」
と
い
う
学
校
が
半
数
以
上
で
し

た
。
特
別
支
援
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
先

生
と
な
る
と
「
ゼ
ロ
」
も
し
く
は
「
一
人
」

と
い
う
と
こ
ろ
が
七
割
に
近
い
。
さ
ら
に

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
機
関
と
か

相
談
機
関
等
が
現
地
に
は
少
な
い
。
言
語

の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
連
携
が
可
能
な

医
療
機
関
と
い
う
も
の
も
少
な
い
。
そ
こ

で
遠
隔
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
日
本
国
内

の
特
別
支
援
学
校
と
協
働
し
て
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
と
効
果
の
測
定
を
行

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

だ
い
た
い
月
一
回
か
ら
二
回
で
す
が
、

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
の
状
況
や
課
題
に

つ
い
て
日
本
人
学
校
か
ら
情
報
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
お
子
さ
ん
の
状
況
を
把
握
し

た
う
え
で
支
援
学
校
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

成
果
と
し
ま
し
て
は
、
日
本
人
学
校
が

支
援
学
校
と
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
で

校
内
の
支
援
体
制
の
強
化
に
も
役
立
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
人
学

新
しんはら

原 和
かずまさ

正
　海外子女教育振興財団
　総務チームリーダー

遠隔によるコンサルテーションの実施

サンパウロ日本人学校の児童のクイズに答えるリオ・デ・
ジャネイロ日本人学校の児童

在外教育施設から未来をひらく在外教育施設から未来をひらく在外教育施設から未来をひらく

国
内
と
海
外
を
結
ん
だ

特
別
支
援

│
│
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

遠
隔
指
導
│
│

新
原
和
正
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校
で
は
三
年
で
先
生
が
た
が
入
れ
か
わ
る

と
い
う
こ
と
で
、
引
き
継
ぎ
が
本
当
に
重

要
だ
と
認
識
い
た
だ
い
た
り
だ
と
か
、
学

校
内
に
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
文
化
を

持
つ
、
最
初
か
ら
難
し
い
と
か
で
き
な
い

と
か
い
う
ス
タ
ン
ス
で
は
な
く
て
、「
日

本
国
内
と
同
じ
よ
う
に
や
る
の
が
あ
た
り

ま
え
」
と
い
う
意
識
づ
け
が
大
事
だ
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
り
し
た
こ

と
が
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回

は
ハ
ノ
イ
と
北
京
の
日
本
人
学
校
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
全
職
員
の
校
内

研
修
の
一
環
と
位
置
づ
け
て
い
た
だ
い
て
、

チ
ー
ム
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
と
か
、

先
生
た
ち
の
間
で
子
ど
も
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
と
こ
ろ
を
共
有
で
き
る
雰
囲
気
の
醸
成

に
つ
な
が
っ
た
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
内
側
の
支
援
体
制
の
さ
ら
な

る
強
化
、
ま
た
日
本
人
学
校
の
さ
ら
な
る

体
制
強
化
、
特
別
支
援
教
育
に
携
わ
る
人

員
の
配
置
等
が
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
や
は
り
時
差
へ
の
対
応
や
不
安

定
な
通
信
環
境
の
改
善
も
考
え
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤

す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
次
は
全

体
的
な
こ
と
で
ご
感
想
が
あ
る
か
た
は
ひ

と
こ
と
ず
つ
。

植
野

私
は
教
員
研
修
の
必
要
性
を
痛
感

し
ま
し
た
。
長
い
ス
パ
ン
で
教
師
が
学
ぶ

時
間
を
十
分
に
確
保
し
、
シ
ス
テ
ム
と
し

て
教
師
が
学
べ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
。
そ
の
た
め
の
お
手
伝
い

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
国
内

に
い
る
と
学
会
や
私
的
な
研
究
会
な
ど
に

参
加
す
る
機
会
も
つ
く
れ
る
の
で
す
が
、

海
外
に
い
る
と
な
か
な
か
難
し
い
。
オ
ン

ラ
イ
ン
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
先
生
が
関
心
あ
る
研
修
に
参
加
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

見
世

い
ち
ば
ん
は
多
文
化
化
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
な
か
で
、
海
外
の
日
本
人

学
校
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
国
内
の
学
校

教
育
自
体
も
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
な
と
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

「
日
本
の
子
ど
も
」
と
い
っ
た
と
き
に
そ

れ
は
ど
う
い
う
子
ど
も
な
の
か
と
、
国
内

に
お
い
て
も
考
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
民

を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
た
教
育
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
な

と
。も

う
一
つ
は
、
子
ど
も
た
ち
は
ほ
ん
と

う
に
移
動
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
ん
だ
な

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
人
学
校
に
い
る

子
ど
も
た
ち
は
移
動
し
な
が
ら
学
ん
で
い

る
わ
け
で
す
が
、
国
内
に
お
い
て
も
外
国

の
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
し
、
ま

た
そ
う
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
学
ぶ
、
ま
だ
日
本
し
か
経
験
し
て
い
な

い
子
ど
も
た
ち
も
当
事
者
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
移
民
学
習
と
い
う
の

は
こ
れ
か
ら
重
要
な
非
常
に
い
い
テ
ー
マ

な
の
で
は
な
い
か
と
あ
ら
た
め
て
思
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
国
内
の
教
育
を
変
え
て
い

く
た
め
に
は
、
帰
国
さ
れ
た
先
生
が
た
の
、

国
内
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
を
も
っ
と

自
由
に
、活
発
に
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

近
田

日
本
語
支
援
に
つ
い
て
、
当
初
、

国
内
の
外
国
人
児
童
生
徒
教
育
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
使
っ
た
の
で
す
が
、
国
内
を
追
い
越

す
と
い
う
か
、
よ
い
取
り
組
み
が
で
き
ま

し
た
。
だ
か
ら
逆
輸
入
と
い
う
か
、
日
本

人
学
校
が
日
本
の
学
校
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

に
な
っ
て
い
く
の
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

佐
々

補
習
授
業
校
の
先
生
っ
て
そ
も
そ

も
が
国
際
人
材
な
わ
け
で
、
意
欲
も
あ
れ

ば
い
ろ
ん
な
力
や
知
恵
を
持
っ
て
い
る
人

が
い
る
の
で
、
ど
ん
ど
ん
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
が
発
展
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
こ
れ

か
ら
そ
う
い
う
場
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
し

て
多
く
の
か
た
に
こ
う
い
う
場
が
あ
る
と

知
ら
せ
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て
い
け
ば
、

も
っ
と
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
進
ん

で
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る
と
い
う
の
は
、

や
っ
て
み
た
ら
意
外
と
簡
単
に
で
き
る
の

で
、
こ
れ
を
こ
の
先
も
続
け
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

新
原

昨
年
の
十
一
月
十
三
日
に
事
業
報

告
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
世
界
各
国
か
ら

約
一
二
〇
名
の
か
た
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
保
護
者
に
対

す
る
か
か
わ
り
方
と
か
、
日
本
人
学
校
同

士
の
か
か
わ
り
方
と
い
っ
た
こ
と
も
含
め

て
、
か
な
り
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
将
来
的
に
は
日
本
人
学
校
同
士

が
連
携
し
て
支
援
を
す
る
仕
組
み
や
、
在

外
だ
け
で
課
題
解
決
が
で
き
る
よ
う
な
体

制
と
い
う
も
の
が
理
想
な
の
か
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。

佐
藤

で
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
い

っ
し
ょ
に
進
め
て
き
た
岡
村
先
生
、
渋
谷

先
生
か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。

岡
村

補
習
校
チ
ー
ム
で
、
お
も
に
学
習

活
動
計
画
や
初
任
者
研
修
、補
習
校
調
査
・

分
析
を
担
当
し
ま
し
た
。
ダ
ラ
ス
補
習
授

業
校
を
は
じ
め
世
界
中
の
熱
意
あ
ふ
れ
る

先
生
が
た
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、
楽

し
く
充
実
し
た
五
年
間
で
し
た
。
自
分
自

身
が
補
習
校
で
教
え
て
い
た
と
き
に
も
こ

ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
な
ら
、
と
思
え

る
よ
う
な
研
修
を
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
形
に
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

渋
谷

私
も
補
習
校
チ
ー
ム
に
参
画
し
、

公
開
授
業
を
拝
見
す
る
な
か
で
、
海
外
に

在外教育施設から未来をひらく在外教育施設から未来をひらく在外教育施設から未来をひらく

こ
れ
か
ら
の
た
め
に
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育
ち
な
が
ら
日
本
の
文
化
を
学
び
、
日
本

語
で
自
分
た
ち
の
経
験
や
考
え
を
交
わ
し

合
っ
て
い
る
子
ど
も
や
若
者
の
姿
に
頼
も

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
彼
ら
彼
女
た
ち
が

仲
間
を
増
や
し
、
飛
躍
す
る
た
め
の
力
を

つ
け
て
い
け
る
在
外
教
育
施
設
で
あ
り
た

い
で
す
ね
。

佐
藤　

で
は
、
Ａ
Ｇ
５
に
途
中
か
ら
ご
参

加
い
た
だ
い
た
三
井
先
生
、
中
村
先
生
か

ら
も
ひ
と
こ
と
ず
つ
。

三
井　

Ａ
Ｇ
５
の
お
か
げ
で
補
習
校
の
先

生
が
た
の
横
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
研
究
協
議
会
で
も
一
つ
の
授
業
に
対

し
て
世
界
中
の
先
生
が
意
見
を
言
い
合
え

る
輪
が
で
き
て
、
こ
れ
は
す
ご
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
ぜ
ひ
継
続
し
て
、

さ
ら
に
広
げ
て
い
け
た
ら
い
い
の
で
は
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。

中
村（
昌
）　

テ
ー
マ
①
の
探
究
学
習
に

限
っ
て
の
感
想
で
す
が
、
日
本
人
学
校
な

ら
で
は
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
、
あ
る
い

は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
あ
る
と
か
、
差
別
で
あ

る
と
か
、
日
本
に
い
た
ら
な
か
な
か
気
づ

け
な
い
よ
う
な
こ
と
、
あ
ま
り
興
味
関
心

を
持
て
な
い
よ
う
な
こ
と
に
子
ど
も
た
ち

が
目
を
や
っ
て
、
将
来
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社

会
で
生
き
て
い
く
と
き
の
大
き
な
糧
に
な

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
ま
た
日
本
に
持
っ
て
帰
っ
て

き
て
も
ら
う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
る

と
い
い
の
か
な
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

佐
藤　
は
い
。で
は
最
後
に
私
か
ら
簡
単
に

成
果
と
課
題
を
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
の
大
き
な
成
果
は
日
本
人
学
校

や
補
習
授
業
校
の
今
後
の
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
実
践
に
裏
打
ち
さ

れ
た
新
し
い
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
二
つ
目

は
、
学
校
と
か
国
、
地
域
の
壁
を
越
え
た

実
践
の
広
が
り
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、

こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
も
あ

る
の
で
す
が
、
壁
を
取
っ
払
う
よ
う
な
新

し
い
方
向
性
が
見
え
て
き
て
い
る
。
三
つ

目
は
、
在
外
教
育
施
設
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
教
員
の
研
修
つ
ま
り
教
員
の
力
量
を

ど
う
つ
け
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
実
践
を
通
し
て
示
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
四
つ
目
、
財
団
と
私
た
ち
も
含
め

て
日
本
人
学
校
・
補
習
授
業
校
の
先
生
が

い
っ
し
ょ
に
や
れ
た
と
い
う
の
が
す
ご
く

い
い
こ
と
で
し
た
。
い
ろ
ん
な
学
校
や
補

習
校
が
協
働
し
て
課
題
を
見
つ
け
、
解
決

す
る
た
め
に
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
、
そ
れ

を
具
体
的
に
ど
う
実
践
す
る
か
、
実
践
し

て
み
て
そ
こ
か
ら
ま
た
課
題
を
見
つ
け
て
、

ま
た
新
た
に
考
え
て
、
ま
た
実
践
を
試
み

て
い
く
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
で
き
た
。
こ

れ
も
大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
方
課
題
と
し
て
は
「
継
続
」。
継
続

す
る
た
め
に
財
政
の
裏
づ
け
を
ど
う
す
る

か
。
継
続
性
を
担
保
す
る
制
度
的
な
仕
組

み
が
ど
う
し
て
も
必
要
。
そ
し
て
人
の
継

続
性
も
大
切
で
す
。
こ
の
学
校
で
こ
う
い

う
テ
ー
マ
で
、
こ
う
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
や
っ
て
ま
す
け
ど
、
そ
こ
に
行
き
た
い

人
は
い
ま
せ
ん
か
っ
て
手
を
挙
げ
て
い
た

だ
く
よ
う
な
仕
か
け
が
必
要
な
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
中
村
相
談
役
、
財
団
と
し
て
の
決

意
表
明
で
締
め
て
く
だ
さ
い
。

中
村（
雅
）　
Ａ
Ｇ
５
の
活
動
を
さ
ら
に
発

展
・
展
開
・
定
着
さ
せ
る
た
め
、
我
々
財

団
が
で
き
る
こ
と
は
、
し
っ
か
り
や
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
財
政
的
支
援
、
派

遣
教
員
の
充
実
等
、
国
と
協
働
し
て
い
か

な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、
し
っ
か
り
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
の
と
こ
ろ
「
国
内
と
同
等
の
学
校

環
境
を
整
え
る
」
こ
と
も
目
指
し
て
進
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
法
制
的
に
位
置
づ

け
る
こ
と
が
支
援
充
実
の
た
め
に
は
大
切

で
す
。
特
に
教
育
の
質
を
高
め
る
た
め
に

は
、
派
遣
さ
れ
る
先
生
が
た
に
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
を
自
分
の
使
命
と
受
け
止
め

て
も
ら
う
よ
う
な
派
遣
制
度
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
帰
任
し
た
ら
在
外
で
の
経
験
が
国

内
で
も
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
好
循
環
の
派

遣
制
度
に
し
て
い
か
な
い
と
、
こ
れ
か
ら

の
継
続
性
維
持
の
課
題
も
解
決
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
子
ど
も
た
ち
と
先
生
が
た
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
た
め
に
、
夢
と
志
を
持

ち
、
引
き
続
き
関
係
各
位
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
の
が
私
の

切
な
る
要
望
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
なかむら

村 昌
ま さ こ

子 
海外子女教育振興財団
教育相談員

三
み つ い

井 知
ともゆき

之
海外子女教育振興財団
教育相談員

渋
し ぶ や

谷 真
ま き

樹
日本赤十字看護大学教授

岡
おかむら

村 郁
い く こ

子
東京都立大学教授
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帰
国
子
女
の
会
フ
レ
ン
ズ
（
旧
称
）

が
誕
生
し
た
の
は
一
九
八
三
年
十
月
。

海
外
か
ら
帰
国
し
た
子
ど
も
た
ち
を
温

か
く
迎
え
、
海
外
で
の
体
験
を
評
価
し

て
く
れ
る
学
校
が
ま
だ
ご
く
少
数
だ
っ

た
こ
ろ
だ
。
自
分
た
ち
の
子
ど
も
が
苦

労
す
る
姿
を
見
て
母
親
た
ち
は
「
日
本

の
学
校
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と

い
う
怒
り
に
似
た
思
い
で
会
を
立
ち
上

げ
た
。

　

翌
年
、
子
ど
も
た
ち
が
帰
国
後
の
高

校
進
学
に
苦
労
し
た
経
験
か
ら
、
自
分

た
ち
の
足
で
歩
い
て
得
た
学
校
受
け
入

れ
状
況
を
ま
と
め
た
『
高
校
案
内
│
母

親
が
歩
い
て
見
た
学
校
案
内
』
を
発
行
。

　
昭
和
の
時
代
に
比
べ
、
現
在
は
帰
国
生
に
対
す
る
学

校
の
受
け
入
れ
態
勢
は
整
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
け
れ

ど
も
、
海
外
で
、
ま
た
帰
国
し
た
日
本
で
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
現
実
は
変
わ
ら
な
い
。

　
そ
ん
な
子
ど
も
を
支
え
て
き
た
母
親
た
ち
が「
自
分

た
ち
の
体
験
を
個
人
の
も
の
で
終
わ
ら
せ
ず
、
皆
で
分

か
ち
合
い
子
ど
も
た
ち
や
母
親
た
ち
を
支
え
た
い
」と

立
ち
上
げ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
各
地
に
点
在

し
て
い
る
。

　
今
号
で
は
首
都
圏
と
関
西
を
拠
点
に
活
動
す
る
、

合
わ
せ
て
四
つ
の
会
を
取
材
し
た
。取

材
・
文
　
髙
田
和
子

帰
国
生
の
母
親
た
ち
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

││
自
分
た
ち
の
体
験
を
多
く
の
人
と
分
か
ち
合
う

オフィスで作業をする「フレンズ 帰国生 母の会」のメンバーたち

フレンズ 帰国生 母の会
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp

104-0061 東京都中央区銀座５-３-16　

 日動火災・熊本県共同ビル8階

TEL：03-6633-4096／ FAX：03-5537-3416
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そ
れ
は
母
親
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

珍
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
マ
ス
コ
ミ
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
広
く
評
価
さ
れ
た
。

や
が
て
活
動
に
賛
同
す
る
企
業
か
ら
賛

助
金
も
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ

ら
に
一
九
八
七
年
三
月
、
東
京
海
上
火

災
保
険
株
式
会
社
（
当
時
）
の
本
社
ビ

ル
の
一
角
が
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
提
供
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
運
営
が
安
定
し
た
。

現
在
は
ビ
ル
の
建
て
か
え
に
よ
り
銀

座
に
あ
る
日
動
火
災
・
熊
本
県
共
同
ビ

ル
八
階
が
提
供
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
は
自

宅
で
の
作
業
の
ほ
か
各
自
週
に
一
回
オ

フ
ィ
ス
で
活
動
し
て
い
る
。

二
〇
〇
二
年
十
月
に
現
名
称
「
フ
レ

ン
ズ
帰
国
生
母
の
会
」（
以
下
、「
フ

レ
ン
ズ
」）
と
改
称
さ
れ
た
が
、
目
的

は
設
立
当
初
か
ら
変
わ
ら
な
い
。

現
在
の
ス
タ
ッ
フ
は
約
三
十
人
。
さ

ら
に
面
談
や
情
報
提
供
な
ど
で
協
力
し

て
く
れ
る
、
海
外
で
子
育
て
を
経
験
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
は
海
外
に
約
二

十
人
、
国
内
に
約
五
十
人
い
る
。

活
動
の
柱
の
一
つ
は
セ
ミ
ナ
ー
と
相

談
だ
。
首
都
圏
の
賛
助
企
業
な
ど
か
ら

の
依
頼
で
行
う
赴
任
前
セ
ミ
ナ
ー
の
内

容
は
、
お
も
に
こ
れ
か
ら
赴
任
す
る
国

の
生
活
情
報
と
教
育
情
報
で
、
治
安
や

気
候
、
持
参
す
る
物
、
学
校
選
び
、
日

本
語
の
補
習
、
塾
の
有
無
な
ど
に
つ
い

て
情
報
を
提
供
す
る
。

個
人
の
場
合
、
オ
フ
ィ
ス
で
相
談
を

受
け
た
り
電
話
や
メ
ー
ル
で
対
応
し
た

り
す
る
。
内
容
は
渡
航
前
・
赴
任
中
の

相
談
だ
け
で
な
く
帰
国
後
の
日
本
の
学

校
選
択
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

ス
タ
ッ
フ
の
冨と

み
た田
紋あ
や

さ
ん
は
「
私
の

渡
航
先
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
し
た
の
で
、

情
報
は
あ
り
ま
し
た
が
細
か
な
こ
と
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
暮
ら

し
て
み
る
と
予
想
外
の
こ
と
が
い
ろ
い

ろ
起
こ
り
ま
し
た
。
帰
国
後
も
同
じ
で

す
。
だ
か
ら
こ
こ
で
は
よ
い
こ
と
も
悪

い
こ
と
も
実
感
を
込
め
て
話
し
ま
す
。

経
験
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
」
と
言
う
。

心
の
ケ
ア
な
ど
専
門
的
な
知
識
や
経

験
が
必
要
な
ケ
ー
ス
は
稀ま

れ

だ
が
、
そ
の

場
合
は
専
門
機
関
の
情
報
を
提
供
す
る
。

冨
田
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
と

ば
が
通
じ
な
い
、学
校
に
慣
れ
な
い
、帰

国
後
の
受
験
の
心
配
な
ど
、
何
重
に
も

ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
ま
す
。渡
航
前
の
親

は
準
備
や
手
続
き
で
精
い
っ
ぱ
い
で
す

が
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に
フ
ォ
ー
カ
ス

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
強
調
す
る
。

毎
年
発
行
し
て
い
る
『
母
親
が
歩
い

て
見
た
帰
国
生
の
た
め
の
学
校
案
内
』

の
掲
載
校
は
国
公
立
、
私
立
の
小
学
校
、

中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
で
約
三
三
〇
校
。

参
考
資
料
と
し
て
在
外
校
、
首
都
圏

の
国
内
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
の
情
報
も
掲
載
し
て
い
る
。

帰
国
生
の
入
試
要
項
や
入
試
結
果
、

編
入
学
等
の
情
報
を
中
心
に
、
帰
国

生
へ
の
対
応
も
具
体
的
に
掲
載
し
て

い
る
。
す
べ
て
の
学
校
を
訪
問
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
毎
年
四
十
か
ら

五
十
校
を
訪
問
し
て
先
生
や
帰
国
生

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
て
い
る
。
そ
の
訪

問
記
は
毎
年
学
校
に

確
認
し
た
う
え
で
基

本
的
に
三
年
間
掲
載

す
る
。

「
現
在
は
ネ
ッ
ト

で
い
ろ
い
ろ
な
学
校

情
報
が
調
べ
ら
れ
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
学
校
を
選
ぶ
に
は
、

情
報
が
ま
と
ま
っ
て
得
ら
れ
る
学
校
案

内
は
必
要
な
本
だ
と
思
い
ま
す
」
と
編

集
長
の
石い

し
や
ま山
由ゆ

み

こ
美
子
さ
ん
。

発
行
部
数
は
一
〇
〇
〇
部
、
二
〇
一

一
年
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
で
も
購
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
海
外
か
ら
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

版
の
需
要
も
多
い
が
、
国
内
外
共
に
書

籍
の
方
が
売
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

フレンズ『母親が歩いて見た帰国生のための学校案内』2022年度版

経
験
を
も
と
に

実
感
を
込
め
て

母
親
の
視
点
で
取
材
す
る

『
学
校
案
内
』
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年
二
回
発
行
し
て
い
る
『
フ
レ
ン
ズ

だ
よ
り
』
は
二
〇
二
一
年
十
二
月
に
七

十
七
号
が
発
行
さ
れ
た
。
全
十
六
ペ
ー

ジ
の
カ
ラ
ー
刷
り
だ
。

　
「
海
外
生
活
に
興
味
を
持
つ
人
が
楽

し
め
る
話
題
や
会
の
活
動
を
通
し
て
い

ま
最
も
考
え
た
い
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
ま
す
」
と
編
集
長
の
古ふ

る
た
あ
き
こ

田
暁
子
さ

ん
。

　

七
十
七
号
で
は
日
本
の
名
所
紹
介
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
世
界
の
状
況
、
が
ん
ば

る
帰
国
生
の
体
験
な
ど
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
は
三
、
四

年
に
一
回
行
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
フ

レ
ン
ズ
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
や
活
動
を

通
し
て
課
題
を
見
つ
け
設
定
し
て
い
る
。

直
近
で
は
「
外
国
語
！
ど
う
向
き
合

う
？
ど
う
学
ぶ
？
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
の
専
門
家
で
あ

る
中
島
和
子
氏
に
講
演
を
依
頼
し
た
。

　

代
表
の
池い

け
や谷
明あ
き
こ子
さ
ん
は
東
京
海
上

日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
は
じ
め
多
く

の
企
業
の
支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

口
に
す
る
。

　

さ
ら
に
「
ス
タ
ッ
フ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
員
は
皆
温
か
く
、
家
庭
や
仕
事
が

あ
り
な
が
ら
も
支
え
合
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
」
と
つ
け
加
え
た
。

　

お
互
い
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、

助
け
合
い
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
継

続
の
秘ひ

け
つ訣
だ
ろ
う
。

　

関
西
帰
国
生
親
の
会
か
け
は
し
（
以

下
、「
か
け
は
し
」）
は
、
フ
レ
ン
ズ
創

設
の
翌
年
一
九
八
四
年
に
立
ち
上
げ
ら

れ
た
。
関
西
に
帰
国
し
、
少
な
い
情
報

の
な
か
で
自
分
の
子
ど
も
た
ち
を
ど
こ

の
学
校
に
編
入
さ
せ
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
ず
苦
労
し
た
母

親
た
ち
の
「
そ
の
経
験
を
基

盤
に
こ
れ
か
ら
帰
国
す
る
人

た
ち
の
た
め
に
何
か
で
き
な

い
か
」
と
い
う
思
い
が
発
端

に
な
っ
た
。そ
し
て
翌
年
、

『
帰
国
生
へ
の
学
校
案
内≪

関

西≫

』（
以
下
『
学
校
案
内
』）

を
発
行
し
た
。

　

現
在
の
会
員
は
約
四
十
人
。
大
多
数

が
働
い
て
い
て
、
時
間
を
融
通
し
合
っ

て
活
動
し
て
い
る
。

　

固
定
さ
れ
た
事
務
所
は
な
い
が
、
定

例
会
や
学
校
案
内
の
発
行
作
業
な
ど
は

大
阪
市
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
る
。
郵
便
は
私
書
箱
を
使
い
、

本
の
在
庫
な
ど
は
会
員
で
分
担
し
、
チ

ラ
シ
な
ど
山
積
す
る
資
料
な
ど
は
ロ
ッ

カ
ー
を
借
り
て
保
管
し
て
い
る
。

　　

か
け
は
し
の
活
動
に
つ
い
て
代
表
の

相あ
い
ば庭
祐ゆ
う
こ子
さ
ん
を
取
材
し
た
。

　

毎
年
「
か
け
は
し
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行

い
、
そ
の
報
告
を
『
学
校
案
内
』
の
特

集
と
し
て
巻
頭
に
載
せ
て
い
る
。
二
〇

二
二
年
度
版
の
テ
ー
マ
は
「
環
境
変
化

フレンズだより２号（上）と77号（下）　ガリ版刷りの２号に
は、森喜朗文部大臣（当時）に要望書を提出した記事が掲載され
ている。

関西帰国生親の会かけはし
http://www.ne.jp/asahi/kakehashi/kikoku/ 

連絡先： 530-0001　大阪市北区梅田1-2-2-500 
大阪駅前第二ビル五階　大阪市立総合生涯
学習センター気付　ロッカーNo.M16 

TEL：090-6060-0812

かけはし『帰国生への学校案内』2022年
度版

い
ま
最
も

考
え
た
い
こ
と
を

セ
ミ
ナ
ー
、
リ
ポ
ー
ト

そ
し
て
『
学
校
案
内
』

http://www.ne.jp/asahi/kakehashi/kikoku/


月刊　海外子女教育 2022.319

に
お
け
る
子
ど
も
の
心
理
を
理
解
し
支

え
る
│
親
も
ス
ト
レ
ス
を
か
か
え
な
い

た
め
に
│
」
で
、
四
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
た
。
講
師
は
海
外
子
女
教
育

振
興
財
団
「
渡
航
前
配
偶
者
講
座
」
の

講
師
を
務
め
る
小
木
曽
道
子
氏
だ
。

　

巻
頭
に
掲
載
す
る
も
う
一
つ
の
特
集

は「
か
け
は
し
特
別
リ
ポ
ー
ト
」だ
。『
学

校
案
内
』
の
取
材
に
際
し
て
実
施
す
る

生
徒
と
親
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
特
別

リ
ポ
ー
ト
」
の
た
め
の
質
問
を
加
え
て

い
る
。
そ
の
結
果
を
会
員
が
ま
と
め
て

リ
ポ
ー
ト
す
る
。
二
二
年
度
版
の
テ
ー

マ
は
「
帰
国
生
が
日
本
の
学
校
生
活
で

い
ち
ば
ん
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
」。

　
『
学
校
案
内
』
の
掲
載
校
は
関
西
の

小
・
中
・
高
が
六
十
校
。
さ
ら
に
関
西

府
県
の
教
育
委
員
会
も
掲
載
し
て
い
る
。

取
材
訪
問
を
原
則
と
し
て
お
り
、「
そ

れ
が
、
か
け
は
し
の
売
り
で
す
」
と
相

庭
さ
ん
。

　

学
校
情
報
は
帰
国
子
女
の
編
入
や
入

試
に
関
す
る
情
報
だ
け
で
な
く
国
語
の

取
り
出
し
授
業
が
あ
る
か
、
英
語
は
習

熟
度
別
授
業
か
、
帰
国
生
は
何
人
い
る

か
な
ど
母
親
の
視
点
で
取
材
す
る
。

　

最
後
の
「
か
け
は
し
よ
り
」
と
い
う

会
員
の
感
想
を
交
え
た
文
章
は
、
取
材

を
通
し
て
い
ち
ば
ん
伝
え
た
い
こ
と
だ
。

　
「
学
校
選
び
に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
自
身
の
正
解
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
子
さ
ん
に
と
っ

て
の
『
よ
い
学
校
』
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し

て
満
足
し
て
も
ら
え
る
助
け
に
な
る
と

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

活
動
の
も
う
一
つ
の
柱
は
教
育
相
談

だ
。
企
業
か
ら
頼
ま
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
は

企
業
指
定
の
会
議
室
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
う
。
個
人
の
相
談
は
基
本
的
に
メ
ー

ル
で
行
う
。
海
外
か
ら
の
相
談
は

Zoom
で
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
「
ま
ず
私
た
ち
は
あ
く
ま
で
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
教
育
の
専
門
家
で

は
な
い
と
伝
え
て
い
ま
す
」
と
言
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
が
あ
ふ
れ

る
い
ま
、
家
に
い
て
も
情
報
は
た
く
さ

ん
集
め
ら
れ
る
。
か
け
は
し
で
行
っ
て

い
る
の
は
経
験
に
基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ

ス
が
中
心
だ
。

　
「
私
た
ち
の
活
動
は
こ
れ
か
ら
渡
航

さ
れ
る
か
た
や
帰
国
さ
れ
る
か
た
の
悩

み
事
に
『
ど
う
に
か
な
る
し
、
ど
う
に

か
す
る
た
め
に
こ
う
い
う
方
法
が
あ

る
』
と
引
き
出
し
を
提
供
す
る
こ
と
で

す
。
ど
の
引
き
出
し
を
選
ぶ
か
を
決
め

る
の
は
皆
さ
ん
で
、
私
た
ち
が
押
し
つ

け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

す
」

　

相
談
だ
け
で
な
く
皆
で
話
し
合
え
る

場
と
し
て
年
に
二
回
「
レ
ッ
ツ
ト
ー
ク
」

を
行
っ
て
い
る
。

　
「
学
校
の
こ
と
、
生
活
の
こ
と
な
ど

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
参
加
者
を
グ
ル
ー

プ
分
け
し
、
そ
の
な
か
に
か
け
は
し
の

会
員
も
入
っ
て
自
由
に
話
し
合
い
ま
す
。

か
け
は
し
の
会
員
か
ら
は
話
さ
ず
、
求

め
ら
れ
た
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
ヒ

ン
ト
を
出
し
た
り
し
ま
す
。参
加
者
同
士

で
相
談
解
決
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

一
時
間
半
ほ
ど
だ
が
と
て
も
盛
り
上

が
る
そ
う
だ
。
参
加
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
呼
び
か
け
る
。
直
近
の
レ
ッ
ツ

ト
ー
ク
はZoom

で
行
い
、
海
外
か
ら

も
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
っ
た
。

　
「
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の
相
談

員
の
先
生
も
入
っ
て
く
だ
さ
り
と
て
も

参
考
に
な
る
お
話
を
伺
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」

　

年
に
二
回
、
会
報
を
発

行
し
て
い
る
。
以
前
は
お

も
に
会
員
の
た
め
の
も
の

だ
っ
た
が
、
広
く
読
ん
で

も
ら
う
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
。

補
習
校
や
日
本
人
学
校
に

は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
送

っ
て
い
る
。

　

内
容
は
帰
国
生
や
保
護

者
、
海
外
在
住
者
に
よ
る

体
験
談
や
教
育
関
係
者
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
主
だ
。

二
〇
二
一
年
秋
号
の
特
集

は
「
帰
国
生
と
ク
ラ
ブ
活

動
」
で
、
海
外
と
日
本
の

ク
ラ
ブ
活
動
経
験
者
の
体

かけはし「レッツトーク」の様子

引
き
出
し
を

提
供
す
る

会
の
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い

帰国生の母親たちのボランティア
──自分たちの体験を多くの人と分かち合う
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験
や
思
い
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
多
く
の
人
に
情
報

を
提
供
で
き
る
よ
う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。
リ
ン
ク
も
充
実
さ
せ
出
国
に
か
か

わ
る
大
切
な
情
報
と
帰
国
し
て
か
ら
必

要
な
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
始
め
た
。

　
「
い
ま
や
イ
ン
ス
タ
の
時
代
。『
帰
国

生
』と
か『
帰
国
子
女
』な
ど
と
い
う
ハ

ッ
シ
ュ
タ
グ
を
も
と
に
少
し
ず
つ
見
て

く
だ
さ
る
か
た
が
増
え
て
き
ま
し
た
」

　

相
庭
さ
ん
は
「
私
た
ち
の
活
動
は
い

ろ
い
ろ
な
か
た
に
助
け
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
」
と
し
み
じ
み
語
っ
て

く
れ
た
。

　

会
員
た
ち
の
思
い
を
、
響
か
せ
合
い

伝
え
合
い
た
い
と
の
気
持
ち
を
込
め
て

名
づ
け
ら
れ
たECH

O

は
一
九
九
〇

年
十
月
に
結
成
さ
れ
た
。
帰
国
後
の
生

活
に
違
和
感
や
悩
み
を
持
つ
神
戸
市
在

住
の
帰
国
子
女
の
母
親
十
人
が
呼
び
か

け
、
阪
神
間
か
ら
五
十
人
ほ
ど
の
参
加

者
が
加
わ
っ
た
。

　

子
ど
も
の
こ
と
、
親
自
身
の
こ
と
な

ど
、
戸
惑
い
や
悩
み
を
心
お
き
な
く
打

ち
明
け
ら
れ
る
場
に
し
た
い
、
そ
し
て

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
学
校

や
社
会
に
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
の
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
、
そ
の
た
め

の
勉
強
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
。

　

さ
ら
に
外
国
の
よ
い
点
を
日
本
社
会

に
生
か
し
た
い
、
海
外
で
お
世
話
に
な

っ
た
経
験
か
ら
、
今
度
は
外
国
の
か
た

に
お
返
し
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
。

　

現
在
の
会
員
数
は
約
四
十
人
。
兵
庫

県
、
大
阪
府
、
京
都
府
、
遠
く
は
滋
賀

県
ま
で
広
い
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
。

活
動
は
西
宮
市
の
公
的
な
会
議
室
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
。

　

代
表
の
上こ

う
づ
き月
素も
と
こ子
さ
ん
は
「
会
が
発

足
し
た
当
初
は
子
ど
も
の
た
め
と
い
う

思
い
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
親

が
に
こ
や
か
に
元
気
に
前
向
き
に
暮
ら

せ
な
け
れ
ば
子
ど
も
の
長
い
成
長
の
旅

路
は
支
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
親
の
悩
み
に
寄

り
添
い
遠
慮
な
く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

話
せ
る
会
へ
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　

活
動
に
つ
い
て
菅す

が
ぬ
ま沼
美み
さ
と里
さ
ん
に
聞

い
た
。
対
外
的
な
活
動
の
中
心
は
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
の
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
で
渡
航

前
、
滞
在
中
、
帰
国
後
の
か
た
か
ら
の

相
談
を
受
け
、
メ
ー
ル
や
対
面
で
の
情

報
提
供
と
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
だ
。

　
「
子
ど
も
の
問
題
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
の
た
め
に
ま
ず
親
御
さ
ん
の
悩
み
を

聞
き
ま
す
」

　

情
報
は
ネ
ッ
ト
で
も
取
れ
る
が
同
じ

経
験
を
し
た
か
ら
こ
そ
寄
り
添
え
る
こ

と
が
あ
る
。

　
「『
ほ
か
で
言
え
な
い
こ
と
を
話
し
て

く
だ
さ
い
』
と
言
う
と
、
ど
ん
ど
ん
出

て
き
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
の
発
信
よ
り

も
『
聞
く
』
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
」

　

活
動
報
告
や
会
員
の
日
ご
ろ
の
思
い

を
伝
え
る
た
め
に
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を

一
年
に
一
回
発
行
し
、
国
内
や
在
外
の

会
員
は
じ
め
、
帰
国
子
女
受
け
入
れ
校

や
関
連
団
体
に
送
っ
て
い
る
。
日
本
の

生
活
で
思
う
こ
と
、
海
外
生
活
で
の
出

来
事
、
本
の
紹
介
な
ど
個
性
あ
ふ
れ
る

文
章
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
Ｉ
Ｔ
時
代
に
あ
っ
て
も
お
手
元
に

届
け
た
い
印
刷
物
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
公
開
は
し
て
い
ま
せ
ん
」

　

二
〇
〇
一
年
十
月
に
小
冊
子
「
な
が

れ
」
を
発
行
し
た
。
そ
こ
に
は
帰
国
し

た
母
親
た
ち
の
思
い
や
帰
国
直
後
の
子

ど
も
、
時
間
を
経
過
し
た
帰
国
子
女
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
が
何
を
感
じ
、
ど
の
よ
う

に
帰
国
後
の
生
活
を
つ
く
り
上
げ
て
い

かけはしの会報

神戸帰国子女親の会
ECHO

http://www17.plala.or.jp/kobekikoku2019/

事務局TEL・FAX：078-992-0423（上月方）

「
聞
く
」
こ
と
を

大
切
に

思
い
切
り
話
せ
る

場
を

http://www17.plala.or.jp/kobekikoku2019/
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っ
た
か
、ま
た
学
校
に
つ
い
て
の
調
査
デ

ー
タ
も
交
え
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

交
流
の
場
と
し
て
は
一
年
に
一
回
、

お
も
に
帰
国
ま
も
な
い
人
や
こ
れ
か
ら

行
く
人
に
気
兼
ね
な
く
話
し
て
も
ら
う

「
思
い
っ
き
り
ト
ー
ク
」
を
開
い
て
い

る
。ECH

O

が
立
ち
上
が
っ
て
か
ら
ず

っ
と
続
い
て
い
る
大
切
な
会
だ
。
参
加

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

会
員
同
士
は
一
カ
月
に
一
回
の
「
モ

ー
ニ
ン
グ
テ
ィ
ー
」、
一
年
に
一
回
の

「
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」

で
情
報
交
換
を
し
て
い
る
。　

　

会
員
は
四
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
と

年
齢
層
が
広
い
。

　
「
年
代
が
違
う
会
員
同
士
、
教
え
る

こ
と
と
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
成
長

過
程
が
わ
か
る
年
配
の
会
員
は
、
子
育

て
に
迷
う
若
い
会
員
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
し
、
反
対
に
い
ま
ど
き
の
こ
と
が

苦
手
な
年
配
の
会
員
は
若
い
会
員
に
教

わ
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
もECH

O

の
強
み
で
す
」

　

国
際
交
流
と
し
て
市
役
所
や
地
元
の

国
際
交
流
会
か
ら
の
依
頼
や
紹
介
で
、

外
国
人
に
日
本
文
化
を
紹
介
し
た
り
、

外
国
人
に
自
国
の
文
化
を
紹
介
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
日
本
文
化
の
紹
介
と

し
て
留
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
京
都
を
探

訪
し
た
こ
と
も
あ
れ
ば
能
や
盆

栽
を
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
外
国
文
化
の
紹
介
と
し
て

は
、
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
に
よ

る「
本
場
ベ
ト
ナ
ム
料
理
教
室
・

ア
オ
ザ
イ
を
着
て
み
る
」、
ロ

シ
ア
人
留
学
生
に
よ
る
「
普
段

着
の
ロ
シ
ア
」
な
ど
で
各
国
の

生
活
文
化
を
紹
介
し
た
り
料
理

教
室
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

現
在
は
会
と
し
て
の
活
動
で
は
な
い

が
、
会
員
が
個
人
と
し
て
各
地
域
で
行

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
週

に
一
回
「
や
さ
し
い
日
本
語
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
て
日
本
語
で
地
元
住
民
と
コ

ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
っ
て
い
る
。

欧
米
や
ア
ジ
ア
な
ど
十
カ
国
以
上
の
国

籍
を
持
つ
人
が
集
ま
る
。

　

日
本
語
だ
け
で
な
く
生
活
の
支
援
も

し
て
い
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
の

家
族
の
子
ど
も
の
保
育
園
入
園
の
手
続

き
を
手
伝
っ
た
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の

子
ど
も
の
二
歳
半
検
診
に
同
行
し
ム
ス

リ
ム
の
習
慣
の
違
い
や
子
育
て
の
違
い

を
保
健
師
さ
ん
に
説
明
し
た
り
し
た
。

　
「
今
後
も
市
や
関
係
団
体
な
ど
と
連

絡
し
合
い
広
く
相
談
に

乗
っ
た
り
お
手
伝
い
し

た
り
し
た
い
で
す
」
と

菅
沼
さ
ん
。

　

上
月
さ
ん
は
「
帰
国

子
女
問
題
を
帰
国
後
の

適
応
時
期
が
過
ぎ
れ
ば

終
わ
っ
た
と
捉
え
ず
、

長
い
目
で
か
か
わ
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
だ
ま

の
よ
う
に
響
き
合
い
、

伝
え
合
い
な
が
ら
帰
国

家
庭
の
オ
ア
シ
ス
の
よ

う
な
役
割
を
果
せ
れ
ば
、

と
願
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
た
。

ECHO　ニュースレター

ECHO『ながれ』

ECHOの「やさしい日本語サロン」でアジアからの留学生に「こんぺいとう
アート」の説明をしているところ

海
外
で
受
け
た
恩
を

日
本
で
送
る

帰国生の母親たちのボランティア
──自分たちの体験を多くの人と分かち合う
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日
本
と
異
な
る
文
化
や
言
語
に
囲
ま

れ
た
海
外
で
の
生
活
は
親
に
と
っ
て
も

子
ど
も
に
と
っ
て
も
不
安
や
ス
ト
レ
ス

が
多
い
。
け
れ
ど
も
海
外
で
は
日
本
語

で
メ
ン
タ
ル
面
の
相
談
が
で
き
る
専
門

家
を
見
つ
け
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
難
し

い
。

　
「
日
本
の
学
校
で
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
海
外
の
日
本
人
学
校
に
通
う
子
ど

も
に
も
同
じ
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
さ
せ
て

あ
げ
た
い
」

　

臨
床
心
理
士
た
ち
の
そ
ん
な
語
ら
い

の
な
か
か
ら
二
〇
〇
六
年
四
月
、

W
ith K

ids

が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

現
在
会
員
は
国
内
、
海
外
に
二
十
人

ほ
ど
、
全
員
臨
床
心
理
士
の
資
格
保
持

者
だ
。
国
内
の
会
員
は
臨
床
心
理
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
。
九
人
は
海
外
在

住
者
で
滞
在
地
は
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
香
港
、
台

湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
広
範
囲
だ
。
夫

の
赴
任
に
伴
っ
て
海
外
で
暮
ら
す
こ
と

に
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
の
分
断
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
と
い
う
思
い
も
あ
る
。
自

己
研け

ん
さ
ん鑽
と
い
う
意
味
合
い
で
参
加
者
は

少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。

　

代
表
の
澤さ

わ
た
に谷
厚あ
つ
こ子
さ
ん
に
話
を
聞
い

た
。

　

活
動
の
中
心
は
海
外
か
ら
の
子
育
て

に
お
け
る
相
談
を
メ
ー
ル
で
受
け
る
こ

と
だ
。
こ
れ
か
ら
海
外
に
出
る
に
あ
た

っ
て
、
と
い
う
相
談
は
少
し
あ
る
が
帰

国
後
に
日
本
の
学
校
に
適
応
し
な
い
と

い
う
よ
う
な
相
談
は
受
け
て
い
な
い
。

そ
れ
は
ま
た
別
の
機
関
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

メ
ー
ル
相
談
は
二
〇
一
五
年
か
ら
の

五
年
間
で
、
一
九
一
件
。
い
ち
ば
ん
多

い
の
は
発
達
相
談
で
、
三
分
の
一
を
占

め
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
不
登
校
、
い
じ

め
な
ど
の
学
校
関
係
、
子
ど
も
の
情
緒

不
安
定
な
ど
の
性
格
行
動
関
係
、
対
人

関
係
、
し
つ
け
関
連
、
お
母
さ
ん
の
子

育
て
を
し
て
い
て
の
不
安
に
つ
い
て
な

ど
の
相
談
だ
。

　

日
本
人
学
校
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
、
現
地
校
に
通
っ
て
い
る

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
幼
児
に
つ
い
て

の
相
談
が
来
る
こ
と
も
あ
る
。

　
「
学
校
に
対
し
て
は
親
御
さ
ん
に『
こ

の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
先
生
が

た
に
も
わ
か
っ
て
も
ら
い
や
す
い
』
と

い
う
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
家
庭
で
親
が
ど
う
向
き
合

う
か
と
い
う
内
容
の
回
答
を
出
し
て
い

き
ま
す
」

　

孤
独
な
子
育
て
で
精
神
的
に
安
定
し

て
い
な
か
っ
た
り
相
談
相
手
が
そ
ば
に

い
な
か
っ
た
り
と
い
う
母
親
も
い
る
。

　
「
そ
う
い
う
ケ
ー
ス
が
い
ま
ま
で
に

何
件
か
あ
っ
て
、
な
か
な
か
簡
単
に
は

解
決
で
き
ま
せ
ん
。
メ
ー
ル
相
談
の
限

界
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
う
い
う
形
で

孤
独
な
子
育
て
を
支
え
て
い
る
と
い
う

実
感
も
あ
り
ま
す
」

　

相
談
は
三
回
で
い
っ
た
ん
終
了
す
る
。

　
「
リ
ピ
ー
タ
ー
の
か
た
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
回
答
者
を

変
え
て
お
答
え
し
て
い
ま
す
」

　

臨
床
心
理
士
と
し
て
の
立
場
に
立
っ

て
行
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
メ
ー
ル

で
も
対
面
と
同
じ
だ
。
け
れ
ど
メ
ー
ル

の
場
合
は
緊
急
性
の
あ
る
件
に
対
応
で

き
な
い
し
重
篤
な
件
に
対
し
て
も
答
え

ら
れ
な
い
。

　
「
そ
う
い
う
メ
ー
ル
が
来
た
場
合
、

『
い
ま
の
状
態
は
と
て
も
よ
く
わ
か
る

け
ど
私
た
ち
に
は
対
応
で
き
な
い
の

で
』
と
お
断
り
し
て
か
ら
、
医
療
機
関

を
受
診
す
る
方
が
い
い
と
か
、
在
外
公

館
に
相
談
し
た
方
が
い
い
と
か
、
帰
国

も
考
え
た
方
が
い
い
な
ど
と
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

　

即
時
性
の
あ
る
チ
ャ
ッ
ト
や
ラ
イ
ン

の
活
用
は
時
差
の
関
係
で
難
し
い
。

　
「
メ
ー
ル
は
即
時
性
が
な
く
、
あ
る

部
分
で
は
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
メ
ー
ル
相
談
の

よ
さ
が
あ
り
ま
す
。
メ
ー
ル
は
し
っ
か

り
読
ん
で
じ
っ
く
り
取
り
組
む
こ
と
が

With Kids
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で
き
ま
す
。
ま
た
相
談
す
る
か
た
は
自

分
で
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
整
理
し
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答

も
何
度
も
読
み
返
せ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
『
落
ち
着
き
の
あ
る
相
談
』
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

相
談
活
動
だ
け
で
な
く
海
外
の
会
員

と
結
ぶ
ワ
ー
ル
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
研

修
をZoom

で
二
カ
月
に
一
回
行
う
。

日
本
で
の
対
外
的
な
催
し
の
依
頼
が
あ

っ
た
ら
講
演
も
し
て
い
る
。

　

広
報
活
動
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

を
年
に
二
回
発
行
し
、
日
本
人
学
校
・

日
本
人
会
等
に
配
布
し
て
い
る
。
二
〇

二
一
年
発
行
の
二
十
五
号
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
よ
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
影
響
」
を
特
集
し
て
い
る
。

　
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
海
外
に
在
住

し
て
い
る
親
子
の
役
に
立
つ
よ
う
に
と
、

お
も
に
日
本
人
学
校
を
中
心
に
発
信
し

て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
保
護
者
に
あ
ま

り
届
い
て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
保

護
者
に
紹
介
し
て
ほ
し
い
で
す
」

　

オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
日
本
人
学
校
や
日

本
人
会
の
依
頼
を
受
け
て
数
人
で
現
地

に
赴
き
子
育
て
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
子
育
て
支
援
の
講
座
を
行
う
こ

と
も
あ
る
。相
談
も
対
面
で
行
い
、
国
に

よ
っ
て
多
い
と
き
は
一
日
に
二
十
件
く

ら
い
、少
な
い
と
き
で
も
十
件
ほ
ど
行
う
。

　

〇
六
年
か
ら
一
九
年
ま
で
に
通
算
二

十
三
回
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
台
湾
、
中

国
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
な
ど
に
出
向
い
た
。

一
校
だ
け
で
な
く
そ
の
国
に
あ
る
日
本

人
学
校
を
数
校
回
る
こ
と
も
あ
る
。

　

飛
行
機
代
や
滞
在
費
は
基
本
的
に
実

践
メ
ン
バ
ー
の
自
己
負
担
で
、
日
程
的

に
も
予
算
的
に
も
個
人
の
負
担
は
大
き

い
。
定
着
す
る
に
つ
れ
て
主
催
者
側
が

提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
負
担

は
軽
減
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
「
こ
の
二
年
間
は
コ
ロ
ナ
で
行
か
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て

も
そ
れ
以
降
依
頼
が
あ
る
か
ど
う
か
は

ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ん
」

　

会
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
オ
プ
シ
ョ

ン
の
活
動
だ
。

　

澤
谷
さ
ん
は
「
活
動
を
始
め
た
こ
ろ
、

世
界
の
日
本
人
学
校
で
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
い
る
学
校
は
一
校
か
二
校

く
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
増

え
て
き
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
ま

だ
不
足
し
て
い
ま
す
。
今
後
す
べ
て
の

学
校
に
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
が
で
き
る

養
護
教
員
か
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
言
う
。

　

そ
れ
は
多
く
の
母
親
の
思
い
で
も
あ

る
。W

ith K
ids

の
会
員
た
ち
は
臨
床

心
理
士
と
し
て
海
外
子
女
の
実
情
を
学

会
で
発
表
す
る
な
ど
広
く
社
会
に
向
け

て
活
動
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続

け
て
い
る
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
会
員
間
で
勉
強

会
を
行
っ
た
り
外
部
の
会
合
に
参
加
し

た
り
、
と
き
に
は
講
演
し
た
り
す
る
こ

と
で
新
し
い
情
報
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、「
時
の
流
れ
と
共

に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
」
は
あ
る
か
質

問
し
た
。

　

事
務
的
な
こ
と
で
考
え
ら
れ
る
の
は

誰
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
使
え
る
よ
う

に
な
り
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
で
作

業
の
効
率
化
が
は
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
世

界
を
結
ん
だ
交
流
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
情
報
量
も
増
え
た
。
そ
れ
は
子
ど
も

た
ち
も
同
様
で
、
国
を
ま
た
い
で
祖
父

母
や
友
達
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

受
け
入
れ
環
境
は
ど
う
だ
ろ
う
。
フ

レ
ン
ズ
の
冨
田
さ
ん
は
「
受
け
入
れ
校

With Kids　ジャカルタ訪問時の個別相談
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日
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と
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は
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
般
受
験

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
受
験
形
式
が
増
え
、

帰
国
生
が
対
応
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま

す
」
と
言
う
。

　

か
け
は
し
の
相
庭
さ
ん
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
と
い
う
こ
と
で
帰
国
生
の
特

色
が
ほ
か
の
生
徒
に
波
及
す
る
こ
と
を

望
ん
で
帰
国
生
を
受
け
入
れ
る
学
校
も

出
て
き
ま
し
た
」

　

救
済
と
い
う
意
味
合
い
が
強
か
っ
た

時
代
と
は
少
し
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

　

同
時
に
、
相
庭
さ
ん
は
「
保
護
者
が

『
英
語
力
を
つ
け
る
こ
と
が
海
外
生
活

の
最
大
の
強
み
』
と
考
え
る
傾
向
は
前

か
ら
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
近
は
そ
れ

が
特
に
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
」
と
言
う
。

出
国
前
か
ら
「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に
な
っ

た
ら
ど
の
よ
う
な
有
利
な
こ
と
が
あ
る

か
」
と
聞
か
れ
る
そ
う
だ
。

　

英
語
の
習
得
は
海
外
で
暮
ら
す
う
え

で
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。
け
れ
ど
も

子
ど
も
た
ち
は
現
地
社
会
で
広
く
文
化

を
吸
収
し
て
い
る
。
学
ぶ
の
は
英
語
だ

け
で
は
な
い
。
非
英
語
圏
の
現
地
校
や

日
本
人
学
校
に
通
う
選
択
肢
も
あ
り
そ

れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
た
。

W
ith K

ids 

の
澤
谷
さ
ん
は
「
父
親
の

相
談
が
少
し
増
え
ま
し
た
。
閉
鎖
的
な

空
間
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
こ
と
、
そ

れ
ま
で
細
か
く
見
て
い
な
か
っ
た
子
ど

も
の
様
子
を
見
る
時
間
が
増
え
て
き
た

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
分
析

す
る
。
閉
鎖
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ど
の
よ
う
に
生
活
す
る
と
い
い
か
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
そ
う
だ
。

　

母
親
自
身
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
か

か
わ
り
方
も
少
し
変
わ
っ
て
き
た
。

　
「
三
十
年
前
ご
ろ
ま
で
は
母
親
が
い

っ
た
ん
仕
事
を
辞
め
て
海
外
赴
任
に
つ

い
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
社
会
的
背

景
・
事
情
が
あ
っ
た
た
め
、
帰
国
後
に

ス
ト
レ
ー
ト
に
復
職
で
き
に
く
か
っ
た

の
で
す
」
とECH

O

の
上
月
さ
ん
。

け
れ
ど
も
い
ま
は
帰
国
後
に
働
く
母
親

が
増
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
母
親
の
人
数
は
減
っ
て

き
た
よ
う
だ
。

　

W
ith K

ids
の
澤
谷
さ
ん
は
「
会
員

に
は
帰
国
後
に
仕
事
復
帰
さ
れ
る
か
た

が
多
い
で
す
。
仕
事
が
忙
し
く
な
り
丁

寧
な
相
談
対
応
を
す
る
時
間
が
な
い
と

い
う
か
た
が
増
え
ま
し
た
。
一
方
で
海

外
会
員
の
活
躍
が
増
え
て
い
ま
す
」

　

か
け
は
し
の
相
庭
さ
ん
も
言
う
。

　
「
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
多
く
な
り
、

空
い
て
い
る
時
間
を
か
け
は
し
に
つ
ぎ

込
ん
で
い
ま
す
。
ス
タ
ン
ス
が
少
し
違

っ
て
き
ま
し
た
。
会
員
数
も
減
り
ま
し

た
」

　

変
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
海
外
で

差
別
を
受
け
た
り
、
異
文
化
に
葛
藤
し

た
り
。
帰
国
後
は
日
本
の
習
慣
に
な
じ

め
な
く
て
疎
外
感
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
れ
ら
は
い
ま
も
変
わ
ら
な
い
。

　

ECH
O

の
菅
沼
さ
ん
は
「
子
ど
も
に

関
す
る
相
談
は
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
三

十
年
前
と
変
わ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
。

受
け
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
も
「
関
西
は

受
け
入
れ
校
に
通
え
る
地
域
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
公
立
の
小
・
中
・

高
に
通
う
地
方
の
帰
国
子
女
が
多
く
い

ま
す
。
地
方
の
公
立
校
に
つ
い
て
は
有

益
な
情
報
が
少
な
く
、
学
校
の
対
応
も

あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
。

　

ECH
O

へ
の
相
談
で
も
、「
帰
国
子

女
が
多
い
」
ま
た
「
帰
国
子
女
の
受
け

入
れ
に
慣
れ
て
い
る
」
公
立
の
学
校
区

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ

ら
れ
る
そ
う
だ
。
受
け
入
れ
事
情
も
地

域
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

日
本
の
教
育
の
基
本
的
な
問
題
も
あ

る
。
フ
レ
ン
ズ
の
稲い

な
が
き垣
芙ふ

さ

こ
佐
子
さ
ん
は

　
「
受
験
競
争
が
子
ど
も
た
ち
を
苦
し

め
て
い
る
点
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
」

と
言
う
。

　

中
高
一
貫
校
で
高
校
入
試
を
行
わ
な

い
学
校
も
増
え
、
高
校
受
験
だ
け
で
な

く
中
学
受
験
も
熾し

れ
つ烈
だ
。
海
外
で
の
日

本
人
の
子
ど
も
の
塾
通
い
は
現
地
の
人

の
間
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

稲
垣
さ
ん
は
さ
ら
に
「
い
ま
や
高
校

進
学
率
は
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
と

い
う
実
態
で
す
。
高
校
ま
で
の
義
務
教

育
化
を
実
現
す
れ
ば
国
内
の
子
ど
も
の

受
験
競
争
も
変
化
し
、
海
外
生
も
高
校

進
学
の
節
目
に
母
子
の
み
帰
国
す
る
と

か
外
国
に
い
な
が
ら
日
本
の
塾
に
通
う

と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
少
な
く
な
る
で

し
ょ
う
」
と
提
言
す
る
。

　

ECH
O

の
菅
沼
さ
ん
は
言
う
。

　
「
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
対
応
す
る

だ
け
で
な
く
、
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
大

切
に
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
会
で

あ
り
た
い
で
す
」

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
自
分
の
た

め
で
も
あ
る
」
と
ど
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

も
聞
こ
え
て
き
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
「
自
分
の
経

験
を
生
か
す
場
」
で
あ
り
「
自
分
の
思

い
を
発
信
す
る
場
」
で
あ
り
「
仲
間
と

つ
な
が
り
社
会
と
つ
な
が
る
場
」
で
も

あ
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
「
自
分
の
居

場
所
」
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

子
ど
も
を
め
ぐ
る
困
難
は

変
わ
ら
な
い

帰国生の母親たちのボランティア
──自分たちの体験を多くの人と分かち合う



漢字漢字漢字
ブレット・メイヤー

When studying kanji, it’s important to practice writing 
every day. However, sometimes you need to get outside 
and take a break. That doesn’t mean the learning has to 
stop! One of my favorite things to do is go kanji hunting. 

Interesting and unique kanji can be found all over town, no matter where in 
Japan you may live. If you see something you don’t recognize, take a photo 
and try looking it up later!

To get you started, here’s a rare kanji that is surprisingly easy to find: 
‘button’ 釦 ボタン.  It’s a metal (金) disc you push into an opening (口).

Most commonly, 釦 is found at the foot of an escalator where the emergency 
stop button is located. However, if you keep your eyes open, you can fi nd 
the occasional 釦 in a wide variety of places!

Next time you’re out and about, look around for interesting kanji and see 
what you can fi nd!

　アメリカ・ニュージャージー州生まれ。
非漢字圏出身者で初めて漢字検定一級に
合格。

https://www.facebook.com/BretMayer/
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Ｊ
Ｒ
総
武
線
の
「
本
八
幡
」
駅
は
、

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
の
始
発
駅
で
も
あ

る
。
す
ぐ
隣
に
は
京
成
電
鉄
の
「
京
成

八
幡
」
駅
も
あ
り
、
千
葉
県
市
川
市
の

行
政
・
商
業
の
中
心
地
で
あ
る
。

　

地
名
で
い
え
ば
菅
野
、
八
幡
…
…
古

く
か
ら
小
説
家
や
文
筆
家
も
暮
ら
す
高

級
別
荘
地
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
病
院

や
学
校
も
集
ま
り
、
東
京
都
心
ま
で
約

三
十
分
と
い
う
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ
か
ら
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
も
人
気
が
あ
る
。

　

昭
和
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
は
、

そ
の
本
八
幡
駅
の
北
側
に
あ
る
。
か
つ

て
は
見
渡
す
か
ぎ
り
の
田
園
の
中
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
さ
す
が
に
現
在
は

駅
か
ら
校
舎
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

商
店
街
か
ら
住
宅
街
を
十
分
ほ
ど
歩
く

と
、や
っ
と
校
舎
が
視
界
に
入
っ
て
き
た
。

　

創
立
は
一
九
四
〇
年
。
第
二
次
世
界

大
戦
後
、
新
制
の
女
子
中
学
校
・
高
等

学
校
と
な
り
、
二
〇
〇
三
年
に
男
女
共

学
校
と
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
建
て

ら
れ
た
校
舎
は
、
未
来
を
予
感
さ
せ
る

斬
新
な
構
造
と
な
っ
て
い
て
、
市
川
市

景
観
賞
を
受
賞
し
て
い
る
そ
う
だ
。

生
徒
が
自
分
の
夢
に

向
か
っ
て
い
く

　

約
束
の
時
間
に
到
着
す
る
と
、
留
学

生
と
帰
国
生
の
ふ
た
り
が
待
っ
て
い
て

く
れ
た
。
三
歳
か
ら
十
二
歳
ま
で
中
国

大
連
市
の
祖
父
母
に
預
け
ら
れ
て
い
た

と
い
う
中
二
の
Ａ
さ
ん
は
、
現
地
校
の

国
際
部
（
カ
ナ
ダ
方
式
）
で
六
年
間
学

ん
で
日
本
に
戻
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
英
語
で
勉
強
を
続
け
ら
れ
る
学
校

を
希
望
し
て
い
た
ら
、
塾
の
先
生
が
昭

和
学
院
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
家

か
ら
も
近
く
て
、
英
語
で
受
験
で
き
る

と
い
う
し
…
…
英
語
を
話
せ
る
子
が
集

ま
る
と
聞
い
た
の
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
」と
言
う
。

　

一
歳
半
で
渡
米
し
、
七
歳
ま
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
郊
外
に
住
ん
だ
中
一
の
Ｂ
さ

ん
は
、「
現
地
校
は
小
二
の
途
中
ま
で

で
帰
国
し
た
の
で
す
が
、
ず
っ
と
ア
メ

リ
カ
で
知
り
合
っ
た
友
達
と
連
絡
を
取

り
合
っ
て
い
ま
す
。
将
来
ま
た
ア
メ
リ

カ
に
行
き
た
い
の
で
、
英
語
を
勉
強
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
昭
和

学
院
を
知
っ
て
、
祖
父
母
が
近
く
に
住

ん
で
い
る
し
、
こ
こ

だ
！
っ
て
」と
笑
う
。

　

入
学
し
て
み
る
と
、

想
像
以
上
に
自
由
な
雰

囲
気
だ
と
Ｂ
さ
ん
は
言

う
。

　
「
制
服
も
何
種
類
か

あ
っ
て
、
組
み
合
わ
せ
も
自
由
に
選
べ

る
し
、
靴
も
自
由
で
す
。
部
活
は
Ｅ
Ｓ

Ｓ
に
入
っ
て
い
て
、
英
語
の
ボ
ー
ド
ゲ

ー
ム
な
ん
か
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
話
す
の
は
英
語
で
す
」

　

 

一
方
、
Ａ
さ
ん
は
「
学
級
担
任
が
日

本
人
と
外
国
人
の
ペ
ア
な
の
が
い
い
」

と
思
っ
た
そ
う
だ
。

　

ふ
た
り
に
将
来
の
夢
も
聞
い
た
。

　

Ａ
さ
ん
は
「
僕
は
将
来
、
医
者
か
弁

護
士
に
な
り
た
い
ん
で
す
。
そ
れ
を
先

生
た
ち
は
わ
か
っ
て
い
て
、
理
科
や
数

学
を
が
ん
ば
れ
と
か
、
説
明
す
る
力
が

大
事
だ
と
か
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ

ま
す
」、
B
さ
ん
は
「
ア
メ
リ
カ
で
大

リ
ー
グ
関
係
の
仕
事
が
し
た
い
の
で
、

デ
ー
タ
分
析
の
た
め
の
数
学
や
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
伸
ば
し
た

い
」と
言
う
。

　

中
学
一
・
二
年
生
な
が
ら
、
こ
ん
な

に
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
の
は
、
個
々
の
生
徒
の
夢
や
思
い
が

大
事
に
さ
れ
、
丁
寧
な
指
導
が
行
わ
れ

て
い
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

学校会員ファイル

共学

海外子女教育振興財団では、帰国子女・海外子女を受け入れている学校にも「学校会
員」として維持会員に加わっていただいており、この欄で毎回一校ずつ紹介しています。

インタビューに答えてくれた生徒たち

校舎外観
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多
様
な
価
値
感
を
持
つ
生
徒
を

育
て
た
い

　

中
学
教
務
部
長
の
三
部
陽
祐
先
生
に

学
校
の
様
子
を
聞
い
た
。

　
「
正
直
な
と
こ
ろ
合
格
ラ
イ
ン
が
そ

れ
ほ
ど
高
い
学
校
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
じ
つ
に
多
様
な
生
徒
を
受
け
入
れ

て
き
た
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
創
立
以
来

八
十
年
余
り
、
ず
っ
と
“
人
と
し
て
大

事
に
す
べ
き
こ
と
”
を
大
事
に
し
、
教

員
が
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に
寄
り
添
い

な
が
ら
支
援
す
る
学
校
と
し
て
、
評
価

を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
」

　

落
ち
着
い
た
住
宅
街
に
あ
っ
て
、
周

囲
に
外
国
人
も
多
く
住
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育
て
る

土
壌
も
あ
る
。

　
「
変
わ
り
ゆ
く
社
会
で
必
要
と
さ
れ

る
力
を
育
ん
で
い
る
こ
と
を
明
確
に
打

ち
出
す
た
め
に
、
三
年
前
か
ら
コ
ー
ス

制
を
導
入
し
ま
し
た
。
い
ま
海
外
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
に
も
、
本
校
の
存

在
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」

　
「
Ｉ
Ａ（International A

cadem
y

）」

「
Ｔ
Ａ（T

op Grade A
cadem

y

）」「
Ａ

Ａ（A
dvanced A

cadem
y

）」「
Ａ
ｔ
ｈ

（A
thlete A

cadem
y

）」「
Ｇ
Ａ（General 

A
cadem

y

）」
の
五
コ
ー
ス
を
中
学
校

か
ら
開
設
。
そ
れ
を
下
支
え
す
る
基
礎

教
養
講
座
と
も
い
う
べ
き
「
Ｓ
Ｇ
ア
カ

デ
ミ
ー
」
…
…
読
書
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
、
未
来
講
座
（
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
か
ら
講
師
を
招
く
講
演
会
）、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
教
員
に
よ
る

英
語
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
自
主

的
に
学
ぶ
取
り
組
み
が
盛
ん
な
、
欧
米

の
現
地
校
の
よ
う
な
枠
組
み
が
見
え
て

く
る
の
も
、
多
分
に
海
外
育
ち
の
子
を

意
識
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
「
確
か
に
、
海
外
生
活
を
経
験
し
た

生
徒
の
入
学
が
よ
い
刺
激
に
な
っ
て
、

新
し
い
協
働
性
を
見
出
し
て
い
け
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

英
語
入
試
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
入

試
な
ど
多
様
な
入
試
に
よ
っ
て
、
い
っ

そ
う
多
様
な
才
能
を
迎
え
、
育
て
て
い

き
た
い
の
で
す
。
ま
た
、
最
近
ご
要
望

が
寄
せ
ら
れ
る
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ー
ス

も
、
現
在
準
備
し
て
い
ま
す
」

　

生
徒
も
先
生
も
穏
や
か
な
学
校

　

海
外
育
ち
の
生
徒
に
は
、
具
体
的
に

何
を
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
日
本
語
の
読
み
書
き
に
親
し
ん
で

い
な
い
生
徒
に
は
特
に
、
は
っ
き
り
簡

潔
な
こ
と
ば
で
伝
え
る
よ
う
配
慮
を
し

て
い
ま
す
。
慣
用
句
や
婉え

ん
き
ょ
く曲

な
言
い
方

は
、
ま
ず
伝
わ
り
ま
せ
ん
か
ら
（
笑
）。

外
国
人
の
教
師
と
協
働
し
て
対
応
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

国
内
育
ち
の
生
徒
も
、
そ
れ
を
見
て

世
界
の
価
値
観
の
多
様
性
を
肌
で
感
じ

て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
基
礎
的
な
こ
と
は
、
あ
る
程
度
は

練
習
し
な
い
と
成
果
が
出
ま
せ
ん
の
で
、

そ
こ
は
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
日
本
語
の
説
明
は
詳
し
く
し
ま

す
し
、
英
語
は
そ
の
子
の
希
望
に
応
じ

て
指
導
し
ま
す
。
と
も
か
く
安
心
感
が

大
事
で
す
よ
ね
。

　

成
績
の
評
価
も
、
成
長
を
支
援
す
る

よ
う
な
形
に
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

“
Ｃ
”
評
価
と
な
っ
た
科
目
を
“
Ｂ
”
に

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
と

声
が
け
し
、
生
徒
と
確
認
し
合
え
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」

　

こ
の
学
校
に
漂
う
穏
や
か
な
空
気
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
自
由
に
語
り
合
え
る

こ
と
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

主
体
的
で
柔
軟
な
思
考
力
を
育
む
こ
と

が
こ
の
学
校
の
日
々
の
営
み
そ
の
も
の

な
の
だ
。
そ
し
て
地
元
社
会
も
、
そ
れ

を
支
持
し
て
い
る
。
市
川
市
景
観
賞
の

“
景
観
”
に
は
、
校
舎
や
校
庭
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
に
い
る
生
徒
や
教
師
の
姿

も
大
事
な
要
素
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
。（
取
材
・
文　

小
山 

和
智
）
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毅
志
と
大
地
の
幼
い
こ
ろ

　

毅
志
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
プ
リ
ス
ク
ー
ル
で

は
泣
い
て
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
し
て
い
つ
も
一

年
違
い
の
主
税
に
く
っ
つ
い
て
い
た
。

　

二
歳
七
カ
月
の
と
き
に
パ
リ
に
引
っ
越
し
、

通
っ
て
い
た
プ
リ
ス
ク
ー
ル
で
は
た
び
た
び
セ

ー
ヌ
川
に
面
し
た
公
園
に
行
っ
て
遊
ん
だ
。
先

生
を
先
頭
に
長
い
ひ
も
を
全
員
が
握
っ
て
電
車

ご
っ
こ
の
よ
う
に
歩
い
て
い
く
。
そ
ん
な
あ
る

日
、
途
中
で
毅
志
の
靴
が
脱
げ
か
け
て
し
ま
っ

た
。
け
れ
ど
も
毅
志
は
そ
れ
が
言
え
ず
そ
の
ま

ま
靴
を
ず
る
ず
る
引
き
ず
っ
て
公
園
ま
で
歩
い

て
行
っ
た
そ
う
だ
。

　

晶
子
が
そ
れ
を
聞
い
て
「『
靴
が
脱
げ
た
』

っ
て
言
え
ば
い
い
よ
」
と
教
え
る
と
そ
の
フ
レ

ー
ズ
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
練
習
し
て
い
た
。

　

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
と
留
守
番
を
し
た
と
き
の

こ
と
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
が
晶
子
が
つ
く
っ
て

お
い
た
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
を
お
皿
に
盛
り
な
が
ら

〝Plus?

（
も
っ
と
？
）〞
と
聞
く
と
、
毅
志
は

〝O
ui

（
う
ん
）〞。
そ
れ
が
三
回
続
い
て
毅
志

の
お
皿
は
大
盛
に
。

　
「
か
な
り
早
く
か
ら
小
さ
い
な
り
に
三
カ
国

語
を
う
ま
く
使
い
分
け
て
い
ま
し
た
が
シ
ャ
イ

で
遠
慮
深
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、〝N

on

〞
が
言

え
な
い
子
で
し
た
」
と
晶
子
。

　

小
学
一
年
生
で
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
引
っ
越
し

て
最
初
の
週
は
ま
だ
仲
よ
し
も
お
ら
ず
、
こ
こ

で
も
休
み
時
間
に
は
主
税
に
く
っ
つ
い
て
い
た
。

よ
く
ふ
た
り
で
ぽ
つ
ん
と
座
っ
て
、
ス
ナ
ッ
ク

を
食
べ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

け
れ
ど
も
す
ぐ
に
友
達
が
で
き
、
英
語
も
達

者
に
な
っ
て
悪
い
こ
と
ば
も
覚
え
た
。
悪
い
こ

と
ば
と
は
知
ら
ず
先
生
の
前
で
も
言
っ
て
し
ま

い
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
に
な
る
と
い
う
失
敗
も
。
ひ

と
り
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
隅
っ
こ
に
座
ら
さ
れ
た

そ
う
だ
。

　

末
っ
子
の
大
地
が
通
っ
た
パ
リ
の
キ
ン
ダ
ー

ガ
ー
テ
ン
で
は
、
泊
り
が
け
の
キ
ャ
ン
プ
が
あ

っ
た
。
駅
で
友
達
四
人
と
そ
の
親
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
汽
車
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
の
だ
が
、

汽
車
に
乗
る
と
そ
の
子
た
ち
の
親
は
大
地
の
こ

と
な
ど
ま
っ
た
く
考
え
ず
、
さ
っ
さ
と
四
人
の

子
ど
も
を
座
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。
晶
子
は
仕
方

な
く
そ
ば
の
席
に
そ
っ
と
大
地
を
座
ら
せ
た
。

大
地
は
何
も
言
わ
ず
に
ぽ
つ
ん
と
そ
こ
に
座

っ
て
い
た
。
大
地
の
こ
と
を
先
生
に
話
す
と
、

す
ぐ
大
地
を
抱
い
て
デ
ッ
キ
ま
で
出
て
き
て

バ
イ
バ
イ
を
さ
せ
て
く
れ
た
。
ほ
っ
と
し
て

送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
は
学
校
内
の
チ
ー
ム
で
は
な
く

幼
児
の
こ
ろ
か
ら
パ
リ
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

入
っ
た
。
そ
の
チ
ー
ム
は
子
ど
も
た
ち
が
幼

い
こ
ろ
は
大
地
の
こ
と
も
き
め
細
か
く
見
て

く
れ
て
い
た
。
優
勝
し
た
と
き
の
写
真
で
は

大
地
が
真
ん
中
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
持
っ
て
ニ

Illustrated by 
Reona Nishinaga

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
夜
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ

ー
・
ラ
ン
タ
ン
は
家
族
一
人
ひ
と
り
の
作
品
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
自

宅
前
で
の
毅
志
9
歳
。
１
９
９
８
年
10
月
31
日
。

　
早さ

紀き

、
主ち
か
ら税
、
毅つ
よ
志し

、
大だ
い
ち地
の

四
人
は
高
校
卒
業
後
そ
れ
ぞ
れ
自

分
が
学
ぶ
テ
ー
マ
を
見
つ
け
大
学

へ
。
そ
し
て
日
本
人
と
し
て
の
誇

り
を
持
ち
な
が
ら
国
籍
に
と
ら
わ

れ
ず
し
っ
か
り
歩
い
て
い
く
。

　
均ひ

と
しと
晶あ
き
こ子
に
と
っ
て
も
ふ
た
り

だ
け
の
新
し
い
生
活
が
始
ま
っ
た
。

　
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
て
も
、
家

族
に
と
っ
て
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
は

育
て
て
く
れ
た
「
我
が
家
」
だ
。

後
編
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コ
ニ
コ
顔
で
写
っ
て
い
る
。
け
れ

ど
も
年
齢
が
上
の
チ
ー
ム
に
移
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
子
ど
も

た
ち
任
せ
に
な
り
、
大
地
は
試
合

に
行
っ
て
も
ど
う
動
い
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
続
い
た
。
大

地
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
見
つ
け
、

そ
の
子
た
ち
の
あ
と
を
一
生
懸
命

つ
い
て
い
っ
た
。

　
「
誰
も
声
を
か
け
て
く
れ
ず
お

昼
に
食
べ
た
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
の
ソ

ー
ス
を
口
の
周
り
に
つ
け
た
ま
ま

一
生
懸
命
つ
い
て
い
っ
た
姿
が
目

に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム

の
一
員
に
な
ろ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
た
姿
に
胸

が
き
ゅ
ん
と
し
ま
し
た
」
と
晶
子
。

　

四
年
生
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
に
通
っ
た
。
バ
イ
オ
リ
ン
の
レ
ッ
ス
ン
に

も
励
ん
で
い
た
大
地
は
十
一
歳
の
と
き
、
高
校

の
卒
業
式
で
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
四
季
を
卒
業

生
の
入
場
行
進
時
に
演
奏
し
た
。

自
立
に
向
け
て

　

フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
数
校
の
現
地
校
が
い
っ
し

ょ
に
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー

ク
を
す
る
団
体
が
あ
り
、
活
発
に
活
動
し
て
い

た
。
そ
う
い
う
環
境
で
子
ど
も
た
ち
は
人
の
た

め
社
会
の
た
め
に
何
か
す
る
と
い
う
こ
と
を
重

い
使
命
と
感
じ
る
よ
う
育
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

　

た
と
え
ば
早
紀
は
高
校
生
の
こ
ろ
ガ
ー
ナ
に

行
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
勉
強
を
教
え
た
。
ま
た

毅
志
は
大
学
の
こ
ろ
か
ら
水
道
も
電
気
も
な
い

と
こ
ろ
に
行
っ
て
手
助
け
す
る
と
い
う
活
動
を

す
る
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
お
り
、
南
ア
フ
リ
カ

や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に
行
っ
た
。
人
権
や
貧
困
問

題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
人
種
な
ど
の
平
等
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
。

　

高
校
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
は
長
年
海
外
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
均

の
出
番
だ
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
生
徒
会

活
動
、
模
擬
国
連
な
ど
を
通
し
て
、
広
く
世
界

を
見
て
き
ま
し
た
。
自
分
を
客
観
的
に
見
て
や

り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
生
き
て
い
ま
す
」

　

大
学
は
「
何
を
勉
強
し
た
い
か
」
を
し
っ
か

り
決
め
熱
心
に
調
べ
て
選
ん
だ
。
そ
し
て
皆
そ

ろ
っ
て
名
門
大
学
、
大
学
院
に
進
学
し
て
い
る
。

　

早
紀
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
で
医
学
を
、
ア
メ

リ
カ
の
大
学
院
で
公
衆
衛
生
学
を
学
ん
だ
。
現

在
は
ハ
ワ
イ
で
産
婦
人
科
医
を
し
て
い
る
。
ハ

ワ
イ
は
「
日
本
語
の
わ
か
る
医
師
」
が
活
躍
す

る
地
だ
。

　

主
税
は
大
学
で
は
環
境
科
学
と
経
済
を
専
攻

し
、
修
士
課
程
で
は
政
策
学
、
博
士
課
程
で
は

環
境
経
済
を
学
ん
だ
。
高
校
時
代
の
模
擬
国
連

の
会
議
で
環
境
問
題
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
も

影
響
し
て
い
る
よ
う
だ
。
現
在
は
ア
メ
リ
カ
政

府
で
気
候
変
動
の
政
策
を
手
が
け
て
い
る
。

　

毅
志
は
大
学
院
で
公
共
政
策
を
学
ん
だ
。
現

在
は
リ
サ
ー
チ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
会
社
で

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
地
方
政
府
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
評
価
す
る
仕
事
を
し
て
い
る
。

　

大
地
は
大
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

を
専
攻
し
、
現
在
は
シ
ア
ト
ル
市
に
あ
る
ゲ
ー

ム
会
社
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

働
い
て
い
る
。

日
本
人
で
あ
る
こ
と

　

学
校
の
中
で
は
差
別
を
し
な
い
教
育
を
さ
れ

て
い
た
が
外
に
出
る
と
い
や
な
思
い
を
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　
「
公
園
で
自
分
の
目
を
引
っ
ぱ
っ
て
細
め
て

娘
に
見
せ
る
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。
小
さ
い
子

が
誰
か
ら
そ
ん
な
こ
と
を
学
ぶ
の
か
驚
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
そ
う
い
う
場
面
に
遭
遇
す

る
の
を
見
る
と
ほ
ん
と
う
に
傷
つ
き
ま
し
た
」

　

子
ど
も
た
ち
は
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に
誇
り

を
持
ち
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
揺
ら
ぐ
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
し
っ
か

り
と
立
ち
位
置
を
定
め
て
い
る
。

　

早
紀
は
「
ず
っ
と
海
外
で
育
っ
た
け
ど
日
本

人
だ
と
い
う
確
信
が
強
い
で
す
。友
達
に
は『
早

紀
っ
て
ほ
ん
と
う
の
日
本
人
じ
ゃ
な
い
よ
ね
』

っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
」

　

主
税
は「
昔
は
つ
ね
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

揺
ら
い
で
い
ま
し
た
。
特
に
大
学
を
卒
業
す
る

前
後
に
今
後
ど
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
や
人
生
を

大地11歳、高校の卒業式でヴィ
ヴァルディ「四季」を演奏して
出席者を迎える。2007年6月。



30月刊　海外子女教育 2022.3発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

進
め
て
い
く
か
悩

ん
で
い
た
こ
ろ
は

揺
ら
ぎ
ま
し
た
」

と
言
う
。
け
れ
ど

も
最
近
は
あ
ま
り

気
に
し
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
そ
う

だ
。

　
「
ア
メ
リ
カ
は

多
様
性
が
当
然
の

国
な
の
で
、
日
本

人
と
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
ン
両
方
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
て
も
自
然
だ
と
思

い
ま
す
」

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
観
戦
し
て
い
る
と
き

は
か
な
ら
ず
日
本
を
応
援
す
る
そ
う
だ
。

　

毅
志
は
「
小
・
中
学
生
の
と
き
は
い
ろ
い
ろ

と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探
し
出
そ
う
と
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
い
ま
は
固
定
し
て

い
ま
す
」
と
言
う
。

　

仕
事
で
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
社
会
問
題
に

か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
自
分
が
「
ア
ジ
ア
人
」

だ
と
意
識
す
る
こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。

　

大
地
は
「
大
学
に
入
っ
た
こ
ろ
少
し
だ
け
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
揺
ら
い
だ
時
期
が
あ
り
、

友
達
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
も
自
分
は
ど
の
人
た

ち
と
い
ち
ば
ん
気
が
合
う
か
不
安
が
あ
り
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
人
で
も
な
く
日
本
人
で
も
な
い

っ
て
す
ご
く
感
じ
ま
し
た
」
と
言
う
。
い
ま
は

「
日
本
人
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
意

識
す
る
こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ

人
と
接
し
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
と
に
個
性
的
な
意
見

を
出
せ
る
か
つ
ね
に
考
え
て
い
ま
す
」

子
ど
も
た
ち
が
巣
立
っ
て

　

晶
子
は
末
っ
子
の
大
地
が
大
学
に
入
学
す
る

と
き
、
入
寮
に
つ
き
添
っ
た
。

　
「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
連
れ
て
い
っ
て
、
一

カ
月
後
に
は
お
迎
え
に
来
る
よ
う
な
感
覚
で
寮

を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
別
れ
て
み
る

と
想
像
以
上
に
寂
し
く
て
悲
し
く
て
、
そ
の
あ

と
半
年
ぐ
ら
い
は
大
地
の
部
屋
が
あ
る
二
階
に

行
け
な
く
な
り
ま
し
た
」

　

晶
子
の
子
育
て
は
卒
業
だ
。

　

そ
し
て
晶
子
は
パ
ワ
フ
ル
に
行
動
す
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
講
義
を
受
け
一
年
に
二
、
三
回
日
本

に
行
っ
て
通
学
し
大
学
院
を
卒
業
し
た
。
修
士

論
文
の
テ
ー
マ
は
「
継
承
日
本
語
学
習
に
対
す

る
社
会
的
環
境
の
影
響
│
│
自
分
の
目
指
す
日

本
語
力
を
習
得
す
る
た
め
に
│
│
」
だ
。

　

ま
た
、
海
外
に
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
と
そ
の

家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
〝JPN

Class

〞 （https://
jpnclass.com

）
い
う
非
営
利
団
体
を
運
営
し
、

三
つ
以
上
の
国
で
日
本
語
教
育
を
受
け
た
子
ど

も
を
対
象
に
調
査
し
た
英
文
の
論
文
も
書
い
た
。

補
習
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、

さ
ら
に
大
学
で
日
本
語
を
教
え
な
が
ら
大
車
輪

の
活
躍
だ
。

　

現
在
、
均
と
晶
子
は
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
愛
犬

と
暮
ら
す
。
子
ど
も
た
ち
が
巣
立
っ
た
い
ま
、

均
は
「
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
日
本

で
生
活
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
の
よ
い

面
悪
い
面
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
が
一
段
落
し
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
も
日
本

に
も
拠
点
を
持
ち
行
っ
た
り
来
た
り
で
き
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
う
。

　

子
ど
も
た
ち
は
大
人
に
な
っ
て
あ
ら
た
め
て

均
と
晶
子
に
感
謝
の
こ
と
ば
を
惜
し
ま
な
い
。

　

大
地
は
「
日
本
で
育
っ
た
ふ
た
り
が
外
国
に

引
っ
越
す
の
は
す
ご
い
勇
気
が
必
要
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
お
か
げ
で
皆
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
が
で
き
て
性
格
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
に
い
い
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
は
我
が
家
」
を
貫
き
家
庭

を
大
切
に
し
て
き
た
両
親
の
も
と
で
、
子
ど
も

た
ち
は
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
つ
つ
視

野
を
広
げ
自
分
で
決
め
た
世
界
で
羽
ば
た
い
て

い
る
。（
終
）

本
欄
で
は
取
材
対
象
家
族
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
50
ペ
ー
ジ
の

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

2011年夏、安曇野穂高町
の碌山美術館にて。日本
には毎年帰国していた。

ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
挑
戦
し
た
早
紀
と
均
。
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
郊
外
に
て
。
２
０
１
６
年
春
。
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プ
レ
ゼ
ン
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
の
「
プ
レ
ゼ

ン
力
」
と
は
、
こ
と
ば
以
外
の
表

現
力
で
す
。
声
の
大
き
さ
や
顔
の

表
情
、
背
中
が
ピ
ン
と
伸
び
た
姿

勢
な
ど
、
相
手
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

表
現
力
を
い
い
ま
す
。
こ
と
ば
以

上
に
、
人
の
印
象
を
左
右
す
る
重

要
な
要
素
で
す
。

ワ
ー
ク
「
口
パ
ク
ゲ
ー
ム
」

　

声
を
出
さ
ず
に
相
手
に
「
口
パ

ク
」
で
普
通
に
話
し
か
け
て
、
相

手
が
そ
の
こ
と
ば
が
わ
か
る
か
ど

う
か
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
わ
ざ

と
口
の
開
き
を
抑
え
た
り
せ
ず
、

「
普
通
に
」
話
し
か
け
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
口
を
大
き
く
開
け
て

正
解
を
言
い
ま
す
。「
は
っ
き
り

く
っ
き
り
」
言
う
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

部
屋
の
端
と
端
に
ふ
た
り
で
向

か
い
合
っ
て
立
ち
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
声
を
出
さ
ず
、
口
パ

ク
で
相
手
に
話
し
か
け
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

相
手
に
伝
わ
っ
た
か
聞
き
ま
す
。

そ
の
後
、
口
を
大
き
く
開
け
て
、

声
に
出
し
て
は
っ
き
り
言
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
こ
と

ば
以
上
に
与
え
る
印
象
が
大
き
い
の

は
、
顔
の
表
情
や
姿
勢
、
声
の
大
き

さ
と
い
っ
た
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
な
部
分

で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
て
い
た
と
き

に
、
英
語
の
先
生
か
ら
い
つ
も

“Please speak up
!!

”（
も
っ
と

大
き
な
声
を
出
し
て
！！
）
と
注
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
普
通
に
話
し
て
い

る
つ
も
り
で
も
、
声
が
小
さ
す
ぎ
た

の
で
す
。
で
す
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
い

る
と
き
に
は
、
意
識
し
て
口
を
大
き

く
開
け
て
、
は
っ
き
り
声
を
出
す
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
に
「
あ
な
た
は
日
本
語

で
話
し
て
い
る
と
き
と
、
英
語
で
話

し
て
い
る
と
き
と
で
は
、
声
の
大
き

さ
が
違
う
わ
ね
」
と
友
人
か
ら
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
ど
。
胸
を
張

っ
て
笑
顔
で
は・

・

・

・

っ
き
り
く・

・

・

・

っ
き
り
話

せ
る
よ
う
に
な
る
と
、そ
れ
だ
け
で
自

信
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
も
の
ね
。

　

特
に
注
意
し
て
い
た
の
が
自
己
紹

介
の
と
き
。
初
対
面
の
人
に
対
し
て

自
分
の
名
前
を
伝
え
る
と
き
、
日
本

人
の
場
合
、「
マ
イ
ネ
ー
ム
イ
ズ
、

モ
ゴ
モ
ゴ
…
…
」
と
肝
心
の
部
分
が

聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
が
多
い
の
だ

そ
う
で
す
。
外
国
の
か
た
に
と
っ

て
、
日
本
人
の
名
前
は
耳
慣
れ
て
い

な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
会
話
の
な
か
で
頻

繁
に
名
前
を
呼
び
合
う
の
で
、
名
前

を
覚
え
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
し

ょ
う
。「
モ
ゴ
モ
ゴ
…
…
」
で
は
何

度
も
聞
き
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
名
前
の
部
分
は
つ
と
め
て
ゆ
っ

く
り
、
は
っ
き
り
、
大
き
な
声
で
言

う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
、
私
は
自
己
紹
介
の
ネ
タ

を
用
意
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
名
前
は
「Shizuka

」。
外

国
の
か
た
に
自
己
紹
介
す
る
と
き
に

は
、「Shizuka

（
静
）
と
い
う
の
は
、

日
本
語
で
「Q

uiet

」
っ
て
い
う
意

味
な
ん
で
す
。
親
は
お
し
と
や
か
な

女
の
子
を
望
ん
で
い
た
か
ら
で
し
ょ

う
ね
」
と
に
っ
こ
り
笑
顔
で
伝
え
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
相
手
の

か
た
は
「
た
い
て
い
の
親
は
子
ど
も

に
願
望
が
あ
る
も
の
よ
ね
」と
か「
裏

切
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば（
笑
）」

と
ジ
ョ
ー
ク
が
返
っ
て
き
て
、
つ
か

み
は
Ｏ
Ｋ
！　

打
ち
解
け
て
か
ら
会

話
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
し
た
。

　

外
国
の
か
た
は
、
日
本
の
漢
字
に

興
味
が
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
自
己
紹
介
の
と
き
に
は
、
は・

っ・

き・

り・

く・

っ・

き・

り・

言
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、名
前
の
意
味
や
由
来
な
ど
の「
オ

リ
ジ
ナ
ル
ネ
タ
」
を
つ
く
っ
て
お
く

と
、
会
話
の
糸
口
に
な
り
ま
す
よ
！

　

話
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

話
す
ス
ピ
ー
ド
や
声
の
大
き
さ
な
ど

を
意
識
し
て
、
よ
り
気
持
ち
の
い
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

https://ameblo.jp/t-shizuka/
http://kotobacamp.com

   マイネーム イズ モゴモゴ……
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～ ７つの力 ～
度胸力：恐れずに言う　論理力：話を組み立てる
理解力：話を理解する　応答力：受け答えする
語彙力：ことばを知る　説得力：理解してもらう
プレゼン力：アピールする

「自立して生き抜ける子に」
「ことばキャンプ」主宰　高取しづか

笑顔が得意だ。

https://ameblo.jp/t-shizuka/
http://kotobacamp.com
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温
故
知
新
の
国
際
都
市

　
中
華
人
民
共
和
国
の
首
都
北
京
市
は
、
十
六
区

二
県
を
管
轄
す
る
直
轄
市
で
あ
る
。
面
積
は
一
万

六
八
〇
〇
平
方
㌔
㍍
で
、
四
国
の
面
積
に
ほ
ぼ
匹

敵
す
る
。
大
陸
性
気
候
の
た
め
寒
暖
の
差
が
大
き

く
、
夏
は
気
温
が
四
十
度
を
超
え
る
日
も
あ
れ
ば
、

冬
は
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
十
度
を
下
回
る
日
が

多
く
あ
る
。

　
北
京
市
に
は
万
里
の
長
城
や
故

宮
な
ど
、
合
計
七
つ
の
世
界
遺
産

が
あ
り
、
歴
史
的
・
文
化
的
な
魅

力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
二
〇
二
二
年
の
北
京
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
道
路
や

地
下
鉄
の
建
設
な
ど
、
都
市
開
発

が
盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

人
々
の
生
活
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
・
ス
マ
ー
ト
化
が
進
み
、
防
疫

対
策
も
健
康
コ
ー
ド
ア
プ
リ
で
行

わ
れ
て
い
る
。
北
京
市
は
中
国
の
政
治
と
経
済
の

中
心
地
で
あ
り
な
が
ら
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も

の
と
が
相
反
す
る
こ
と
な
く
調
和
し
た
、
他
に
類

を
見
な
い
国
際
都
市
と
い
え
よ
う
。

現
地
の
教
育
環
境

　
中
国
の
教
育
制
度
は
小
学
校
六
年
、
中
学
校
三

年
、
高
等
学
校
三
年
、
大
学
四
年
で
、
い
ず
れ
も

九
月
に
年
度
が
始
ま
る
二
学
期
制
で
あ
る
。

　
北
京
に
は
世
界
中
か
ら
政
府
や
企
業
の
関
係
者

と
そ
の
家
族
が
集
ま
っ
て
い
る
た
め
、
本
校
を
は

じ
め
、
イ
ギ
リ
ス
系
、
ド
イ
ツ
系
、
フ
ラ
ン
ス
系
、

韓
国
系
、
カ
ナ
ダ
系
な
ど
多
く
の
外
国
人
学
校
が

あ
る
。
日
本
人
の
子
ど
も
の
多
く
は
本
校
で
学
ん

で
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
や

現
地
校
の
国
際
部
な
ど
で
学
ぶ
子
ど
も
も
い
る
。

　
北
京
市
内
の
日
本
人
が
多
く
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン

に
は
私
設
の
日
本
人
幼
稚
園
や
学
習
塾
を
設
け
て

い
る
と
こ
ろ
が
い
く
つ
も
あ
り
、
多
く
の
日
本
人

故宮

万里の長城

ア メ リ カ 合 衆 国

メキシコ

カナダ

エルパソ
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小学部３年　スーパーマーケット見学

小学部１年　北京動物園でパンダと

校舎の全景

Japanese School of Beijing
URL  http://jsb-cn.com
児童生徒数　小＝155人　中＝46人

北京
海外校シリーズ
●中華人民共和国●

北京日本人学校 
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の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い
る
。

　
教
育
関
連
施
設
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
防
疫
対

策
に
つ
い
て
は
、
北
京
市
や
各
区
の
教
育
委
員
会

か
ら
定
期
的
に
指
示
が
あ
り
、
毎
日
の
体
温
報
告

や
防
疫
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
、現
地
校・

外
国
人
学
校
問
わ
ず
一
貫
し
た
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。

北
京
日
本
人
学
校
な
ら
で
は
の

教
育
活
動

　
小
学
部
と
中
学
部
が
併
設
さ
れ
て
い
る
本
校
で

は
、
小
一
か
ら
中
三
ま
で
が
協
力
す
る
縦
割
り
班

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
中

学
部
や
高
学
年
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に
つ
け
、

低
・
中
学
年
の
子
ど
も
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
を

学
ん
で
い
る
。

　
北
京
な
ら
で
は
の
校
外
学
習
や
特
別
授
業
が
多

い
の
も
本
校
の
特
色
で
あ
る
。
パ
ン
ダ
が
い
る
北

京
動
物
園
を
訪
れ
る
小
一
。
有
機
栽
培
農
場
の
見

学
な
ど
、
身
近
な
地
域
に
つ
い
て
調
べ
る
小
二
。

学
校
周
辺
の
町
探
検
や
日
系
ス
ー
パ
ー
の
見
学
を

通
し
て
人
々
の
生
活
を
学
ぶ
小
三
。
ご
み
処
理
施

設
や
消
防
署
の
見
学
な
ど
か
ら
人
々
の
工
夫
や
努

力
に
つ
い
て
調
べ
る
小
四
。
自
動
車
工
場
だ
け
で

な
く
製
薬
や
電
化
製
品
な
ど
の
工
場
見
学
を
通
し

て
日
本
の
産
業
に
つ
い
て
調
べ
る
小
五
。
北
京
原

人
遺
跡
や
盧
溝
橋
を
見
学
し
、
実
物
か
ら
歴
史
や

日
中
関
係
に
つ
い
て
学
ぶ
小
六
。
現
地
校
の
北
京

市
月
檀
中
学
と
運
動
会
や
国
際
交
流
弁
論
大
会
を

合
同
で
行
い
、
日
中
の
交
流
を
深
め
る
中
学
部
。

そ
の
ほ
か
、
天
壇
公
園
や
頤
和
園
な
ど
の
世
界
遺

産
で
行
う
全
校
遠
足
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
子

ど
も
た
ち
と
開
催
す
る
小
学
部
低
学
年
の
国
際
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
、
数
え
れ
ば
き
り
が
な
い

ほ
ど
で
あ
る
。
小
一
か
ら
英
会
話
学
習
、
中
国
語

学
習
を
行
っ
て
い
る
本
校
の
児
童
生
徒
は
、
北
京

な
ら
で
は
の
豊
か
な
体
験
活
動
を
通
し
て
、
多
文

化
を
理
解
す
る
態
度
や
国
際
性
を
育
ん
で
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
、
本
校
で
も
こ
れ
ま
で
通
り

の
教
育
活
動
を
行
え
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。
し
か

し
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
前
倒
し
し
て
一
人

一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
ふ
だ
ん
の
授
業

は
も
ち
ろ
ん
、
課
題
の
や
り
取
り
や
卒
業
式
な
ど

の
式
典
関
係
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
教

育
活
動
を
新
し
い
視
点
か
ら
見
直
し
、
小
六
と
中

二
が
合
同
で
北
京
市
内
の
世
界
遺
産
を
巡
る
修
学

旅
行
を
実
施
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た

新
た
な
活
動
を
創
出
し
て
い
る
。

（
二
〇
二
一
年
十
一
月
現
在
）

子 ど も た ち か ら

文
化
体
験
学
習
　
少
林
拳
に
挑
戦

全校遠足　縦割り班で世界遺産天壇公園へ 日中仏独で国際ドッジボール大会

中学部　日中友好国際交流弁論大会

小学部４年
図画工作科

小学部６年　修学旅行　
西安にて兵馬俑

よう

を見学
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Association Franco-Japonaise à Toulouse
URL  https://afjt.fr/index.php/ja/
児童生徒数　幼＝11人　小＝19人

トゥールーズ校借用校舎

ア
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル
の

息
づ
く
街

　
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
市
は
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
オ
ク
シ

タ
ニ
ー
地
方
に
位
置
す
る
、
人
口
約
五
十
万
人
の

フ
ラ
ン
ス
第
四
の
都
市
。
約
三
〇
〇
人
の
在
留
邦

人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
南
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
と
リ

ゾ
ー
ト
地
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
が
ち
だ
が
、
ト

ゥ
ー
ル
ー
ズ
は
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
地
方
都
市
で

あ
る
。
近
郊
に
は
豊
か
な
自
然
が
残
り
、
地
中
海

や
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
に
も
車

で
一
時
間
半
程
度
で
行
け

る
た
め
、
都
市
に
暮
ら
し

な
が
ら
手
軽
に
自
然
を
満

喫
で
き
る
。

　
エ
ア
バ
ス
社
を
中
心
に

し
た
航
空
、
宇
宙
産
業
で

知
ら
れ
て
い
る
が
、
医
療

研
究
機
関
や
Ｉ
Ｔ
系
企
業

も
集
ま
り
活
発
な
産
業
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
学
都
市
と
し
て

も
発
展
し
て
い
て
、
多
く
の
学
生
が
集
ま
り
活
気

が
あ
る
。
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
の
大
学
は
日
本
の
複
数

の
大
学
と
提
携
関
係
が
あ
り
、
近
年
は
交
換
留
学

で
来
る
日
本
人
学
生
も
増
え
て
い
る
。

　
暮
ら
し
の
隅
々
に
フ
ラ
ン
ス
な
ら
で
は
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
息
づ
く
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
街

で
あ
る
。

現
地
の
教
育
環
境

　
フ
ラ
ン
ス
の
義
務
教
育
は
三
歳（
幼
稚
園
）か

ら
十
六
歳（
中
学
校
）ま
で
。
バ
カ
ン
ス
が
多
い

せ
い
か
、
一
日
あ
た
り
の
授
業
時
間
が
長
い
の
が

特
徴
だ
。
一
般
的
に
、
幼
稚
園
と
小
学
校
は
八
時

半
か
ら
十
六

時
ご
ろ
ま
で
、

水
曜
日
は
午

前
の
み
で
、

午
後
に
は
習

い
事
に
励
む

子
ど
も
が
多

い
。
本
校
の

子
ど
も
た
ち

も
同
様
だ
が
、

乗
馬
や
ラ
グ

ビ
ー
、
ハ
ー

プ
や
ド
ラ
ム

な
ど
、
日
本

で
は
珍
し
い

習
い
事
を
し
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て
い
る
子
ど
も
も
多
い
。

　
フ
ラ
ン
ス
語
が
未
習
得
で
も
外
国
人
向
け
の
ク

ラ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
稀ま

れ
で
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
、
現
地
校
の
通
常
ク
ラ
ス
へ
の
入
学
と

な
る
。
美
術
・
音
楽
教
育
は
教
師
の
裁
量
に
左
右

さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
が
、
さ
す
が
芸
術
の
国
フ

ラ
ン
ス
、
幼
稚
園
か
ら
積
極
的
に
地
元
の
美
術
館

を
見
学
す
る
な
ど
、
年
齢
に
合
わ
せ
た
美
術
教
育

も
盛
ん
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
伴
い
、
中
学
や
高
校
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

も
行
わ
れ
た
よ
う
だ
が
、
小
学
校
な
ど
で
は
難
し

い
面
も
多
く
、
全
般
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
こ
れ
か

ら
の
動
向
に
期
待
し
た
い
。

　
当
地
に
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
も

あ
る
が
、
本
校
の
子
ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
現

地
校
に
通
学
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
乗
り
越
え
て

　
開
校
十
六
年
を
迎
え
る
本
校
に
は
、
市
内
に
あ

る
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
校
と
郊
外
の
ラ
ベ
ー
ジ
ュ
校
の

二
校
に
、
幼
稚
園
か
ら
中
学
生
ま
で
約
三
十

人
の
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
で
い
る
。
継
承
語

と
し
て
の
日
本
語
教
育
を
中
心
に
し
た
、
少

人
数
の
複
式
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

　
二
〇
二
二
年
三
月
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
一
回
目
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
行

わ
れ
て
以
降
、
他
の
補
習
授
業
校
と
同
様
に
、

手
探
り
の
状
態
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う

日
々
が
長
期
間
続
い
た
。
そ
の
な
か
で
も
子

ど
も
た
ち
は
、
画
面
越
し
に
オ
ン
ラ
イ
ン
な

ら
で
は
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
、
そ
の
柔
軟
性
に

は
感
嘆
さ
せ
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
回
目
の

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
以
外
は
学
校
で
の
授
業
を
維
持
す

る
方
針
が
貫
か
れ
、
現
地
校
は
ほ
ぼ
通
常
通
り
の

授
業
が
行
わ
れ
非
常
に
助
か
っ
た
が
、
補
習
授
業

校
は
施
設
使
用
許
可
が
な
か
な
か
下
り
ず
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
が
続
い
た
。
子
ど
も
た
ち
も
友
達
に
会

え
ず
残
念
が
っ
て
い
た
が
、
遠
方
か
ら
通
学
す
る

家
族
に
と
っ
て
は
往
復
数
時
間
の
通
学
が
な
く
な

っ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
別
の
地
方
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
た
め
に
入
学
し
た
児
童
が
い
た
り
す
る

な
ど
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
点
も
あ
っ
た
こ
と
が
せ
め

て
も
の
救
い
だ
。

　
二
〇
二
〇
年
度
は
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
り
非
常
に
残
念
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は
十

月
に
運
動
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
昭
和
の

香
り
が
残
る
補
習
授
業
校
な
ら
で
は
の
運
動
会
を

二
年
ぶ
り
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
通
常
な
ら

ば
長
期
休
暇
を
利
用
し
て
日
本
に
帰
国
し
、
な
か

に
は
日
本
の
学
校
に
短
期
入
学
す
る
と
い
う
貴
重

な
体
験
を
す
る
子
ど
も
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
以
降
は
日
本
に

帰
国
で
き
て
い
な
い
子
ど
も
が
多
い
。
授
業
体
制

の
変
更
が
原
因
で
退
学
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
非
常

に
残
念
な
気
持
ち
は
否
め
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

状
況
で
補
習
授
業
校
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
く

な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
だ
落
ち
着
か
な
い
状
況
は

続
く
が
、
彼
ら
が
成
長
し
た
と
き
に
「
コ
ロ
ナ
禍

で
も
日
本
語
の
勉
強
を
が
ん
ば
っ
た
よ
ね
」
と
言

っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

（
二
〇
二
一
年
十
二
月
現
在
）

ラベージュ校　高学年クラス　国語

ラベージュ校　低学年クラス　国語

ラベージュ校　幼稚園クラス

パン食い競争
玉入れ

── 運動会 ──

トゥールーズ校
中学年クラス

子 ど も た ち か ら



×立正大学法学部コラボ企画

「法 …」義講いし難「」ドーレパンオの語用門専いなれ慣き聞「」記暗丸の文条「 ？かすで何はのもるすジーメイてい聞と」学
こんなイメージから、なかなか親しみが持てないのも事実でしょう。

しかし実は、コンビニでパンを買ったり、電車やバスに乗るといったごく日常的な行為すべてが、
法律に定められたルールに従っておこなわれていることをご存知ですか？
法律は、私たちの実生活と切っても切れない、とても密接なものです。

「法学」を学ぶということは、法の考え方を理解し、現実の社会で生かすことです。
ここでは、「難しい」「硬い」という印象の強い「法学」が、
実は「身近で親しみやすい」学問であることを、
立正大学法学部の教員が紹介します。

実
高校生のための「法学」講座

法学 のハナシ」「
はやさしい

画面内どこでも
クリックすると

専用サイトが出ます

例えば・・・
●カンニングは罪に問われるの？
●約束と契約ってどう違うの？
●無期懲役って軽い刑罰なの？

▶気になる回答は
　大学通信HP専用サイトへ

https://kokusai.sapix.co.jp/
https://www.univpress.co.jp/university/rissho_law/14th_lecture/


■帰国生説明会
来校・スカイプ・ZOOMによる学校説明会を随時実施しております。下記までご連絡ください。

■2022年スクールイベント
４月春入学卒業式、７月オルカ・フェスタ（成果物発表会）、10月秋入学卒業式、他多数　※詳しくはHPへ

毎月入学、毎月卒業が可能な当校では、直近半年で入学または卒業した生
徒の皆さんを対象に、年に２回、春と秋に合同の入学卒業式を開催していま
す。同イベントは、日本・海外のインター生と出会い、卒業生一人ひとりの
自分らしいサクセスストーリーに触れ、当校の生徒たちの様子や学校の雰囲
気を知ることのできる絶好の機会となっております。
このたび、2022年4月24日（日）に本年春の入学卒業式を開催いたします！
検討者の皆様ももちろんご参加いただけますので、ご興味ある方はぜひお気
軽に下記お問合せまでご連絡ください。
海外ふくめ遠方にお住まいの方もご視聴いただけます。
多くの皆様のご参加をお待ち申し上げております。

卒業生：原谷郷音さん
アメリカの高校を卒業まで数か月のとこ
ろで帰国し、自分で探して見つけた東京
インターハイスクールに入学。自分の関
心や興味を追求してユニークな学習を楽
しみ、半年で卒業し、最難関といわれるミ
ネルバ大学への進学を決める。  

登校義務なし（登校日0日）
世界中からいつでも入学・卒業
赴任先々で継続して学習可
学習はインターネットでOK

0120-327-181,TEL:03-6427-3450

2022年4月24日（日）に春の入学卒業式を開催します！

アメリカ・ワシントン州認可校

東京慈恵医大、山梨大（医）、東京外大（独）、千葉大
（工）、名古屋大（理）、長崎県立大、東京理科大、早大、慶
大、上智大、ICU、国際教養大（秋田）、同志社大、成蹊大、
APU、法政大、青山学院大、中央大、立教大、獨協大、明学
大、聖心女大、東洋英和女大、多摩美大、武蔵美大、iCLA、
京都造形芸術大、東海大、関西学院大、Minerva U、Harvard 
U、Singapore NU、New York U、London U、The Open U、
Seattle U、Berklee Music C、Hawaii Tokai International C、
Temple U、Penn State U、Arizona State U、他多数

自由に科目設定して単位履修
自分の興味と関心が学校科目
受験勉強や留学準備が卒業単位
テストなし、提出物で評価決定

生徒に専属の担任学習コーチ
コーチングアプローチで目標達成
日本語でも英語でも対応可能
卒業と進学を全面サポート

マンツーマンのサポート

学習サポート
自分流に学習して単位履修

単位制
インターネットで自由に学習

通信制

https://www.inter-highschool.ne.jp/
Skype ID：interhighschool
info@inter-highschool.ne.jp

東京インターハイスクール
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷1-23-18　ワールドイーストビル4F

受付時間：平日 9：00～17：00
お問合せ
「東京インターハイスクール」は米国ワシントン州のアルジャー・インディペンダンス・ハイスクールの日本校です

https://www.youtube.com/watch?v=hyrvBei7FFg


「人と違うことは宝、一人ひとりに同
じ対応をすることが平等ではなく、
それぞれの子どもに合った対応をす
ることが平等。常に主役は一人ひと
りの子ども。」という LCA 創設者で
ある山口紀生の考え方が生み出した
この知の空間には、子どもたちの「こ
うしてほしい」を叶えてくれる司書
がいる。
子どもたちの目線で考えられた多く
の手作りファイル（写真：左）や造
作物には、アナログで手のかかるこ
とにこそ惜しみなく時間を注ぐ司書
の思いが溢れている。
帰国子女が、LCA で自分らしさを
存分に発揮できるのは、この図書館
をはじめとし、安心して自分の意見
を発言できる環境と、その意見を
しっかりと受け止め形にしてくれる
先生がいるからなのです。

「あっ、ママ。
見て見てこの本！懐かしい」

「わー、ほんとだ。
あっ、これもよく読んだよね」

LCA の児童は毎年 TOEFL Primary、 

TOEFL Junior®を受け、リーディング

レベルとともに Lexile 指数が判定さ

れます。 Lexile 指数とは「読解力」、

「文章の難易度」を示す指標です。図

書館の洋書にはこの指数に応じて色分

けされたシールが貼られていて、自分

のレベルに合った本を簡単に見つけら

れるように工夫されています。実は、

Amazon でもこの指数が表記されて

います。ご存じでしたか？

子どもたちはたくさんの疑問や質問を

投げかけてきます。この時こそ“本のソ

ムリエ”の本領発揮です。「その子の

疑問を解決できるのはどの本か、さら

に興味を広げるためには何を薦めよう

か」一人ひとりに合わせて考えます。

その場ですぐに回答できなければ、手

紙に書いて必ず帰りまでに届けます。

モットーは子どもの興味関心が冷めな

いうちに応えること。こうして子どもの

知的好奇心を大切に育んでいます。

転入生の多い LCA。司書はいち早く

転入生の趣味嗜好を捉え、同じ趣味

を持った児童と引き合わせて、本を通

してコミュニケーションを育み友達作

りをサポートします。これは、在校生

約 300 人の趣味嗜好がほとんど頭に

入り、全校児童と密にコミュニケーショ

ンをとっている司書だからこそできる

素敵な役割ですね。この図書館では

学年を超え、同じ分野に興味を持つ子

どうしのつがなりができています。

Lexile指数をご存じですか？ 

LCA 国際小学校 司書　宇田典子

Lexile指数をご存じですか？ 

学校見学説明会開催中！
編入随時受付
詳細はHPをご覧ください

〒252-0132 神奈川県相模原市緑区橋本台3-7-1
｜TEL｜042-771-6131 ｜FAX｜042-771-6132
｜最寄駅｜JR 線、京王線 橋本駅 北の丘センター向い

https://elementary.lca.ed.jp
LCA国際小学校 検索

司書は“本のソムリエ”図書館のもうひとつの役割図書館のもうひとつの役割

海外から転入を考えて見学にきた親子は、
洋書が並ぶ本棚の前でひとしきり盛り上
がる。
帰国してから少しうつむき加減だった子
どもに笑顔が戻っていた。
１冊の本が子どもの心を救うこともある。

思い出の本に出会える小学校
洋書5000冊・和書5000冊を揃えるバイリンガル図書館
思い出の本に出会える小学校

洋書5000冊・和書5000冊を揃えるバイリンガル図書館

https://elementary.lca.ed.jp/


オンライン授業にも万全の体制。全室超高速ネット回線完備！

一人の時間も、友達との時間も・・・
プライベートとコミュニケーション空間が両立した、心豊かで充実した学生生活を

巣鴨駅

不忍通り千石２丁目バス停

小石川植物園

A4

都
営
三
田
線

JR山手線

大塚３丁目バス停

文京
カテリーナ

六義園

千
石
駅

新
大
塚
駅

茗
荷
谷
駅

お茶の水
女子大学

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線

▶アクセス
　都営三田線「千石」駅より徒歩5分、JR山手線「巣鴨」駅より徒歩12分、
　都バス（早稲田～上野松坂屋前）千石2丁目バス停前

▶主要駅までの所要時間
　新宿…巣鴨駅より20分、水道橋…千石駅より8分、東京…巣鴨駅より25分、
　三田…千石駅より19分、早稲田…千石2丁目バス停より20分

女子学生会館　文京カテリーナ
〒112-0011 東京都文京区千石2-30-12

TEL.03-3942-2291
FAX.03-3945-2281
www.katerina.gr.jp/

ご入館のお申し込み・お問い合わせは

最新式ICカードシステムで早朝深夜対応の門限制度。
都心ながら随一閑静な高台に建ち、

当たり前の日常生活を心を込めてお届けする。

多忙な学生生活にうれしい、
充実の共用水周りはお掃除いらず！

大浴場や共用キッチン、ランドリー室は終日利用可。
スーパー・コンビニは徒歩１～３分圏内、

駅も５分で夜間でも安心かつ便利な環境です。

POINT

食堂は22時まで
利用可能。
23時までなら

お弁当に早替わりで
安心の食生活

POINT

完全個室の
シャワールーム、
いつでも入れる
大浴場で

毎日リフレッシュ

会館屋上からの風景

共同浴室

ピアノ持込可の居室

ロビー

https://www.katerina.gr.jp/
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オ ス ス メ の 一 冊
　

本
誌
の
読
者
の
中
に
は
、
中
学
、
高
校
、

大
学
と
日
本
の
学
校
で
英
語
の
勉
強
を
し

て
き
た
け
れ
ど
、
英
語
力
に
は
自
信
が
持

て
な
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
現
在
、
海
外
で
英
語
を

使
っ
て
生
活
さ
れ
て
い
る
方
や
、
海
外
で

英
語
を
使
う
経
験
を
さ
れ
、
も
っ
と
高
度

な
英
語
力
を
習
得
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
真

剣
に
英
語
力
を
身
に
つ
け
た
い
と
学
習
し

た
が
、
期
待
し
た
ほ
ど
の
効
果
が
得
ら
れ

な
い
経
験
を
し
た
人
ほ
ど
、
効
果
的
な
英

語
学
習
法
を
教
え
て
ほ
し
い
と
考
え
る
の

は
理
解
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
形
で
、
街
に
は
短
時
間
で
、
そ
れ
ほ
ど

の
努
力
を
し
な
い
で
英
語
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
本
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
第
二
言
語
習
得
の
理
論

に
基
づ
き
、
し
っ
か
り
と
し
た
内
容
の
英

語
学
習
法
の
良
書
も
あ
り
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
英
語
学
習
で
挫
折
し
た
人
が
飛
び

つ
き
た
く
な
る
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
本
も

よ
く
見
か
け
ま
す
。
ま
た
、
簡
単
に
英
語

が
習
得
で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
た

本
が
よ
く
売
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

評
者
は
、
日
米
両
国
で
初
等
・
中
等
・

高
等
教
育
を
受
け
、
米
国
の
大
学
か
ら
博

士
の
学
位
を
取
得
し
、
日
米
の
大
学
と
大

学
院
で
言
語
学
、
応
用
言
語
学
、
英
語
教

育
学
を
教
え
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
文
部

科
学
省
の
英
語
検
定
教
科
書
の
執
筆
に
も

三
十
年
以
上
か
か
わ
り
、
第
二
言
語
習
得

に
関
す
る
論
文
や
著
書
も
多
数
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
は
っ
き
り
言
え
る

こ
と
は
、「
楽
を
し
て
英
語
力
を
身
に
つ

け
る
方
法
な
ど
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

苦
労
し
な
い
で
英
語
を
習
得
す
る
夢
の
よ

う
な
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学

問
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
合
理
的
な
勉
強
方

法
は
あ
り
ま
す
。

　

本
書
の
著
者
は
認
知
科
学
の
研
究
者
で

す
。
認
知
科
学
の
中
で
も
、
認
知
心
理
学
、

特
に
子
ど
も
の
母
語
の
習
得
を
長
年
研
究

し
、
母
語
の
習
得
過
程
や
特
徴
は
思
考
の

発
達
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
述
べ
て

い
ま
す
。
英
語
の
学
習
の
際
も
、
記
憶
や

理
解
に
関
す
る
認
知
科
学
の
理
論
に
則

の
っ
と

っ

た
学
習
法
や
指
導
法
が
大
切
で
あ
る
と
説

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
認
知
心
理
学
的
視

点
か
ら
見
れ
ば
、
わ
か
り
や
す
く
教
え
た

と
し
て
も
、
教
え
た
内
容
が
必
ず
し
も
学

習
者
の
脳
裏
に
移
植
さ
れ
定
着
す
る
わ
け

で
は
な
い
か
ら
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
認
知
科
学
で
知
ら
れ
て
い
る
学

習
方
法
を
外
国
語
学
習
に
当
て
は
め
、英
語

の
合
理
的
学
習
方
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
学
習
法
が
合
理
的
で
あ
る
理

由
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
が
、
他

の
英
語
学
習
本
と
は
違
う
点
で
す
。

　

日
本
人
が
つ
い
誤
っ
て
使
っ
て
し
ま
う

英
語
表
現
を
集
め
た
優
れ
た
本
に
は
今
ま

で
何
冊
も
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

役
に
立
つ
英
語
表
現
を
集
め
た
良
書
も
多

く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
英
語

表
現
を
頭
に
詰
め
込
ん
で
も
英
語
は
必
ず

し
も
上
手
に
使
い
こ
な
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
本
書
は
認

知
の
仕
組
み
か
ら
解
説
し
て
い
ま
す
。
ど

の
分
野
の
学
び
に
も
共
通
し
た
ツ
ボ
が
あ

り
ま
す
。
学
習
の
一
般
的
な
法
則
を
英
語

学
習
に
役
立
て
る
と
い
う
、
認
知
科
学
の

研
究
者
ら
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

本
書
は
、「
幼
児
期
か
ら
英
語
に
触
れ

て
い
れ
ば
自
然
に
高
度
な
英
語
力
が
付
く

の
か
」、「
英
語
の
四
技
能
は
、
最
初
か
ら

バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
習
す
る
方
が
合
理
的
な

の
か
」、「
英
語
を
大
量
に
聞
い
た
り
読
ん

だ
り
す
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
で
通
用
す
る
レ
ベ

ル
ま
で
の
話
す
力
や
書
く
力
が
身
に
つ
く

の
か
」、
な
ど
の
問
い
に
つ
い
て
の
答
え

の
ヒ
ン
ト
も
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

英
語
学
習
は
、
た
だ
時
間
を
か
け
れ
ば

よ
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
注
意
を
向

け
て
取
り
組
み
、
自
分
の
進
歩
を
糧
に
、

自
分
な
り
の
学
習
方
法
を
編
み
出
し
て
学

び
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
と
ば
は

奥
深
く
、
面
白
い
も
の
で
す
。
こ
と
ば
が

い
か
に
多
様
に
世
界
を
切
り
分
け
、分
類
・

整
理
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
本
書
は
教
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
を
読
む
だ
け
で
、
英
語
力
が
す
ぐ

に
身
に
つ
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
英
語
学
習
と
い
う
長
い
道
の
り
の

道
標
と
し
て
役
に
立
つ
こ
と
は
、
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
気
長

に
英
語
の
勉
強
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い

る
方
に
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
一
冊
で
す
。

（
選
・
評
＝
服
部 

孝
彦
）

英語独習法
今井むつみ　著

岩波新書
税込価格　880円
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「
先
生
が
こ
わ
い
」か
も

　
日
本
の
小
学
校
か
ら
ア
メ
リ
カ
の

小
学
校
へ
移
っ
た
子
ど
も
は
「
先
生

が
こ
わ
い
」
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
逆
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本

の
学
校
に
入
っ
た
子
ど
も
は
「
先
生

が
も
っ
と
こ
わ
い
と
い
い
」
と
思
う

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
地
域
や
学
校
に
よ
っ
て

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
小
学

校
に
行
く
と
、
授
業
時
間
中
で
も
あ

ち
こ
ち
の
教
室
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

声
や
授
業
を
す
る
先
生
の
声
が
聞
こ

え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
が
集

ま
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
少
し
う
る

さ
い
ぐ
ら
い
の
方
が
活
気
が
あ
っ
て

い
い
と
思
う
人
は
、
日
本
な
ら
少
な

く
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
が
ア
メ
リ
カ
の
学
校
に
慣
れ
た
帰

国
児
童
に
と
っ
て
は
「
日
本
の
学
校

は
う
る
さ
く
て
い
や
だ
」
と
悩
み
の

種
に
も
な
る
の
で
す
。

　
一
般
的
に
、
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校

に
入
る
と
、
学
校
の
中
は
静
か
で
す
。

先
生
も
あ
ま
り
大
き
な
声
を
出
し
ま

せ
ん
。
教
室
を
静
か
に
保
つ
こ
と
も

先
生
の
大
切
な
仕
事
で
す
。
先
生
が

大
き
な
声
を
出
す
の
は
、
ほ
ん
と
う

に
そ
の
必
要
が
あ
る
と
き
で
す
。

「
先
生
へ
の
期
待
」が
違
う

　
私
は
日
本
で
二
十
年
近
く
教
員
を

や
っ
て
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
の

先
生
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
特

に
低
学
年
の
先
生
の
厳
し
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
日
本
の
子
ど
も
た
ち
な
ら

震
え
上
が
る
く
ら
い
の
迫
力
で
す
。

で
も
子
ど
も
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
、

先
生
が
厳
し
く
秩
序
を
守
っ
て
く
れ

る
の
で
安
心
し
て
学
校
に
行
け
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
保
護
者

も
そ
ん
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
先
生
も
子
ど
も
た
ち
も
、

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
文
化
の
な
か
で
育

っ
て
い
る
の
で
、
言
わ
な
く
て
も
わ

か
り
合
え
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
な
背
景
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
先
生
が
は

っ
き
り
し
た
基
準
を
示
し
て
厳
し
く

守
る
よ
う
に
し
つ
け
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
先
生
に
な
っ
た
と
き
、

「
一
貫
性
（consistency

）」
の
大

切
さ
を
強
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
行
為

に
は
結
果
（consequence

）
が

伴
う
こ
と
を
子
ど
も
に
わ
か
ら
せ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
違
反

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
い
つ
で
も
、

誰
に
対
し
て
も
同
じ
結
果（「
罰
」
と

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団 

教
育
相
談
員

佐
々 

信
行

プロフィール（さっさ のぶゆき）
1971～ 92年、横浜市立小学校教諭（74～ 77年、
ハンブルグ補習授業校教諭）。1992～ 2001年、
バージニア州グレートフォールズ小学校イマージョン
プログラム教諭（同時にワシントン補習授業校教諭）。
長女はドイツ生まれ、長男はアメリカで中高時代を
過ごす。2001～ 08 年、啓明学園初等学校校長。
08～14 年、啓明学園中学校高等学校校長。

子どもはアメリカの
現地校に通っていますが、
先生とうまくやれていない
ようです。どうしたら
よいのでしょうか。
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は
言
い
ま
せ
ん
）
が
起
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　「
今
度
だ
け
特
別
」
と
か
「
慣
れ

て
い
な
い
か
ら
大
目
に
見
る
」
と
か

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
、
先
生
が
自

分
で
決
め
た
決
ま
り
を
自
分
で
破
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
、子
ど
も
に「
決

ま
り
は
守
ら
な
く
て
よ
い
」
と
教
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
私
が
教
え
て
い
た
四
年
生
で
、「
宿

題
を
提
出
し
な
か
っ
た
ら
昼
休
み
に

外
へ
遊
び
に
行
け
な
い
」
と
い
う
決

ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
宿
題
を

き
ち
ん
と
出
す
の
が
苦
手
な
子
ど
も

も
い
ま
す
。
あ
る
金
曜
日
、
一
週
間

の
間
一
度
も
外
で
遊
べ
な
か
っ
た
子

が
私
の
と
こ
ろ
に
来
ま
し
た
。

　「
先
生
お
願
い
、
今
日
だ
け
外
へ

行
っ
て
も
い
い
で
す
か
。
来
週
は
宿

題
を
ち
ゃ
ん
と
出
し
ま
す
か
ら
」

　
遊
び
盛
り
の
四
年
生
に
と
っ
て
、

外
へ
行
け
な
い
の
は
つ
ら
い
こ
と
で

す
。
そ
の
表
情
を
見
て
い
ら
れ
な
く

な
っ
て
、「
絶
対
に
約
束
が
守
れ
る

ん
だ
ね
」
と
念
を
押
し
て
、
外
へ
行

く
の
を
許
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
子
は
ま
さ
か
許
さ
れ
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。「
信
じ
ら

れ
な
い
」
と
い
う
大
喜
び
の
表
情
で

遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
日
本
の
学
校

で
あ
れ
ば
、「
子
ど
も
の
気
持
ち
を

考
え
た
温
か
い
措
置
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
私
は
同
僚
の
先
生
か
ら
厳
し
く

注
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
子
が
「
自
分
の
気
持
ち
を
わ

か
っ
て
く
れ
た
先
生
と
の
約
束
だ
か

ら
絶
対
に
守
る
！
」
と
次
の
週
か
ら

宿
題
を
き
ち
ん
と
出
す
よ
う
に
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
で
き
る
く

ら
い
な
ら
、
金
曜
日
ま
で
一
度
も
遊

び
に
行
け
な
い
よ
う
な
こ
と
に
は
な

っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

私
の
し
た
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
の
先
生

と
し
て
は
失
格
で
す
。

　
し
か
し
、
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
て

も
、
身
に
染
み
て
い
る
行
動
様
式
は

簡
単
に
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
教
室

の
秩
序
を
し
っ
か
り
保
っ
て
安
心
な

環
境
を
つ
く
る
と
い
う
面
で
は
、
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
つ
ど
、
同
僚
の
先
生
や
校

長
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
先
生
た
ち
も
、
自
分

の
ク
ラ
ス
や
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が

幸
せ
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
を
何

よ
り
の
誇
り
に
思
う
人
た
ち
で
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
カ
ギ

　
先
生
の
立
場
で
も
そ
う
で
す
か

ら
、
日
本
の
子
ど
も
が
児
童
生
徒
の

立
場
で
ア
メ
リ
カ
の
学
校
に
入
っ
て

い
っ
た
ら
、
や
は
り
戸
惑
う
こ
と
が

あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
と
き
に
は
「
先
生
と
う
ま
く
い

か
な
い
」
と
い
う
形
を
取
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

　
い
け
な
い
こ
と
を
し
た
ら
、
だ
れ

で
も
同
じ
よ
う
に
厳
し
く
𠮟
る
の
が

ア
メ
リ
カ
の
先
生
で
す
。
ア
メ
リ
カ

の
学
校
生
活
に
慣
れ
な
い
こ
ろ
、
先

生
に
叱
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
な
ぜ

叱
ら
れ
た
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
よ
う

だ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
先
生
に
わ
け
を

聞
い
て
お
子
さ
ん
に
説
明
し
て
く
だ

さ
い
。
な
ぜ
叱
ら
れ
た
か
わ
か
れ

ば
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
く
て

済
み
ま
す
。
も
し
わ
か
ら
な
い
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
何
度
も
叱
ら
れ

て
、「
先
生
は
私
の
こ
と
が
好
き
で

は
な
い
ん
だ
」
と
思
う
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
小
さ

な
こ
と
で
も
先
生
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
心
配
は
小
さ
い
う
ち
に
解
決

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
学

校
で
の
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

不
安
が
不
安
を
呼
び
、
誤
解
が
誤
解

を
生
ん
で
大
き
く
な
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

　
ど
ん
な
用
件
で
あ
れ
、
保
護
者
が

先
生
と
話
す
こ
と
は
子
ど
も
の
安
心

感
に
つ
な
が
り
ま
す
。
パ
パ
や
マ
マ

と
仲
よ
く
お
話
し
し
て
い
る
大
人
は

自
分
の
味
方
に
違
い
な
い
か
ら
で
す
。

　
英
語
が
得
意
で
な
い
か
ら
学
校
に

行
く
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う

か
た
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
英
語
が
得
意
で
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な
い
保
護
者
が
い
る
の
は
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
で
す
。
先
生
の
方
も
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
来
て
く
れ
れ

ば
助
か
り
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
連
絡
す

る
ほ
ど
で
は
な
い
が
ち
ょ
っ
と
気
に

な
る
こ
と
を
尋
ね
て
み
た
り
、
小
さ

な
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
ふ
だ
ん
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
う

場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
と
き

ど
き
理
由
を
つ
け
て
送
り
迎
え
を
し

て
先
生
と
こ
と
ば
を
交
わ
す
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

次
の
手
順
も
決
ま
っ
て
い
る

　
と
は
い
え
、
人
間
同
士
な
の
で
ど

う
し
て
も
相
性
が
悪
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
先
生
と
し
て
も
、
担

任
す
る
児
童
生
徒
の
な
か
に
「
つ
き

合
い
に
く
い
」
子
ど
も
が
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
す
。
で
き
る
だ
け
そ
れ

が
表
れ
な
い
よ
う
に
努
め
て
は
い
ま

す
が
、
そ
ん
な
と
き
は
子
ど
も
の
方

も
何
か
し
っ
く
り
こ
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
態
度
が

反
抗
的
に
見
え
た
り
、
先
生
の
方
が

感
情
的
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な

い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
ど
う
し
て
も
先
生
と
の
関
係
が
う

ま
く
い
か
な
い
と
き
、
特
に
先
生
が

明
ら
か
に
人
権
へ
の
配
慮
に
欠
け
て

い
た
り
、
差
別
的
で
あ
っ
た
り
し
た

場
合
に
は
、
具
体
的
な
事
実
を
記
録

し
て
校
長
な
ど
管
理
職
の
先
生
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
管
理
職
は
、
教
室
で
教
え
る
先
生

と
は
別
の
職
種
で
す
。
問
題
の
処
理

の
仕
方
を
心
得
て
い
て
、
プ
ロ
の
や

り
方
で
対
処
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。

　
日
本
と
は
ひ
と
味
違
う
解
決
の
方

法
も
あ
り
ま
す
。
私
の
学
校
で
、
ひ

と
り
の
子
ど
も
が
学
年
の
途
中
で
い

つ
の
ま
に
か
隣
の
ク
ラ
ス
に
移
っ
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら

の
ク
ラ
ス
の
担
任
も
私
の
目
か
ら
見

れ
ば
頼
り
に
な
る
よ
い
先
生
で
し

た
。
先
生
と
の
問
題
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
か
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
た
め
の
措
置
だ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　
学
校
の
中
で
「
あ
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
」
も
起
こ
り
得
る
と
い
う
前

提
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
手
順
が
学

校
の
『
保
護
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
や

学
校
区
の
サ
イ
ト
な
ど
に
書
い
て
あ

り
ま
す
。
担
任
で
だ
め
な
ら
校
長
、

校
長
に
言
っ
て
も
だ
め
な
と
き
は

「
学
校
区
の
こ
の
窓
口
へ
」
と
い
う

具
合
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
す
か
ら
、

最
後
は
裁
判
で
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
が
、
さ
す
が
に
そ
こ
ま

で
行
く
の
は
よ
ほ
ど
の
場
合
で
す
。

思
い
が
け
な
い
展
開
も

　
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
が
引
き

受
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仕
事
で
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
立
ち
上
げ
た
際
、

私
の
名
前
が
ネ
ッ
ト
上
に
出
ま
し

た
。
す
る
と
、
二
十
年
前
の
ア
メ
リ

カ
で
の
教
え
子
か
ら
突
然
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
き
ま
し
た
。「
小
学
生
の
こ

ろ
は
よ
く
な
い
生
徒
で
ご
め
ん
な
さ

い
」
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。
正
直
、
私
に
と
っ
て

は
「
得
意
で
な
い
」
子
ど
も
で
、
少

し
苦
労
を
し
ま
し
た
。
彼
女
の
方
も

相
性
の
悪
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
年
ご
ろ
か
ら

い
っ
て
も
「
こ
の
先
生
に
言
わ
れ
る

と
逆
ら
い
た
く
な
る
」
と
い
う
と
こ

ろ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
彼
女
が
中

学
校
に
進
ん
で
か
ら
は
会
う
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
長
い
時
間

が
た
っ
て
か
ら
こ
の
よ
う
に
連
絡
を

し
て
く
れ
る
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
す
っ
か
り
大
人
に
な
っ

て
は
い
て
も
添
え
ら
れ
て
い
た
写
真

に
は
子
ど
も
の
こ
ろ
の
面
影
が
あ
り

ま
し
た
。
苦
労
が
一
度
に
報
わ
れ
た

思
い
が
し
ま
し
た
。

　「
う
ま
く
い
か
な
い
先
生
」
と
の

関
係
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
れ
ば

そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
先
生
と
の
お
つ
き
合

い
は
一
時
的
な
も
の
で
す
。
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
が
そ
れ
を
理
解
し
て

努
力
し
て
く
れ
た
と
い
う
の
は
悪
く

な
い
思
い
出
と
し
て
残
る
で
し
ょ

う
。
私
の
場
合
の
よ
う
に
、
何
年
か

た
っ
て
か
ら
思
わ
ぬ
展
開
が
な
い
と

も
限
り
ま
せ
ん
。



❶ 島
しまねけん

根県といえば「出
いずも

雲大
たいしゃ

社」が有
ゆうめい

名ですが、何
なん

の神
かみさま

様がいることで知
し

られているでしょう。

　 ●Ａ 縁
えんむす

結び　　　　  ●Ｂ 交
こうつう

通安
あんぜん

全　　　　  ●Ｃ 学
がくぎょう

業成
じょうじゅ

就　　　　  ●Ｄ 家
か な い

内円
えんまん

満　　　 

❷ 島
しまねけん

根県には「出
いずも

雲時
じか ん

間」があります。「九
く じ

時集
しゅうごう

合、出
いず も

雲時
じか ん

間ね」と言
い

われたらどういう意
い み

味？

　 ●Ａ 早
はや

めに来
き

てね　  ●Ｂ 時
じ か ん

間厳
げんしゅ

守だよ　  ●Ｃ 遅
おそ

めに来
き

てね　  ●Ｄ 少
すこ

し遅
おく

れても大
だいじょうぶ

丈夫だよ

　中
ちゅうごく

国地
ち ほ う

方の日
に ほ ん

本海
かいがわ

側に位
い ち

置し、隣
りんせつ

接する鳥
とっとりけん

取県に
次
つ

いで全
ぜんこく

国で二
に ば ん め

番目に人
じんこう

口が少
すく

ない県
けん

。日
に ほ ん

本海
かいがわ

側
気
き こ う

候ですが比
ひかくてき

較的温
おんだん

暖です。ただし年
ねんかん

間を通
つう

じて湿
しつ

度
ど

が高
たか

く、曇
くも

りや雨
あめ

の日
ひ

が多
おお

い傾
けいこう

向にあります。
　県
けんちょう

鳥は「ハクチョウ」、県
け ん か

花は「ボタン」、県
けんちょう

庁所
しょ

在
ざい

地
ち

は松
ま つ え

江市
し

。

なんで、「島
しまね

根」っていうの？

　島
しまねけん

根県の名
なま え

前の由
ゆら い

来は、県
けんちょう

庁の置
お

かれた松
まつ え

江
城
じょう

周
しゅうへん

辺 が 旧
きゅう

島
し ま ね

根郡
ぐん

（嶋
しま ね

根郡
ぐん

）に属
ぞく

していたこ
とによります。嶋

し ま ね

根の名
な

は『出
い ず も

雲 国
のくに

風
ふ ど き

土記』で
八
や つ か

束水
みず

臣
おみ

津
つ の の

野命
みこと

の命
めい

名
めい

によると伝
つた

えられてい
ます。

さて、島
しまねけん

根県の形
かたち

は何
なに

に見
み

えるかな？

　宍
しんじ

道湖
こ

で獲
と

れるヤマトシジミを使
つか

ったしじみ汁
じる

。砂
すな

抜
ぬ

きを十
じゅうぶん

分にし

たしじみを火
ひ

にかけて、あくを取
と

り、醤
しょうゆ

油や味
み そ

噌で味
あじ つ

付けします。し

じみから出
だ し

汁がよく出
で

て、深
ふか

い味
あじ

になります。

　宍
しんじ

道湖
こ

で獲
と

れるヤマトシジミは粒
つぶ

が大
おお

きくて、宍
しんじ こ し ち

道湖七珍
ちん

（宍
しんじ

道湖
こ

で獲
と

れるおいしい七
なな

つの魚
ぎょかいるい

介類）に数
かぞ

えられています。

　なお宍
しんじ

道湖
こ

は日
にほん

本全
ぜんこく

国のシジミ漁
ぎょかくりょう

獲量の約
やく

三
さんぶん

分の一
いち

を誇
ほこ

っています。

＊クイズの答
こたえ

は奥
おくづけ

付（P. 50）をご覧
らん

ください。

飛
と

びかかるシマリス？

北海道

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県新潟県

栃木県

茨城県

千葉県
埼玉県

群馬県

東京都
神奈川県

山梨県

長野県
富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県
奈良県

岐阜県

愛知県 静岡県

和歌山県

大阪府

京都府
兵庫県

鳥取県

岡山県

香川県

高知県愛媛県

広島県

徳島県山口県

福岡県
佐賀県

長崎県 熊本県
宮崎県

鹿児島県

沖縄県

大分県

北海道

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県新潟県

栃木県

茨城県

千葉県
埼玉県

群馬県

東京都
神奈川県

山梨県

長野県
富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県
奈良県

岐阜県

愛知県 静岡県

和歌山県

大阪府

京都府
兵庫県

鳥取県

岡山県

香川県

高知県愛媛県

島根県

広島県

徳島県山口県

福岡県
佐賀県

長崎県 熊本県
宮崎県

鹿児島県

沖縄県

大分県

　　  と 　   　   どう     ふ　　　　   けん1都1道2府43県
～ め・ぐ・り ～

し ま ね け ん

島根県

ク イ ズ

島
し ま ね

根の名
め い ぶ つ

物料
り ょ う り

理
を紹

しょう

介
か い

するよ～ シジミ汁 シジミは肝
かんぞう

臓の働
はたら

きを助
たす

け、疲
ひろう

労

回
かい

復
ふく

にも効
き

きます。砂
すな

抜
ぬ

きがカギ！

あいうえお順
じゅん

で紹
しょうかい

介していきます。

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。


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お申し込み・お問い合わせ先

公益財団法人海外子女教育振興財団　　URL  https://www.joes.or.jp
教育相談事業チーム TEL 03-4330-1352   FAX 03-4330-1355   E-mail sodanjigyo@joes.or.jp

 〒105-0002　東京都港区愛宕１－３－４　愛宕東洋ビル６階

　　 関西分室 TEL 06-6344-4318　FAX 06-6344-4328　E-mail kansai@joes.or.jp

 〒530-0001　大阪市北区梅田３－４－５　毎日新聞ビル３階

海外滞在中および帰国後に、お子さんが安

心して教育を受けられるよう、専門の教育

相談員が個別にご相談におこたえします。

●お子さんの出国時期
●現地教育事情
●学校選択（日本人学校・現地校等）
●出国前の外国語学習準備

●母語の保持・育て方
●現地生活事情
●海外の学校での学習内容・方法

●現地での転学・進学
●通信教育での学習
●日本語力低下の懸念
●統一テスト等の制度（IB・SAT・GCEなど）
●編入受け入れのある学校
●お子さんの帰国時期

教育相談とは別に、教育や学校生活にかかわる次の情報等は随時提供しています。

お気軽にお問い合わせください（予約不要・無料）。
●赴任地の学校情報（日本人学校、補習授業校、現地校・インターナショナルスクール）
●日本人学校・補習授業校の入学・編入学手続きや授業料・授業時間数などに関する情報
●国内の学校情報（帰国生選抜を実施する小学校・中学校・高等学校・大学等のほか約90の教育委員会）
●渡航前および帰国時の学校関係書類の準備や各種手続きに関する情報

本財団の教育相談をご利用ください

●小学校～大学の学校選択
●受験資格
●外国語の保持
●遅れている学習のキャッチアップ
●友人関係等を含む適応問題

教 育 相 談

出 国 前

滞 在 中 帰 国 後

※ 2021年10月現在、新型コロナウイルスの影響で面談相談は中止し、オンライン会議システムを使った相談を
中心に行っています（電話・メールでのご相談も可）。最新情報はウェブサイトでご確認ください。
※面談・電話・オンラインでのご相談は１家族１時間。予約制です。
※ 維持会員企業・団体に所属するかたとそのご家族のかたのご相談は無料です（維持会員一覧は下記本財団ウェ
ブサイトに掲載しています）。
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山
中
伸
弥
教
授
の
講
演
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
か
。

　

は
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
か
ら
、
世

界
中
ど
こ
に
い
て
も
視
聴
で
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
た
ん
な
る
講
義

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
者
に
は
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
に
関
す
る
学
習
資
料
を
提
供
し
、

事
前
に
質
問
を
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
に
寄
せ
て
も

ら
い
ま
す
。
当
日
は
そ
の
質
問
や
ラ
イ

ブ
チ
ャ
ッ
ト
か
ら
の
声
を
進
行
役
が
適

宜
差
し
込
ん
で
、
先
生
と
対
話
し
て
も

ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
の
前

で
一
方
的
に
講
義
を
視
聴
し
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
山
中
先
生
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
が
で
き
る
の
で
す
。
だ
ん
だ
ん

盛
り
上
が
っ
て
「
乱
れ
打
ち
」
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が︵
笑
︶、
そ
う
な
っ

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

も
あ
る
の
で
す
ね
？

　

D
avos N

ext

が
た
ん
な
る
講
演
会

で
は
な
い
と
い
う
理
由
が
、
ま
さ
に
そ

こ
に
あ
り
ま
す
。
山
中
先
生
の
講
演
を

受
け
て
、
世
界
中
の
参
加
者 

が
国
や
地

域
を
越
え
て
地
球
の
未
来
に
つ
い
て
い

っ
し
ょ
に
話
し
合
い
ま
す
。
そ
の
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、た
と
え

ば
「
世
界
の
人
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う
問
に

対
し
て
、「
病
院
の
建
設
」「
差
別
の
解

消
」「
教
育
の
拡
充
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
事
情
を
反
映
し
た
回
答
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
違
う
環
境
に
い
る
日
本

の
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
地
域
の
視
点

を
持
ち
寄
り
、
話
し
合
い
、
発
信
し
て

い
く
場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
数
人
の
グ
ル
ー
プ
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、海
外
子
女
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
で
あ
る
現
役
大
学
生
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
ひ
と
り
ず
つ
配
置
し
ま
す
。

次
世
代
の
若
者
が
未
来
世
代
の
子
ど
も

た
ち
と
協
働
す
る
の
で
す
。
彼
ら
に
は

指
導
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
引
っ
張
り

上
げ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
私

も
そ
う
だ
っ
た
」「
そ
の
経
験
は
あ
と

Davos Next 2022に向けて　　に向けて　　

　
地
球
上
で
暮
ら
し
・
学
ぶ
す
べ
て
の
日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
に
向

け
て
、海
外
子
女
教
育
振
興
財
団（
以
下
、Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）が
進
め
る「
未

来
世
代
協
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
そ
の
中
核
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
るD

avos N
ext 2022

は
、
今
年
九
月
の
開
催
に
向
け
て

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
二
月
末
ま
で
受
け
つ
け
て
い
た
第
二
期
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
に
も
、申

し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
の
山
中
伸
弥
教
授
に
よ
る
基
調
講
演

と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、そ
し
て
世
界
中
の
仲
間
と
取
り
組
む
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
、
ど
う
や
っ
て
実
施
す
る
の
か
と
い
う
点
に
、
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

D
avos N

ext

と
は
何
か
、そ
こ
で
何
が
起
こ
る
の
か
│
│
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、
発
案
者
で
あ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
精
力
的
に

推
進
し
て
い
る
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
理
事
長
綿
引
宏
行
が
、D

avos N
ext

に

つ
い
て
語
り
ま
す
。

（
只
木 

良
枝
）

2
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で
役
に
立
つ
よ
」
と
、
メ
ン
タ
ー
的
な

役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
頼
も
し
い
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
見
る
と
近
い

将
来
の
自
分
の
姿
で
も
あ
る
の
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

主
催
は
発
足
し
た
ば
か
り
の
「
全
世

界
日
本
人
学
校
校
長
会
」
で
す
。
こ
の

会
に
よ
っ
て
、
今
後
世
界
中
に
日
本
人
学

校
の
教
育
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
も
先
生
が
た
も
活
性
化
す

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち
が
時
空
を
超
え

て
学
び
合
う
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
教

育
効
果
を
上
げ
る
た
め
の
研
究
を
専
門

に
行
っ
て
い
る
東
京
大
学
大
学
院
情
報

学
環
の
山
内
祐
平
教
授
が
代
表
を
務
め

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Educe T

echnologies

お
よ
び
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
の

辻
村
清
行
客
員
教
授
等
の
力
を
借
り
ま

し
た
。

　

学
校
現
場
の
代
表
と
し
て
、
複
数
の

学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
授
業
を
実
施

し
た
経
験
が
豊
富
な
蘇
州
日
本
人
学
校

学
習
指
導
部
長
齋
藤
暢
先
生
に
も
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
基
金

室
室
長
の
小
山
房
男
さ
ん
は
、
山
中
先

生
の
代
理
と
し
て
参
加
し
、
橋
渡
し
を

務
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
進
行
役
を
務
め
る
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
桑
原
り
さ
さ
ん
と
、

大
学
生
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
た
ち
が
参

加
し
ま
す
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
全

体
で
三
十
人
程
度
と
な
る
予
定
で
す
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
は
代
表
と

し
て
四
人
の
か
た
に
ご
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
未
来
世
代
の
育
成
に
共
感

を
持
っ
て
く
だ
さ
る
、
ま
さ
に
協
創
の

主
体
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
委

員
会
で
は
皆
さ
ん
の
熱
意
も
あ
っ
て
具

体
的
な
議
論
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま

す
。
意
見
が
活
発
に
出
す
ぎ
て
話
が
ま

と
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
開
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

い
よ
い
よ
開
催
す
る
年
に
な
っ
た
の

で
、
年
明
け
か
ら
内
外
で
広
報
活
動
を

「JOES Davos Next」
プロジェクトサイト

https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext

　　  本エントリー
2022年５月１日～ 31日

本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
国
内
の
大
手

新
聞
で
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
日
本
人
学
校
や
補

習
授
業
校
に
属
し
て
い
な
い
子
ど
も
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
か
ら
、
現
地
の
日
本

人
向
け
メ
デ
ィ
ア
で
積
極
的
に
告
知
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
地
の
商
工

会
や
日
本
人
会
に
対
し
て
も
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
でJO

ES D
avos N

ext

の

あ
と
に
、〝2022

〟と
つ
い
て
い
る
の
に

お
気
づ
き
で
す
か
。
こ
れ
は
、2023

、

2024

と
、「
こ
れ
か
ら
毎
年
や
っ
て
い
く

よ
」
と
い
う
意
味
で
す
。
す
で
に
来
年

度
の
講
演
者
に
つ
い
て
も
検
討
を
始
め

て
い
ま
す
。

　

半
年
後
に
迫
っ
たJOES Davos Next 

2022

、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext


「
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の
外
国
語

保
持
教
室
は
上
智
大
学
国
際
言
語
情
報

研
究
所
と
協
働
で
、
昨
年
九
月
〜
十
一

月
に
か
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
を
組

み
合
わ
せ
た
「
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
」
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
全
八
回（
各
九
十
分
）
行

っ
た
。

　

講
師
に
上
智
大
学
言
語
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
准
教
授
の
逸
見
シ
ャ
ン
タ
ー
ル

氏
を
招
き
、英
検
３
級
程
度
の
小
学
四
・

五
年
生
の
九
人
が
参
加
し
た
。

　
「
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
」
は
「C

ontent and 
Language Integrated Learning

」

（
内
容
言
語
統
合
型
学
習
）の
略
。
算
数

や
理
科
、
社
会
な
ど
の
テ
ー
マ
学
習
と

外
国
語
学
習
を
組
み
合
わ
せ
た
教
育
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
外
国
語
の
効
果
的
な

教
育
方
法
と
し
て
世
界
に
広
が
っ
て
き

て
い
る
。

　
「
外
国
語
で
」
学
ぶ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
の
授

業
は「
内
容
」「
言
語
」「
思
考
活
動
」「
文

化
・
国
際
理
解
／
協
同
学
習
」
が
遵
守

さ
れ
て
い
て
、
次
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

①　

学
習
す
る
過
程
で
語
学
の
四
技
能

「
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
」
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
べ
る
。

②　

内
容
の
あ
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
を

学
習
す
る
こ
と
で
、
そ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
話
す
た
め
の
こ
と
ば
を
身
に

つ
け
て
、
同
時
に
内
容
に
つ
い
て
も

深
い
思
考
を
伴
う
学
習
を
行
え
る
。

③　

語
学
に
特
化
せ
ず
、
中
身
の
あ
る

題
材
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
で
興
味

が
持
続
し
や
す
く
、
語
学
学
習
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
維
持
さ
れ
や
す
い
。

　

な
お
、
今
回
は
久
々
に
英
語
を
使
用

す
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
最
初
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
た
め
に
、
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
・
ク
リ
ル
の
方
法
を
取
り
入
れ
た
。

母
語
を
使
用
で
き
る
た
め
、
教
師
は
す

ぐ
に
子
ど
も
た
ち
が
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
把
握
で
き
、
子
ど
も
全
員
を
受
け
止

め
て
徐
々
に
英
語
を
使
う
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
二
つ
に
分
け
、
前
半
は
「
動
物
と
環

境
」、
後
半
は「
世
界
の
偉
人
」を
テ
ー

マ
に
し
て
英
語
で
学
ん
だ
。

　

初
日
、逸
見
氏
は
五
つ
の
ル
ー
ル（
①

英
語
を
使
う 

②
対
面
の
場
合
、
相
手

と
の
距
離
を
保
つ 

③
他
人
の
話
を
聞

く 

④
宿
題
を
す
る 

⑤
他
人
を
ヘ
ル
プ

す
る
）
を
示
し
、
な
か
で
も
③
と
⑤
が

特
に
大
切
だ
と
話
し
た
。
そ
し
て
各
テ

ー
マ
に
お
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
標
に
、
綿
密
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
シ
ラ
バ
ス
の
も
と
前
後
半

各
四
回
の
授
業
を
重
ね
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
は
じ
め

は
緊
張
し
て
い
た
が
、
回
を
追
う
ご
と

に
積
極
的
に
挙
手
を
し
た
り
、
周
り
に

気
を
配
っ
た
り
す
る
様
子
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
全
員

が
目
標
を
悠
々
と
ク
リ
ア
し
た
。

　

全
日
程
を
終
了
し
た
子
ど
も
た
ち
の

感
想
は
満
足
感
に
あ
ふ
れ
、
保
護
者
か

ら
も
「
子
ど
も
が
変
わ
っ
た
。」「（
子
ど

も
は
）
毎
回
、『
本
当
に
楽
し
か
っ
た
』

と
言
っ
て
、
も
う
少
し
勉
強
し
た
い
と

逸
見
先
生
の
動
画
を
見
て
は
内
容
を
説

明
し
て
く
れ
た
」「
久
し
ぶ
り
に
英
語
に

集
中
し
て
い
る
娘
を
見
た
」
と
い
っ
た

喜
び
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

本
財
団
の
担
当
者
は
「
帰
国
子
女
と

い
っ
て
も
、
渡
航
時
の
年
齢
や
滞
在
年

数
、
通
っ
た
学
校
種
等
に
よ
っ
て
は
高

い
英
語
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
潜
在
的
に
は

『
次
世
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
』
に
十

分
な
り
得
る
子
ど
も
た
ち
で
あ
り
、
彼

ら
に
語
学
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ

ン
ド
を
育
む
チ
ャ
ン
ス
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
、
今
回
の
成
果
に
つ

い
て
は
「
子
ど
も
の
や
る
気
や
力
を
引

き
出
す
講
師
の
能
力
や
参
加
者
の
意
欲

が
高
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
」
と

語
っ
た
。
さ
ら
に
「
日
本
人
学
校
や
受

け
入
れ
校
等
に
も
普
及
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
に
は
教
員
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
る
」と
述
べ
た
。

海
外
子
女
の
作
品
が
入
賞
│

第
二
十
五
回
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

（
図
書
館
振
興
財
団
）

　

図
書
館
利
用
の
促
進
と
調
べ
る
学
習

の
推
進
の
た
め
に「
調
べ
る
学
習
部
門
」

「
調
べ
る
学
習
指
導
・
支
援
部
門
」
で

行
わ
れ
て
い
る
。

　

詳
細
は
図
書
館
振
興
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

https://w
w
w
.toshokan.or.jp

ニュースニュース お知らせお知らせ

全体へのプレゼンで、成果を披露
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海
外
子
女
の
作
品
が
入
賞
│

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学
生
・

高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
二

〇
二
一（
青
年
海
外
協
力
協
会
）

　

開
発
途
上
国
の
現
状
や
開
発
途
上
国

と
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
国
際
社
会
の
な
か
で
日
本
そ
し
て

自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き

か
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

詳
細
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

https://w
w
w
.jica.go.jp/hiroba/

program
/apply/essay/ 

海
外
子
女
の
作
品
が
入
賞
│

第
十
二
回
日
本
語
大
賞

（
日
本
語
検
定
委
員
会
）

　

趣
旨
は
日
本
語
の
美
し
さ
や
こ
と
ば

の
力
を
見
つ
め
直
す
こ
と
。
思
い
や
感

情
、
思
考
な
ど
を
読
者
に
伝
え
る
た
め

に
こ
と
ば
を
駆
使
し
、
表
現
を
工
夫
す

る
こ
と
で
自
分
と
い
う
「
人
間
」
を
知

り
、
他
人
と
の
関
係
性
、
社
会
と
の
か
か

わ
り
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

詳
細
は
日
本
語
検
定
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

https://w
w
w
.nihongokentei.jp/

grandprize/

海
外
子
女
の
作
品
が
入
賞
│
第
十
三

回
環
境
教
育
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

（
公
益
財
団
法
人
こ
ど
も
教
育
支
援
財
団
）

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど
も
た
ち
が

環
境
に
つ
い
て
考
え
、
社
会
生
活
の
な

か
で
な
す
べ
き
こ
と
を
考
え
る
機
会
を

持
つ
こ
と
で
、
環
境
へ
の
責
任
あ
る
行

動
を
と
れ
る
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

詳
細
は
こ
ど
も
教
育
支
援
財
団
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

https://kodom
o-zaidan.net/

ourbusiness/career_path/poster
第
49
回
全
国
研
究
大
会
開
催（
全
海
研
）

　

全
国
海
外
子
女
教
育
国
際
理
解
教
育

研
究
協
議
会
（
全
海
研
）
は
２
０
２
２

年
度
の
全
国
大
会
を
８
月
４
〜
６
日
、

福
島
市
に
て
開
催
す
る
予
定
。
テ
ー
マ

は
「
世
界
と
子
ど
も
を
ひ
ら
き
、
つ
な

ぎ
、
つ
む
ぐ
教
育
を
め
ざ
し
て
〜
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
つ
む
ぐ
、明
日
の
教
育
〜
」。

詳
細
・
申
し
込
み

http://w
w
w
.zenkaiken.jp

新
規
ご
入
会
維
持
会
員

・
森
ビ
ル
株
式
会
社

会
員
を
募
集（
全
海
研
）

　

全
国
海
外
子
女
教
育
・
国
際
理
解
教
育

研
究
協
議
会
（
全
海
研
）
で
は
、
会
員
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
全
海
研
」
は
在
外
教
育
施
設
（
日
本
人

学
校
等
）
派
遣
経
験
者
で
結
成
し
た
唯
一

の
全
国
組
織
で
す
。

　

各
都
道
府
県
組
織
と
連
携
し
て
以
下
の

実
践
・
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
希

望
者
は
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

お
も
な
活
動

　

帰
国
子
女
教
育
の
実
践
的
課
題
の
解
決
、

国
際
理
解
教
育
と
総
合
的
な
学
習
の
単
元

開
発
と
実
践
事
例
集
の
作
成
、
国
際
理
解

教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
外
国
人

子
女
教
育
の
実
践
的
課
題
の
解
決
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
日

本
語
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
。

　

在
外
教
育
施
設
派
遣
登
録
者
お
よ
び
内

定
者
研
修
の
企
画
・
運
営
・
協
力
、
講
習
・

研
修
に
必
要
な
テ
キ
ス
ト
の
作
成
、
シ
ニ

ア
派
遣
希
望
者
推
薦
指
定
団
体
と
し
て
派

遣
期
間
終
了
後
に
国
内
で
活
躍
さ
れ
て
き

た
人
の
な
か
で
シ
ニ
ア
派
遣
希
望
者
を
文

部
科
学
省
に
推
薦
す
る
な
ど
。

会
費

　
【
国
内
会
員
】４
０
０
０
円（
１
年
間
）

　
【
在
外
会
員
】
１
万
円
（
３
年
未
満
で
帰

国
し
た
場
合
は
３
年
間
適
用
）

会
員
の
特
典

① 

会
報
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

② 

研
究
紀
要
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

③
実
践
、
研
究
の
成
果
を
全
国
大
会
や
地

方
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、
研
究
紀
要
、
実
践

事
例
集
で
発
表
で
き
ま
す
。

④ 

海
外
・
帰
国
子
女
教
育
、
国
際
理
解
教

育
、
外
国
人
子
女
教
育
、
日
本
語
教
育
、

補
習
授
業
校
教
育
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

⑤ 

会
報
や
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
で
最
新
の
学

会
・
研
究
会
の
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

⑥ 

研
究
事
業
、
研
修
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
で
き
ま
す
。

⑦ 

シ
ニ
ア
派
遣
希
望
者
を
推
薦
し
ま
す
。

　

入
会
申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細
は
全
海

研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

全
海
研
事
務
局

　

０
３ 

│ 

５
６
９
６ 

│ 

３
３
５
８

　

０
３ 

│ 

３
８
０
４ 

│ 

７
４
３
２

　

E-m
ail  info1@

zenkaiken.jp

　

U
RL  http://w

w
w
.zenkaiken.jp
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公式キャラクター
にほごん

【
語ご

彙い

編
】

出題：
https://www.nihongokentei.jp

★
「
日
本
語
検
定
」
は
、
親
子
が
い
っ
し
ょ
に
学
び
、
楽
し
み
な
が
ら
挑
戦
で
き
る
検
定
で
す
。
検
定
問
題
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
、
日
本
語
の
運
用
能
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

７
級
（
小
学
校
2
年
生
レ
ベ
ル
） 

問　

一
〜
三
の
（　
　
　

）
の
中
に
入
る
、
い
ち
ば
ん
よ
く
合あ

う
言こ
と

葉ば

は

ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
番ば

ん

号ご
う

で
答こ
た

え
て
く
だ
さ
い
。

一 

こ
の
動ど
う

物ぶ
つ

園え
ん

に
は
、
二
（　
　

）
の
ゾ
ウ
が
い
ま
す
。

 

﹇ 

① 

頭と
う　
　

② 

羽わ　
　

③ 

名め
い 

﹈

二 

全ぜ
ん

校こ
う

集し
ゅ
う

会か
い

で
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
、
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
一
（　
　

）

に
な
ら
び
ま
す
。

 

﹇ 

① 

だ
ん　
　

② 

列れ
つ　

　

③ 

通つ
う 

﹈

三 

公こ
う

園え
ん

の
と
な
り
の
空あ

き
地ち

だ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
家い
え

が
二
（　
　

）

 

た
ち
ま
し
た
。

 

﹇ 

① 

台だ
い　
　

② 

本　
　

③ 

け
ん 

﹈

６
級
（
小
学
校
4
年
生
レ
ベ
ル
） 

問　

一
と
二
は
、【　
　
　

】
の
中
の
言
葉
と
に
た
意
味
を
表
す
言
葉
を
、

三
と
四
は
、【　
　
　

】
の
中
の
言
葉
と
反
対
の
意
味
を
表
す
言
葉

を
選え
ら

ん
で
、
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
に
た
意
味
を
表
す
言
葉

一
　【
苦
心
】

 

﹇ 

① 

苦
楽　
　

② 

苦く

痛つ
う　
　

③ 

苦く

労ろ
う 

﹈

二
　【
本
屋
】

 

﹇ 

① 

書
店　
　

② 

書
庫　
　

③ 

書
物 

﹈

◎
反
対
の
意
味
を
表
す
言
葉

三
　【
少
数
】

 

﹇ 

① 

分
数　
　

② 

多
数　
　

③ 

複ふ
く

数す
う 

﹈

四
　【
不ふ

満ま
ん

】

 
﹇ 

① 

満
点　
　

② 

満ま
ん

腹ぷ
く　
　

③ 

満
足 

﹈

正しい数え方を

考えてみよう。

日
本
語
検
定

https://www.nihongokentei.jp
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５
級
（
小
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
）

問　

一
〜
三
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
と
き
、（　
　
　

）
に
入
る
言
い
方

と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を　
　
　

か
ら
一
つ
選
ん
で
、
番
号
で
答

え
て
く
だ
さ
い
。（
当
て
は
め
る
と
き
、「
手
を
借
り
る
」
が
「
手
を

借
り（
て
）」
と
な
る
よ
う
に
、
形
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

一　

お
店
で
欲ほ

し
い
と
思
っ
た
グ
ロ
ー
ブ
は
高
価
で
、
小こ

遣づ
か

い
の
少
な
い

私わ
た
しに
は
（　
　
　

）。

二　

お
じ
が
く
れ
た
プ
ラ
モ
デ
ル
は
一
人
で
組
み
立
て
ら
れ
ず
、
父
の

（　
　
　

）
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

三　

近
所
の
道
路
工
事
の
大
き
な
音
が
ず
っ
と
ひ
び
い
て
い
る
の
で
、

テ
ス
ト
の
勉
強
が
（　
　
　

）。

　
　

① 

手
を
借
り
る　
　

② 

手
が
出
な
い　
　

③ 

手
に
つ
か
な
い

答
え
は
50
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

２
０
２
2（
令
和
4
）年
度
第
1
回
日
本
語
検
定（
準
会
場
）│
日
本
語
検
定
委
員
会
主
催

6
月
10
日
（金）
・
11
日
（土）
（
海
外
は
9
日
（木）
・
12
日
（日）
も
実
施
可
）

申
込
期
間
：
3
月
1
日
（火）
〜
5
月
13
日
（金）

お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は
こ
ち
ら

Email  info@
nihongokentei.jp

U
R
L  https://w

w
w
.nihongokentei.jp

後
援
： 

文
部
科
学
省
／
全
国
連
合
小
学
校
長
会
／
全
日
本
中
学
校
長
会
／
全
国
高
等
学
校
長
協
会
／

　
　
　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
／
日
本
商
工
会
議
所
／
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス　

他

特
別
協
賛
：
読
売
新
聞
社　
　

協
賛
：
時
事
通
信
社
／
東
京
書
籍

４
級
（
中
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
）

問　

一
と
二
の
【　
　
　

】
の
中
の
二
つ
の
言
葉
は
、
意
味
の
う
え
で
ど

ん
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
関
係
に
な
っ
て
い
る

組
み
合
わ
せ
を
一
つ
選
ん
で
、
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。
ど
ち
ら

の
言
葉
が
前
で
、
ど
ち
ら
の
言
葉
が
後
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
　【
入
学
│
│
学
校
】

　
　
﹇ 

① 

入
門
│
│
校
門　

② 

入
場
│
│
出
場　

③ 

入
会
│
│
議
会

 
  

④ 

入
社
│
│
会
社 

﹈

二
　【
訳
者
│
│
翻ほ
ん

訳や
く

】

　
　
﹇ 

① 

学
者
│
│
博
学　

② 

記
者
│
│
書
記　

③ 

奏
者
│
│
演
奏

 
  

④ 

易
者
│
│
貿
易 

﹈

「
手
」
を
ふ
く
む
い
ろ
い
ろ
な
言
い
方
を

取
り
上
げ
て
い
る
よ
。

https://www.nihongokentei.jp
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《
今
月
の
顔
》

４
月
号　

木
村
佳
野
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

５
月
号　

竹
下
隆
一
郎
（
ハ
フ
ポ
ス
ト

日
本
版
編
集
長
）

６
月
号　

中
尾
弘
太
郎
（
国
際
税
務
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

７
月
号　

青
谷
優
子（
朗
読
家
／
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
／
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
師
）

８
月
号　

神
森
真
理
子
（
ジ
ャ
パ
ン
ト

ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
ボ

㈱
代
表
取
締
役
）

９
月
号　

田
中
望
（
言
語
学
者
）

10
月
号　

成
澤
俊
輔
（
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
兼
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

11
月
号　

上
地
呂
敏
（
音
楽
家
・
沖
縄

伝
統
音
楽
伝
承
者
）

12
月
号　

門
倉
多
仁
亜（
料
理
研
究
家
）

２
月
号　

初
田
美
紀
子
（
臨
床
心
理
士 

一
般
社
団
法
人
「
育
ち
ネ
ッ
ト
多
文

化C
RO

SS

」
代
表
理
事
）

３
月
号　

田
渕 

大
（
俳
優
）

《
特
集
》

４
月
号　
①
学
校
図
書
館
の
魅
力　
②

民
族
衣
装
と
私

５
月
号　
①
海
外
で
Ａ
Ｉ
に
負
け
な
い

子
ど
も
を
育
て
る　

②
月
刊『
海
外

子
女
教
育
』流 

絵
手
紙
の
ス
ス
メ

６
月
号　
「
コ
ロ
ナ
帰
国
」
そ
れ
ぞ
れ

の
体
験
か
ら

７
月
号　
①
公
立
小
・
中
学
校
に
お
け

る
帰
国
子
女
教
育　
②
歴
史
と
文
化

を
救
う・伝
え
る
│「
史
料
ネ
ッ
ト
」

を
支
え
る
人
々

８
月
号　

①
教
育
相
談
員
座
談
会 

異

文
化
で
の
子
育
て
で
大
切
な
こ
と　

②
か
ら
だ
の
ふ
し
ぎ
を
工
作
で
体
験

９
月
号　
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
時

代
を
ふ
り
返
る

10
月
号　
①
コ
ロ
ナ
禍
、
私
立
在
外
教

育
施
設
の
寮
で
は　
②
ア
フ
リ
カ
で

子
育
て

11
月
号　
第
42
回
海
外
子
女
文
芸
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果
発
表

12
月
号　
『
海
外
子
女
教
育
』誌
の
50
年

１
月
号　
①
帰
国
子
女
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が

語
る
私
の
仕
事　
②
日
本
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
物
語

２
月
号　

①
座
談
会 

帰
国
生
は
へ
こ

た
れ
な
い　
②
日
本
各
地
か
ら
の
帰

国
生
我
が
校
紹
介

３
月
号　
①
在
外
教
育
施
設
か
ら
未
来

を
ひ
ら
く　
②
帰
国
生
の
母
親
た
ち

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
│
自
分
た
ち
の
体

験
を
多
く
の
人
と
分
か
ち
合
う

《
連
載・家
族
／
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
》

４
・
５
月
号　

発
達
障
害
児
の
母
が
肌

で
感
じ
た
日
米
の
学
校（
ア
メ
リ
カ
） 

６
・
７
月
号 

予
想
外
の
出
来
事
が
連
続

の
海
外
生
活（
南
ア
フ
リ
カ・ロ
シ
ア
）

８
・
９
月
号 

行
く
先
々
で
貴
重
な
体

験
を（
ア
メ
リ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

10
・
11
月
号　

家
族
四
人
、
そ
れ
ぞ
れ

の
エ
ル
サ
レ
ム
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）

12
・
１
月
号　

四
人
五
脚
の
ア
メ
リ
カ

生
活
（
ア
メ
リ
カ
）

２
・
３
月
号　
「
我
が
家
」
を
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
に（
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
）

《
受
け
入
れ
校
紹
介

　
〜
学
校
会
員
フ
ァ
イ
ル
》

４
月
号　

国
際
高
等
専
門
学
校

５
月
号　

旭
川
明
成
高
等
学
校

６
月
号　

栄
徳
高
等
学
校

７
月
号　

東
山
中
学
校
・
高
等
学
校

８
月
号 

東
洋
大
学
附
属
姫
路
中
学

校
・
高
等
学
校

９
月
号　

福
岡
雙
葉
中
学
校
・
高
等
学
校

10
月
号　

敬
和
学
園
高
等
学
校

11
月
号 

佐
藤
学
園
ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
高
等
学
校

12
月
号　

樟
蔭
中
学
校
・
高
等
学
校

１
月
号　

弘
学
館
中
学
校
・
高
等
学
校

２
月
号　

新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

３
月
号　

昭
和
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

《
聞
い
て
み
よ
う
！
子
ど
も
の
教
育
》

４
月
号　

コ
ロ
ナ
禍
で
現
地
校
も
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
で
、
子
ど
も
も
親
も
ス

ト
レ
ス
を
た
め
が
ち
で
す
。
留
意
す

べ
き
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
つ

ち
や
み
ち
こ
）

５
月
号　

一
時
帰
国
が
ま
ま
な
ら
ず
、

帰
国
後
の
子
ど
も
の
学
校
を
ど
う
決

め
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

受
け
入
れ
校
の
選
び
方
な
ど
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
橋
本
芳
登
）

６
月
号　

幼
児
を
連
れ
て
海
外
に
行
き

ま
す
。
日
本
人
は
ほ
か
に
い
な
い
よ

う
で
す
。
ど
う
母
語
を
育
て
て
い
け

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。（
菅
原
光
章
）

７
月
号　

発
達
が
遅
れ
気
味
の
小
学
生

の
子
ど
も
を
連
れ
て
初
め
て
海
外
赴

任
を
し
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
現
地
校

に
通
う
予
定
で
す
が
留
意
点
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。（
御
園
生
直
美
）

８
月
号　

海
外
暮
ら
し
が
長
く
な
り
、

子
ど
も
は
現
地
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
日
本
語
も
怪
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
帰
国
の
目
途
は
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。（
後
藤
彰
夫
）

９
月
号　

小
学
生
の
子
ど
も
を
連
れ
て

帰
国
し
ま
す
。
日
本
の
小
学
生
は
塾

や
習
い
事
で
忙
し
い
と
聞
き
ま
す
が
、

そ
の
現
状
と
帰
国
に
際
し
て
の
留
意

点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
中
村
昌
子
）

10
月
号　

子
ど
も
は
引
っ
込
み
思
案

で
、
現
地
校
で
も
補
習
校
で
も
友
達

を
つ
く
れ
ず
悩
ん
で
い
ま
す
。
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。（
清

水
賢
司
）

11
月
号　

帰
国
生
の
多
い
学
校
に
入
学

し
た
と
こ
ろ
、
自
分
の
英
語
力
に
自

信
を
失
い
、
や
る
気
を
な
く
し
て
い

ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。（
中
山
順
一
）

12
月
号　

帰
国
生
枠
で
受
験
す
る
予
定

で
す
が
、
私
も
親
も
面
接
が
あ
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
お
け

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。（
奥
田
修
也
）

１
月
号　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、
英
語
も

日
本
語
も
中
途
半
端
な
ま
ま
で
の
帰

国
に
な
り
そ
う
で
す
。
ど
う
し
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。（
平
彰
夫
）

２
月
号　

現
地
校
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
日
本
人
学
校
、
補

習
授
業
校
に
つ
い
て
、
特
徴
や
通
わ

せ
る
際
の
留
意
点
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。（
植
野
美
穂
）

３
月
号　

子
ど
も
は
ア
メ
リ
カ
の
現
地

校
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、
先
生
と
う
ま

く
や
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。（
佐
々
信
行
）

《
海
外
校
シ
リ
ー
ズ
》

４
月
号　

シ
カ
ゴ
／
ア
デ
レ
ー
ド
補

５
月
号 

ヤ
ン
ゴ
ン
／
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
補

６
月
号　

ブ
ラ
ッ
セ
ル
／
マ
イ
ア
ミ
補

７
月
号　

サ
ン
・
ホ
セ
／
ブ
レ
ー
メ
ン
補

８
月
号　

ハ
ノ
イ
／
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
補

９
月
号 

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
／
ニ
ュ
ー
カ
レ

ド
ニ
ア
補

10
月
号 

ブ
カ
レ
ス
ト
／
シ
カ
ゴ
補

11
月
号 

釜
山
／
グ
ア
ダ
ラ
ハ
ラ
補

12
月
号 

バ
ハ
レ
ー
ン
／
ヨ
ー
ク
シ
ャ

ー
ハ
ン
バ
ー
サ
イ
ド
補

１
月
号 

グ
ア
ム
／
マ
ル
セ
イ
ユ
補

２
月
号　

サ
ン
チ
ャ
ゴ
／
チ
ュ
ニ
ス
補

３
月
号　

北
京
／
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
補

《
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
》

〈
子
ど
も
の
本
棚
〉

　
　
（
国
際
子
ど
も
文
庫
の
会
）

４
月
号　

も
う
い
い
か
い
│
中
野
真
典

／
フ
ァ
ー
デ
ィ
の
は
る
│
ジ
ュ
リ

ア
・
ロ
ー
リ
ン
ソ
ン
／
し
り
と
り
│

安
野
光
雅
／
ハ
ン
カ
チ
と
も
だ
ち
│

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ

二
〇
二
一
年
度
『
海
外
子
女
教
育
』

【
総
●

目
●

次
】

２
０
２
１
年
４
月
号
（
第
578
号
）
〜
２
０
２
２
年
３
月
号
（
第
589
号
）

二
〇
二
一
年
度
『
海
外
子
女
教
育
』

【
総
●

目
●

次
】

２
０
２
１
年
４
月
号
（
第
578
号
）
〜
２
０
２
２
年
３
月
号
（
第
589
号
）
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６
月
号　

が
い
こ
つ
さ
ん
│
五
味
太
郎

／
は
じ
ま
り
の
日
│
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ

ン
／
カ
エ
ル
く
ん
の
だ
い
は
っ
け

ん
！ 
│
松
岡
達
英
／
天
の
川
の
ラ
ー

メ
ン
屋
│
富
安
陽
子

８
月
号　

う
ん
ち
し
た
の
は
だ
れ

よ
！
│
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ホ
ル
ツ
ヴ
ァ

ル
ト
／
ぽ
ん
た
の
じ
ど
う
は
ん
ば
い

き
│
加
藤
ま
す
み
／
あ
っ
ち
ゃ
ん
あ

が
つ
く
た
べ
も
の
あ
い
う
え
お
│
さ

い
と
う
し
の
ぶ
／
ま
ほ
う
の
ゆ
う
び

ん
ポ
ス
ト
│
や
ま
だ
と
も
こ

10
月
号　

ど
き
ど
き
オ
ム
ラ
イ
ス
│
苅

田
澄
子
／
く
ま
の
コ
ー
ル
テ
ン
く
ん

│
ド
ン
＝
フ
リ
ー
マ
ン
／
紙
し
ば
い

屋
さ
ん
│
ア
レ
ン
・
セ
イ
／
き
つ
ね

の
窓
│
安
房
直
子

12
月
号　

ほ
げ
ち
ゃ
ん
│
や
ぎ
た
み
こ

／
サ
ン
タ
ベ
ア
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
│

バ
ー
バ
ラ
・
リ
ー
ド
／
か
さ
じ
ぞ
う

│
瀬
田
貞
二
／
ペ
ン
ギ
ン
ハ
ウ
ス
の

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
│
斉
藤
洋

２
月
号　

お
う
さ
ま
が
か
え
っ
て
く
る

100
び
ょ
う
ま
え
│
柏
原
佳
世
子
／
こ

の
ほ
ん
よ
ん
で
く
れ
│
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
・
カ
ル
ボ
ネ
リ
／
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
ひ
な
ち
ら
し
│
野
村
た
か
あ
き
／

す
み
鬼
に
げ
た
│
岩
城
範
枝

〈
オ
ス
ス
メ
の
一
冊
〉

※（　

）
内
は
選
・
評
者
名

５
月
号　

に
ほ
ん
で
い
き
る
│
外
国
か

ら
き
た
子
ど
も
た
ち
│
毎
日
新
聞
取

材
班
（
古
家
淳
）

７
月
号 

デ
ジ
タ
ル
で
変
わ
る
子
ど
も

た
ち
│
学
習
・
言
語
能
力
の
現
在
と

未
来
│
バ
ト
ラ
ー
後
藤
裕
子
（
見
世

千
賀
子
）

９
月
号　

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
│

澤
田
智
洋
（
牧
野
百
合
）

11
月
号 

希
望
の
一
滴
│
│
中
村
哲
、

ア
フ
ガ
ン
最
期
の
言
葉
│
中
村
哲

（
多
田
孝
志
）

１
月
号　

ク
ラ
ラ
と
お
日
さ
ま
│
カ
ズ

オ
・
イ
シ
グ
ロ
（
松
島
あ
お
い
）

３
月
号　

英
語
独
習
法
│
今
井
む
つ
み

（
服
部
孝
彦
）

《
ニ
ュ
ー
ス
お
知
ら
せ
》

〈
ト
ピ
ッ
ク
ス
〉

４
月
号　

外
務
省
・
文
部
科
学
省
の
二

〇
二
一
（
令
和
三
）
年
度
海
外
子
女

教
育
等
関
係
予
算
政
府
案
決
ま
る　

１
月
号　

二
〇
二
二(

令
和
四)

年
度

在
外
教
育
施
設
施
策
の
充
実
に
関
す

る
決
議

２
月
号　

帰
国
児
童
生
徒
数
、
過
去
最

高
か
ら
転
じ
て
大
幅
減

〈
ニ
ュ
ー
ス
〉

４
月
号　

就
任
挨
拶（
外
務
省
領
事
局
長
）

５
月
号　

二
〇
二
一
年
度
新
規
援
助
対

象
校
／
帰
国
子
女
教
育
を
考
え
る
会

第
八
十
三
回
研
究
例
会
を
開
催

８
月
号　

二
〇
二
二（
令
和
四
）年
度
在

外
教
育
施
設
予
算
の
充
実
に
関
す
る

決
議

９
月
号　

就
任
挨
拶
（
文
部
科
学
省
国

際
教
育
課
長
）

10
月
号　
「
特
別
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
の
海
外
赴
任
帯
同
に
か
か
わ
る
不

安
や
心
配
」
等
に
関
す
る
情
報
交
換

（
海
外
子
女
教
育
専
門
相
談
員
連
絡

協
議
会
）

11
月
号　

帰
国
子
女
教
育
を
考
え
る
会

　

第
八
十
四
回
研
究
例
会
を
開
催　

12
月
号　

就
任
挨
拶
（
文
部
科
学
省
国

際
教
育
課
長
）
／
帰
国
・
外
国
人
児

童
生
徒
等
の
学
校
で
の
受
入
れ
に
係

る
取
組
に
つ
い
て
（
文
部
科
学
省
）

１
月
号　

日
本
型
ダ
ン
ス
「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｕ
│
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」の
海
外
輸
出

２
月
号　

二
〇
二
二
年
度
海
外
子
女
の

教
科
書
に
つ
い
て

３
月
号　

 

海
外
子
女
の
作
品
が
入
賞

〈
本
財
団
関
連
記
事
〉

４
月
号　

二
〇
二
一
年
度
日
本
人
学
校

等
学
校
採
用
教
員
内
定
者
研
修
を
実
施

５
月
号　

二
〇
二
一
年
度
事
業
計
画
と

予
算
が
決
定
／
文
部
科
学
省
、
海
外

子
女
教
育
振
興
財
団
に
感
謝
状
を
授

与
／
第
四
十
二
回
海
外
子
女
文
芸
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
概
要

６
月
号　

日
本
人
学
校
等
学
校
採
用
教

員
募
集
説
明
会
の
お
知
ら
せ

７
月
号　

第
一
回
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
を
開
催

８
月
号　

理
事
会
と
評
議
員
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
や
書
面
等
を
活
用
し
て
開
催

／
第
一
回「
わ
た
し
発
、世
界
着
∞
」

（
ワ
タ
セ
カ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
募
集

要
項
／
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
帰
国
生

の
た
め
の
学
校
紹
介
動
画
配
信

９
月
号　

学
校
会
員
を
対
象
に
「
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
」
を
開
催

10
月
号　

帰
国
生
の
た
め
の
学
校
説
明

会
・
相
談
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

12
月
号　

創
立
五
十
周
年
企
画
│
日
本

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
皆
さ

ま
と
育
む
た
め
に
│
「
維
持
会
員
企

業
・
団
体
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
二
一
〜
海

外
子
女
教
育
の
現
状
と
課
題
、
財
団

の
役
割
〜
」
開
催
／
第
二
回
経
営
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
を
開
催

１
月
号　

年
頭
の
ご
挨
拶
│
本
財
団
会

長
小
林
栄
三
／
維
持
会
員
一
覧
／
た

だ
い
ま
何
人
!?
│
在
外
教
育
施
設
在

籍
者
数
／
「
日
本
人
学
校
マ
ジ
き
ら

会
議
二
〇
二
一
」「
学
校
会
員
連
絡
協

議
会
」「
海
外
人
事
担
当
者
セ
ミ
ナ
ー
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
／
二
〇
二
一
年

度
「
ワ
タ
セ
カ
（
わ
た
し
発
、
世
界

着
∞
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
結
果
発
表

２
月
号　
「
Ｖ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
で
遠
隔
合
同

授
業
を
や
っ
て
み
よ
う
！
」
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
／
日
本
人
学
校
等
学

校
採
用
教
員
第
一
期
募
集
内
定
者
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
／
第
四
十

二
回
海
外
子
女
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
集
『
地
球
に
学
ぶ
』
発
刊　

３
月
号　
「
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｌ  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催

《
み
ん
な
の
広
場
》

４
・
５
・
６
月
号

《
Ａ
Ｇ
５
だ
よ
り
》

４
月
号　

ア
ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人
学
校

に
よ
る
日
本
語
学
校
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
出
前
授
業
・
教
員
研
修
の
試
み（
見

世
千
賀
子
）

５
月
号　

補
習
授
業
校
の
先
生
方
を
対

象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
初
任
者
研
修

（
２
）（
岡
村
郁
子
）

６
月
号　

Ａ
Ｇ
５
の
２
０
２
０
年
度
の

取
り
組
み
と
そ
の
成
果（
佐
藤
郡
衛
）

７
月
号　

補
習
授
業
校
と
Ａ
Ｇ
５
│

「
補
習
授
業
校
に
お
け
る
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
・
バ
イ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
人
材
育

成
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」
に

参
加
し
て
き
て
│
（
三
井
知
之
）

８
月
号　

日
本
人
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン
教

員
研
修
〜
コ
ロ
ナ
禍
前
の
環
境
整

備
・
試
行
錯
誤
、
そ
し
て
合
同
研
修

の
充
実
へ
（
マ
ニ
ラ
、
大
連
、
青
島

の
日
本
人
学
校
）〜（
近
田
由
紀
子
）

９
月
号　

Ａ
Ｇ
５
の
５
年
間
と
補
習
授

業
校
の
こ
れ
か
ら
（
佐
々
信
行
）

10
月
号　
「
日
本
人
学
校
に
お
け
る
高

度
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
基
礎
的
資
質

形
成
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」

の
５
年
間
を
振
り
返
る（
植
野
美
穂
）

11
月
号　

Ａ
Ｇ
５
テ
ー
マ
２
「
日
本
人
学

校
に
お
け
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
バ
イ
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
と
そ
の
た
め
の
教
員
研
修

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」（
近
田
由
紀
子
）

12
月
号　

パ
ラ
グ
ア
イ
日
系
社
会
と
ア

ス
ン
シ
オ
ン
日
本
人
学
校
の
絆
を
結
ぶ

Ａ
Ｇ
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
平
岩
佐
江
子
）

１
月
号　

遠
隔
合
同
授
業
に
関
す
る
実

践
研
究
の
成
果
（
岸
磨
貴
子・関
温
理・

黒
木
歩
／
九
鬼
武
／
川
上
隆
／
渡
辺

稔
／
曽
川
和
則
）

２
月
号　
「
日
本
人
学
校
に
お
け
る
特

別
支
援
教
育
に
関
す
る
遠
隔
支
援
の

実
施
に
向
け
た
実
証
的
研
究
」
の
成

果
（
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究

所 

情
報
・
支
援
部
）

３
月
号　

特
集
「
在
外
教
育
施
設
か
ら

未
来
を
ひ
ら
く
」
と
し
て
掲
載

《
連
載・１
都
１
道
２
府
43
県
め
ぐ
り
》

４
〜
３
月
号

《
連
載
・
こ
と
ば
キ
ャ
ン
プ
》

４
〜
３
月
号

《
連
載・「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
」は
お
も
し
ろ
い
！
》

４
〜
３
月
号

《
連
載・挑
戦
！
に
ほ
ご
ん
の
日
本
語
検
定
》

４
〜
３
月
号
（
日
本
語
検
定
委
員
会
）

《
連
載・Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ 

Ｄ
ａ
ｖ
ｏ
ｓ 

Ｎｅ
ｘ
ｔ
》

２
〜
３
月
号
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挑戦！　にほごんの日本語検定　解答・解説

１都１道２府４３県めぐり　クイズ解答
① A　② D

＜７級＞
一　【正解／①】
ゾウやキリンなど、おもに大きな動

どう

物
ぶつ

を数
かぞ

えるときは、①「頭
とう

」を使
つか

います。
二　【正解／②】
前
ぜん

後
ご

や左右に順
じゅん

番
ばん

に長
なが

くならんでいるものを数えるときは、②「列
れつ

」を使います。
三　【正解／③】
家
いえ

の数
かず

などを数えるときは、③「けん」を使います。
＜６級＞
一　【正解／③】

「苦心」は、ものごとをうまくなしとげるために、あれこれと考えてくるしい思いをすることです。に
た意味を表す言葉は、③「苦

く

労
ろう

」で、困
こん

難
なん

とたたかって心や体を使い、くるしい思いをすることです。
二　【正解／①】

「本屋」は、本を売っている店や人のことです。にた意味を表す言葉は、①「書店」で、本を売って
いる店のことです。
三　【正解／②】

「少数」は、人やもののかずがすくないことです。反対の意味を表す言葉は、②「多数」で、人やも
ののかずがたくさんあることです。
四　【正解／③】

「不
ふ

満
まん

」は、自分の思いどおりにならず、もっとこうあってほしいと思うことです。反対の意味を
表す言葉は、③「満足」で、自分の思いどおりになっていて、十分であると思うことです。
＜５級＞
一　【正解／②】
値
ね

段
だん

が高くて買うことができない様子をいう、②「手が出ない」が適切です。
二　【正解／①】
仕事など、何かをするときに手伝ってもらうことをいう、①「手を借りる」を使って、「手を借り

（て）」とするのが適切です。
三　【正解／③】
ほかのことに気をとられて、集中して物事に取り組めない様子をいう、③「手につかない」が適切
です。
＜4級＞
一　【正解／④】

「入学」は児童・生徒として「学校」に入ることですから、両者は「一字目が『入』である二字熟語
と、その『入』の対象となる二字目の漢字の意味を表す熟語」という関係です。同じ関係になるの
は④で、「入社」は社員として採用されて「会社」に入ることです。
二　【正解／③】

「訳者」は異なる言語で書かれたものを「翻
ほん

訳
やく

」する人ですから、「ある行
こう

為
い

をする人の名
めい

称
しょう

と、そ
の行為を表す言葉」という関係です。同じ関係になっているのは、「奏者」が楽器を「演奏」する人
である、③です。
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入試シーズンになると受験に失敗
した時に恩師から言われた言葉を思
い出す。「合格も不合格もすべてがご
縁。縁を大切に生きていけば良い人
生が待っているよ」、当時は素直に聞
けなかったけれど今では、納得。（松）
ＡＧ５の話題はどうしても教育実

践研究の話になるので堅苦しくなり
がちだが、海外子女教育にとって、
そして日本の教育にとって、とても
重要で先進的なことが試みられてい
る。是非ともご一読を。　　　（淳）
理想論とか絵に描いた餠といわれ

るものがある。学習の在り方、多様
な子どもたちへの視点、先生たちの
ネットワーク……。ＡＧ５の活動は
そうであったものをいくつも「あた
りまえ」に変えてきたと思う。（然）
前スウェーデン大使による同国の教

育についての講演を聴く。収穫あり。国
民性や社会経済の特質が国の教育制
度の形成に繋がるということを改めて感
じた。比較の視点から日本の教育の利点
や改善点を考える契機ともなった。（島）

4月号「特集」の予定は…
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●継承語として学ぶ日本語
●日本切手のデザイン
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●生徒が主体的につくりあげる駒場
東邦の学校行事修学旅行先はプレ
ゼン大会を通じて自分で決める！
│││││││││││││││││
●日本一「面倒見の良い」女子大
学、岐阜女子大学に行ってみた！
│││││││││││││││││
●「福祉」ってなんだろう？
　東北福祉大学で聞いてみた。
│││││││││││││││││
●専門家に聞いた！
理学療法士ってどんな仕事？

…etc

WEB限定記事

東大合格者速報でおなじみの
大学通信が発信する学校情報。
わりと真面目に教育と学校と
その他の情報について
発信しています。
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大学通信の情報力を集結した

https://univ-online.com/
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受験シーズンの話題を独
占する「高校別大学合格
者数」情報をはじめ、大学
入試・進学に関する最新
データやトピックスを

いち早く公開!

https://univ-online.com/



